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「心配することはありません。私が助言することはひとつだけです。あなた方は、私に従えばいいのです。今までと同じように指示を待つだけでよいのです」

　その声は穏おだやかだった。金属を擦こすり合わせたかのような耳みみ障ざわりなノイズが混じっていたが、安あん堵ど感かんを得ることができた。

　正面の大きな液晶画面に、アニメ調にデザインされた二つの目と唇が大きく表示されている。目は時折瞬まばたきをし、唇は言葉に合わせて動いていた。

　千ち葉ば紀のり之ゆきは、薄暗い室内で画面をじっと見つめていた。壁に寄りかかり、片かた膝ひざを立てた状態でぼやける思考状態を回復させようとしていた。半そでのワイシャツからは、むわっと汗の匂においがたちのぼっている。

「私はソフィアです。あなた方を守るための存在です」

　画面の唇が動く。先ほどからずっと同じようなことを喋しやべっているのだ。

　紀之は室内に目をやった。目覚めた時は、いつもの高校の教室かと錯さつ覚かくしたが確実に違った。三十人の生徒が授業をするにしてはゆったりと余よ裕ゆうがある。

　室内には机の代わりに椅子があった。ソファーのようなリクライニングシート。それが三十個ほど並んでいる。

　クラスメイトの姿も見える。紀之の向かいの壁際に数人、画面の逆サイドの壁の両りよう隅すみに固まるように十数人ずつ。夏服の学生服を着た男女。あれらは確かに紀之のクラスメイトだ。怯おびえたウズラのように部屋の隅に集合している。

　クラスメイトはただ寄より添そうように固まり、ソフィアと名乗った画面のキャラクターに視線を送っている。

　室内の高めの天井には、茶色いスポットが点灯している。微妙な暗さは、現実感がなく夢の続きを見ているかのように錯覚させる。

「心配はいりません」

　ソフィアはまたも同じようなことを言った。紀之が目覚めた一時間前から、ずっとこの繰り返しだった。この状況で心配にならない人間はいるまい。目が覚めたらここにいた。そんな特異な状況だった。

　何が起こっているのか、ここはどこなのか。

　紀之は視線をさ迷わせながら考え続けていた。そんな思考を感づいたかのように、画面のソフィアは表示された両目をゆっくりと瞬いた。

「ここは宇宙船の中です。あなたたちは、宇宙空間にいるのです。地球は核戦争が始まってしまったのです。でも、心配はいりませんよ」

　ソフィアはそう言った。ノイズを垂れ流しながら、さらりと現実をも流した。ここは宇宙船の中であると。

　室内からは、疑問の声が沸わき起こった。弱々しい悲鳴のようだった。ただ声が出ただけだ。何か薬でも飲まされているのかもしれない。体が思うように動かないのだ。それが、この密室でのパニックを防いでいるのかもしれないが。

　画面のソフィアは両目を瞬まばたき続ける。

「そろそろ皆さん目覚めましたか。心配はいりませんよ。この宇宙船はノアの箱はこ舟ぶねなのです。優良な遺伝子を運ぶ箱舟です。箱舟は荒こう廃はいした地球を捨て、旅をしている最中なのです。あなた方は選ばれた優良な遺伝子というわけです。おめでとうございます」

　安っぽいファンファーレが響き、画面に花火のアニメ画像が表示される。

　そんな映像を見て、紀のり之ゆきは何故なぜか笑ってしまった。

「ねえ、本当かな」

　紀之の横から声が発せられた。隣に座っていたセーラー服姿の女子は大おお野の亜あ美みだった。ボーイッシュなシルエットが亜美だったことに、紀之は今気づいた。

「はあ？」

　紀之はあくびをするように返事をした。まだ頭の靄もやが晴れていない。

「だから、宇宙船とか宇宙とかさ」

「おめでとうって言ってるから、そうなんじゃないのか」

　亜美は紀之の適当な返事に、気分を害した様子もなくうなずいた。

「さて、まずは私の紹介からいたします。私はソフィア。あなた方の言葉で表現するなら人工知能です。私はあなた方のガイド役として一いつ緒しよに荒廃した地球から脱出したのです」

　ソフィアは右目を閉じてウインクをする。

　そんなソフィアの話を、生徒たちは私語もせずに聞いていた。ただ指示を待っている、そんな生徒の姿。私たちは管理される側なのです。指示を待っています。紀之は鼻で笑った。

「あなた方の存在した地球では戦争がエスカレートし、人類の滅亡の危機に瀕ひんしてしまいました。そこで、人間という遺伝子を繫つなぐために、あなた方がこうして、ノアの箱舟というべき宇宙船で脱出することになったのです」

　ソフィアは一方的に説明を垂れ流し続けている。

　ここで画面は目と口が消え、爆発する地球のアニメーションが表示された。炎に包まれる地球からはロケットが。ロケットは宇宙空間に飛び出ると加速し、背景の星がびゅんびゅん流れていく。そして、不意にロケットの前に緑色の星が出現した。

「目指すは楽らく園えんです。地球のような争いもないエデンの園その。あなた方は待っていればいいのです。楽園にはすぐに到達いたします。また、それまでの間快適な生活を送るためのシステムも存在いたします」

　画面に再び目と口が表示された。

「心配はいりませんよ。食料はなくなることはありません。娯楽だって存在します。あなた方は、受験に苦しむこともなく、排気ガスを吸って喘ぜん息そくになる危険もないこの場所で過ごせばいいのです。こう考えてください。この場所はひとつの安全な国であると」

　室内は静まり返っている。咳せき払ばらいひとつ聞こえない。ソフィアの言葉の真しん偽ぎを測りかねているのだ。この特異な状況はなんであるか。本当に宇宙船なのか、でなければどこなのか。何のためにこの場所にいるのか。

　室内にはゆったりとした椅子が並んでいるにもかかわらず、皆床ゆかに座っている。自分たちが座るための椅子なのか、指示がでるまで座るのをためらっているのか、未まだ誰だれもくつろいではいなかった。

「ただし、この場所をひとつの国だと例えるなら、今までの社会と同様に基本的なルールも存在します。ただし心配はしないでください、私に従っていれば生命の保証はされ、ここで暮らすことができるのです」

　紀のり之ゆきは違和感を覚えた。ソフィアと生徒。両者の関係の違和感。ソフィアの口調は丁てい寧ねいなものの、こちらに命令をしている。そもそも、話を信じるのなら、人間である生徒のほうが立場は上位であるはずだ。

　そう考えつつも、紀之は立ちあがりもせずに画面を見つめた。他の生徒も皆座っている。この状況で目立った行動は取りたくなかった。皆も同じことを考え、ソフィアの言葉を聞いているに違いない。

「ルールは特別なものではありません。今まで生活を送ってきた中で学んだルールどおりです。まずこの世界では暴力は禁止です。行き過ぎた行為を発見した場合ペナルティーがあります。この世界に暴力は必要ありません」

　紀之は室内を見渡した。どこかに銃でもセットされているというのだろうか。

「次に、あなた方にも仕事をしていただきます。その仕事とは、ここにいることです。ここにいる限り、この世界での存在価値を満たしていることになります。この部屋から外に出ることは自由です。しかし、いったん外に出たら、戻ってこられる保証はありません」

　この部屋の外。外には何があるのか。もやもやとした不安と好奇心が紀之の頭に浮かび上がった。

「この二つさえ受け入れれば、あなた方がこの国から追つい放ほうされることはありません。この世界も皆平等ですよ」

　紀之は最後の言葉に引っかかった。この世界も皆平等。この世界もと言った。では、果たして地球の世界は平等だったと言えるだろうか。富を独占する国もあれば、飢き餓がに苦しむ国もある。富める国でさえ、貧ひん富ぷの差は激しい。支配される者と支配する者。得る者と奪われる者。あの世界は平等だっただろうか？

「食料やエネルギー配分についてですが、それはあなた方に決めていただきます。必要あるものを得てください。食料や水は、枯こ渇かつする心配はまずありません。それでは、配分のシステムをお教えします」

　画面の中央にトランプのハートマークが表示された。真っ赤なハートマークは、心臓の鼓こ動どうを表現しているかのように伸しん縮しゆくを繰り返した。

「ハートマークはこの国の人間の数を表現します。先ほど伝えたとおり、あなた方の仕事はここにいることです。そこで報ほう酬しゆうとして、ひとりに一ポイント。要するにハートマークの数のポイントだけ収入を得ることができます。ポイント収入は、一日に二回、十二時です。時計の短針が一周するたびにです」

　紀のり之ゆきは反射的に腕を見た。いつもはめていたダイバーズウオッチはなかった。代わりにメタリックカラーの腕輪がはまっている。文字盤などはなく、アクセサリーのように見える。もちろん紀之の物ではない。

　画面の上を見ると、丸い掛け時計があり、三時十五分を指していた。ただし、それが午後か午前なのかは分からなかった。

　続いて画面に赤いダイヤのマークが表示される。ダイヤマークはキラキラと輝いている。

「その収入ポイントはダイヤマークで管理されます。要するにお金と考えてください」

　画面にはクラブとスペードのマークが表示。

「そのダイヤで購入できるのがクラブとスペードです。クラブは食料や娯楽など仔し細さいに分かれています。あなた方が快適に過ごすためのアイテムなどです。スペードはコミュニケーションに使用するカードです」

　トランプの図柄とリンクされているのかもしれない。ハートは心臓に例え、人間を表現。ダイヤは金を。クラブとスペードは何だったろうか。三つ葉ではないのだ。確かクラブはこん棒だ。畑を耕す道具。なので、食料などを表現しているということだろうか。

「そして、ここがあなた方の国と情報です」

　画面に表示されたのは妙な図だった。
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　画面には五×五のマス目と、トランプの四つのマークが並んでいる。マス目には、青いスペードマークと、同じく青いカラーの丸がある。ソフィアの目と口は、画像に押しやられたかのように横に移動していた。

「まずは上のマップの説明からいたします。青い丸が、二年四組のあなた方の国の位置となります。青はあなた方の国のカラーなのです。そのななめ上に青いスペードがあるのを確認できますね。スペードは最初からひとつだけ配分されています」

　紀のり之ゆきはソフィアの説明を聞きながら、引っかかったことがあった。それが何であるかは、朦もう朧ろうとする思考では分からない。ソフィアの説明も続いているので、それに集中する。

「収入について、十二時に行われると言いましたね。ただし、他の色のスペードが国を表現する丸の上に乗ると、収入はゼロとなりますので気をつけてください。マップ上のスペードは、一回の移動で三マス進むことができます。また、スペードはレーダー機能も備わっており、中心から五×五マスを索さく敵てきできます」

「あれは何を言っているの？」

　亜あ美みがつぶやくように言った。意識がはっきりしてないのか、口調にメリハリがなかった。

「ゲームみたいなもんじゃないか」

　しかし、何のためにこの小さなマップがあるのか。マップに存在するのは、ひとつの国だけだ。

「スペードを動かすことのできるのは、一日二回です。十二時を越えるごとに動かすことができます。実際はタッチパネルであなた方が動かすのですが、例として私が動かしてみましょう」

　ソフィアはそう言い、マップのスペードを動かし丸の上に置いた。五×五マスのマップの中心で、丸とスペードが重なっている。

「このような感じになります。その後の細かい行動は、十二時となったら私が丁てい寧ねいにフォローしますのでご心配なく。それでは、最後に一番重要な作業をします。あなた方の左腕を見てください。ブレスレットがはまっていますね。それは、あなた方の生命を維持するための装置です。心音や体温データを受け取り、体に異常がないか確認するための道具です」

　ソフィアの目がきらりと光った。

「私に従う方は、ブレスレットを着けたままでいてください。強制ではありません。あなた方は自由です。ボタンを押してそのブレスレットを外すこともできるのです。しかし、一回外したら、着け直すことはできません。その場合、私の庇ひ護ごを拒きよ絶ぜつするということになります」

　紀之はあの腕輪を見た。確かに手の甲側に小さなボタンがついている。

　脇わきの亜美を見ると、彼女も腕輪を見つめていた。他ほかの生徒も、周囲の人間と顔を見合わせながらも、ボタンを押して腕輪を外す人間はいなかった。

　紀之は画面のソフィアを目にして、強烈な不快感を覚えた。

　傲ごう慢まんな言葉。同じだ、あの母親と同じだ。生活の面倒を見てやっているのだから私に従えと。私のありがたいお説教は一語も漏もらさず聞き、殴なぐられても文句を言わず、手紙や電話も検けん閲えつを受けろと。

　あのソフィアも傲慢な存在だ。

　同時に湧わき上がる腕輪に対する強烈な不快感。それは苦にがい胃液とともに、腹からかけ上がってきた。

　気づくと紀のり之ゆきは腕輪を取り外していた。

「いいの？」

　亜あ美みが紀之をじっと見ている。

「ここが宇宙船なわけないだろ」

　紀之はべったりとした額の汗をぬぐった。

　頭をくらくらとさせながら視線を上げると、画面に変化があった。ハートマークの下に、三十と数値が表示されている。

　この四組の人数は三十一人だったはずだ。ということは、紀之以外の生徒は現状維持を選択したことになる。そんな現状に、ほんの少しだけ不安が募つのる。

　下くだらない感情などに流されず、他人と同じ行動を取ればよかったのでは？

「集計を取りました。三十人全員了解していただきました。あなた方は私が生命の保証をいたします。三十人は、これから平等にこの場所で快適に過ごしていただきます」

　ソフィアは平然と言った。

　すでに枠わくから外れているのだ、と、そう思った。三十人が全員なのだ。紀之は疎そ外がい感かんと微かすかな寒さを感じた。

「それでは十二時にお会いしましょう。それまでは自由にしていてください」

　ソフィアはそう言い画面から消えた。画面には、マップとトランプマークだけが残っている。

　室内はさらなる指示を待つように静まり返っていたが、徐じよ々じよにざわつき始めた。

　紀之は立ちあがり部屋の様子を見た。窓のない室内には、ずらりと大きいリクライニングシートが並んでいる。前方にはマップの表示された画面。画面は大きく黒板ほどの大きさか。画面の前には教卓などはない。

　室内後方には、いくつかの扉と、固まる生徒たちの姿がある。女子生徒は四グループほどに分かれ、男子はばらけつつも、端の方に集合していた。そんな中、室内を調べているらしい生徒の姿もある。

　紀之は頭を振った。徐々に意識が覚かく醒せいしていく。やはり、何か薬でも打たれ、ここに連れてこられたのかもしれない。

　紀之の感覚が回復すると共に、室内は騒がしくなった。生徒たちが言葉を交わし興奮してきたのだ。

　不安や疑問が渦うず巻まき、室内は徐じよ々じよに混乱し始める。

「落ちついて、みんな」

　細い声にざわめきが止まった。見ると、画面の前にひとりの女子生徒が立っている。

　細いからだのシルエットは、和泉いずみ玲れい子このものだった。

「とにかく、話し合うことが先決だと思うわ」

　和泉はストレートの髪をさらりと振りながら言った。この状況で混乱している様子はない。和泉は先ほどまで室内の設備を確認していたようだった。

「やると思った」

　紀のり之ゆきはつぶやいた。彼女はいつでもクラスをまとめたがる優等生タイプだ。私を中心にまとまりましょう。勉強のできる私を中心に。そんな生徒だ。

　しかし、生徒は和泉の行動に安あん堵どしたかのようだ。張り詰めた空気がほんの少しだけ緩ゆるむ。リモコンロボットは、誰だれかが操作をしなければ前に進むこともできない。そんな意思のないブリキのロボットの集団なのだ、このクラスは。

「とりあえず、前に集まりましょう」

　和泉がクラスメイトを呼び寄せる。生徒たちは素直に従い、画面の前の開いたスペースへと集合する。

　紀之も集団の後ろに進み、そばのシートに腰をかけた。クッションが効いていて座り心地がよい。見ると、肘ひじ掛かけにはコントローラーなどの機器、背もたれの上にはフルフェイスのヘルメットのようなものがついている。

　他ほかの生徒は和泉の前に集合し、床ゆかに体育座りの恰かつ好こうで待機していた。和泉はチラッと紀之を見てから口を開いた。

「まずは、話の時系列を整えるわ。何故なぜ、私たちがここにいるか、少しでも覚えている人はいる？」

　生徒たちは揃そろって首を振る。しかし、断片的な言葉が発せられ、徐々に情報がまとまっていった。

　まず、本来はここに来るはずはなく、夏休みの修学旅行で北海道に行くはずだったこと。空港までのバスに乗り、その中で何故か健康診断をうけたこと。記憶はそこまでだったと整理された。

「そうね、きっとその健康診断で、薬とか打たれたのかもしれない。たかだか北海道なのに、他にもバスでの移動中にって変だったものね。みんな、まだふらふらするでしょ。だから、時間だってあれからそんなに経たっていないかもしれないわ」

「どこなんだよ、ここは？」

　男子生徒が声をあげた。

「それが問題ね。出口も開かなかったし、ここはほぼ密室。あの……ソフィアが言ったように、ここは宇宙船だと思う？」

　和泉いずみの言葉に、紀のり之ゆきは軽く吹き出した。

　和泉は、一瞬紀之を睨にらみつけてから口を開いた。

「私の考えを言うと、可能性は低いと思うわ。あの戦争うんぬんも含めてね。世界的にテロ活動とかが活発化して不安定ではあるけど、現実的に核戦争はちょっと飛躍しすぎてる」

「そりゃそうだろ」

　紀之は手前の男子生徒と視線を合わせて軽口を叩たたいた。強ごう引いんな世界戦略をとるアメリカに追つい従じゆうしている日本も、最近はテロのターゲットとなり小規模の爆弾騒ぎなどがあった。しかし、それは紀之にとってニュース映像の向こう側の現実のように思えた。

「でも、この設備は大げさ過ぎる。ソフィアの話もうなずけるの。私たちの命を繫つなぐようなシステムが揃そろっているように感じる」

　和泉は紀之を無視して考えを述べる。

「宇宙船ってことか？」

　誰だれかの言葉に和泉は首を振る。

「宇宙船でないにしても、シェルターのようなものではあるわ。ここは地下かもしれないし、頑がん丈じようなビルの中かもしれない。でも、それは今のところは分からない」

　紀之はどきりとした。確かにここはシェルターだ。宇宙船は噓うそでも、戦争が起きた可能性は考えられる。クラスごとシェルターに避ひ難なんをさせたのだ。

「後ろの扉にはトイレもシャワー室もあったわ。シャワー室は水は出なかったけど。そして、この画面の横に自動販売機のような機器がついているでしょ。きっと食料はそこから配給されるのよ」

　確かに画面の横にはそんな機械があった。薄暗くてよく見えないが、ずらりとボタンが並んでおり、取り出し口のようなものが下についている。

　紀之はポケットを探ったが、当然のように財布はなかった。あってもコインは使えないのだろうが。

「配給のやり方はまだ分からない。ソフィアの言うとおりなら、十二時になったら動きがあるはず」

「そいつの言うとおりにしろって言うのか」

　誰かが言い、場が少々混乱し始める。

「待てよ、とりあえず様子を見るべきだろ」

　発言したのは氷ひ室むろ浩こう二じという生徒だった。勉強は中くらいだが、三年が引退した陸上部でキャプテンを引き継いだはずだ。

「あのソフィアっていうキャラクターだって、なかなかチャーミングじゃないか」

　氷室は周りの生徒におどけて見せた。氷室のそんな表情に、生徒は少しだけ緊張を解いた。しかし、和泉いずみは声のトーンを落として言う。

「ソフィアは人工知能だって言っていたけど、その真しん偽ぎは分からないわ。人間がソフィアというクッションを置いて、私たちに指示を送っているだけかもしれない」

「それより、あいつは、俺おれたちをここに押し込めて何をするつもりなんだ？」

　生徒のひとりが発言した。

「分からないわ。本当に戦争が起きたか、これから起こす予定があって、このシェルターのような場所に入れられた可能性も否定できない」

「じゃあ、あのハゲは？　教師がいたほうがまとまるじゃん。それに、何で俺たちがシェルターに？」

　氷ひ室むろが言ったハゲとは、四組の担任のことだ。クラスの全員がここにいるのに、教師の姿はない。

「私たちがシェルターに入れられた真意は分からないけど、年齢的には妥だ当とうだと思うの。歳としを取りすぎていると、シェルターに入れ生いき延のびさせるメリットは少ない。でも、若すぎる人間は、パニックに陥おちいったり知識も少ないでしょ。あと、あのハ……若わか松まつ先生がいないのは──私たちは平等であるべきだからじゃないかしら」

　平等とは、ソフィアも言っていた。この世界も皆平等だと。

「密室の生活を考えてみて。限られた物資しかない狭せまい世界。例えばひとりだけ別の種類の人間がいたら、その人間が富を独ひとり占じめするかもしれない。だから、シェルターでは同じ種類の人間だけを押し込める。ここは隔かく離りされたコミュニティーだわ」

「じゃあ、ここは本当にシェルターなのか。しばらくここで過ごすことになるよな」

　氷室の言葉に、周囲の生徒も緊張をする。

「それは、ソフィアの言葉を信じた場合だから。実は私たちを驚かせようとしているだけかもしれないわ」

「で、どうする？　何か意見はないのか」

　氷室が周囲の生徒に意見を求めたが、誰だれも返事をしなかった。生徒たちはじっと和泉を見つめる。

「じゃあ、とりあえず待機ということにしましょう。まあ、ちょっとしたイベントよね。気楽にいきましょう」

　和泉は軽いトーンで言い笑ってみせた。

「馬ば鹿かじゃないのか」

　紀のり之ゆきはそんな能のう天てん気きな和泉を見てつぶやいた。まるで合宿のノリだ。

　それにこれだけ話し合って出た結論が待機。現状維持。結論の先延ばしでしかないのだ。

　しかし、クラスメイトの表情は先ほどより和やわらいでいた。こんな下くだらない話し合いが、気休めになったのだ。状況が変化したわけではないはずだが。

　生徒たちは再びいくつかの集団にわかれて室内に散った。それぞれ、リクライニングシートに座ったり、結論の出ることのないだろう話し合いをしたりと様々だ。

　紀のり之ゆきはシートから立ちあがると、再び室内の観察を始めた。

　まずは画面横に設置してある機械に目をやる。そこには沢たく山さんのボタンがある。食料セットＡ、食料セットＢ、缶詰、カップラーメン、キャンディー、睡眠薬、缶コーラ、石鹼、綿棒、紙の下着、などざっと百種類以上。コインの投入口はない。代わりに紙し幣へいを入れるかのような投入口がある。機器の下部には、取り出し口がある。種類の多い自動販売機のようだ。

　次に紀之は画面を見た。ソフィアの姿はなく、中央にあのマップとトランプマークが表示されているだけだ。液晶画面の上には、アナログ掛け時計がある。その横には通気口のようなものがいくつも開いており、微かすかに塩っぽい風が吹き込んできた。これだけの人数がいるので、空調機能は必ひつ須すであるはずだ。

　再び画面を見る。五マス四方のマップがある。中央にはスペードマーク。

　紀之は思った。マップはさらに広いのではと。この見えている範囲は、配置したスペードの索さく敵てき範囲なのだ。だから、今はこのエリアしか見えていない。だから、何だということはないが。

「ねえ、千ち葉ば君。あなたブレスレットは？」

　振り向くと、和泉いずみがじっと紀之の左腕を見つめていた。暗がりの中、画面の光を反射し二つの瞳ひとみが点てん滅めつしているように見える。

「別に」

　紀之は画面に視線を戻した。

「ブレスレットはどうしたの。おかしいと思っていたの。このクラスは三十一人のはずなのに、ソフィアは三十人だと言っていた。画面のハートマークの下の数値も三十だわ。ねえ、ブレスレットはどうしたの？」

「外した」

　和泉の介かい入にゆうにうんざりとして紀之は返答した。

「何故なぜ？　他ほかの皆は着けているわ」

「着けている必要があるのか？」

「こんな特異な状況で、何故足並みを乱すの？」

「おまえは、さっきちょっとしたイベントみたいなこと言ってなかったか？」

　紀之は横目で和泉を見た。

「ちょっとしたイベントのわけないわ。こんな大掛かりなシステムを作って。何かが起こっている。それが戦争だかなんだかは分からないけど。こんな状況に遭そう遇ぐうしたら、宇宙船の可能性だって考える」

　和泉は声のトーンを落として言った。

「宇宙に来たっていうのか。夢のある話だな」

「私は現実を見ているわ。夢を見ているのはあなたのほうよ。すぐにこの状況から抜け出せるとは限らないじゃない」

「だとしてもおまえに関係あるのか。俺おれが、腕輪を着けているか外すかに」

　紀のり之ゆきは和泉いずみに向き直り睨にらみつけた。関係ないではないか。人は人、自分は自分で判断すればいいのだ。勝手に二年四組というサークルとして括くくられているようで気分が悪い。

「勘かん違ちがいしないでね。私は本当はあなたと口も利きたくないのよ」

　和泉は周囲をちらちらとうかがいながら、制御したような口調で言う。

「千ち葉ば君は、いつもそうだったわ。合唱コンクールの練習にもこなかったし、ホームルームの話し合いにも意見を言うこともなく、ただ、クラスの足並みを乱していた」

「そんな学校生活の些さ細さいな出来事が、今関係あるのか？　こんな時に言うなよ。その時に文句言えばいいじゃんか。こんな時でも優等生クラス委員長かよ」

「こんな時だから言うのよ。あなたがクラスの足並みを乱しても、私はどうでもよかったわ。関かかわりあう必要がなかったもの。でもこの状況は違う。密室にクラスメイトが閉じ込められている状況よ」

「何が言いたいんだ？」

「ここは閉ざされた小さな国。そんな中で、足並みを乱す人間がいたら、皆が困るということよ。すでに勝手な行動を取っているあなたは、このコミュニティーのバグだわ」

「おまえ、いいかげんにしろよ」

　紀之は和泉と睨み合った。

「なんだよ、雰囲気悪いな」

　険けん悪あくな二人の空気を察した氷ひ室むろが割り込んでくる。見ると、いつのまにか周囲の生徒が、じっと小こ競ぜり合あいを見つめていた。

「どうした千葉」

「何でもないよ。これが突っかかってきやがって」

　紀之は肩をすくめた。

「よそうぜ、こんな時にさ。どうせ、もしかしたら俺たちの行動をテレビカメラで観察して、教師が今ごろ点数をつけてるかもしれない。和泉さんも成績に響くぞ」

　氷室がにやにや笑いながら言った。

「そうよね。ごめんなさい」

　和泉は素直に謝り、部屋の中央付近のシートに腰を下ろした。

「珍しいな、千葉と和泉が会話してるなんて」

　氷室が耳打ちをしてきた。

「あっちから突っかかってきたのは本当なんだよ」

　紀のり之ゆきは生徒の視線を避けるよう画面を見ながら答えた。

「何で？　あの子、そんなキャラだったっけ？」

　氷ひ室むろもじっと目の前の画面を見ている。

　隣に立つ氷室の体はがっしりとしており、スポーツマンらしく髪も短く刈っていた。紀之と氷室は同じ中学で、クラスは違ったが三年間陸上部で一いつ緒しよに活動をしていた。なので、クラス内で氷室との会話は多いほうだ。

「これにいちゃもんをつけてきた」

　紀之は左腕を見せた。

「腕輪は？」

「外した。気味悪いコンピューターに従ってられるかよ」

「外したのか」

　氷室は顔をしかめた。

「そんなの外せよ」

　紀之は氷室の手首の腕輪を見た。

「でもなあ」

「何だよ、おまえまでこの話を信じてるのか？」

「あまりに尋じん常じようじゃない設備だからなあ」

　氷室は苦にがい表情で室内を見まわした。氷室はいつのまにか、室内の設備を確認していたようだ。

　この状態の説明がつかなかった初期とは違い、生徒たちは表情は硬かたいものの周囲を観察する余よ裕ゆうが出てきている。馬ば鹿かげた宇宙船説でも、何も説明がないよりはマシなようだ。

　紀之はそんな生徒をクールに見つめていた。自己判断力の欠ける人間たち。テンプレート通りにしか行動できない。プリントを渡され、それをただ埋うめることしかできやしない。だから、この状況でもただ流れに身を任せる。それだけしかできないのだ。確かにこんな人間たちだったら、密室でも管理できるかもしれない。

「俺おれはこんなところから出ていってやる」

　紀之はそう言い、改めて室内を観察することにした。

　目の前には画面があり、その左横には自動販売機。右横には水飲みタンクのようなものが二つある。片方のタンクのペダルを押してみると水が出た。飲めるか分からないので口はつけない。

　もうひとつのタンクは蛇じや口ぐちがついており、ひねるとどろりとしたゼリー状の物が垂れ落ちた。受け口に穴が空いており、ゼリー状の物体はそのまま流れていく。口に入れてよい物なのだろうか。

　左側の壁には三十センチ四方の取っ手付きの蓋ふたが三つ並んでいる。その蓋にはダストシュートとプレートが貼はられていた。

　紀のり之ゆきは逆サイドの壁際に移動した。この壁には出口らしき扉があるのだ。冷たい鉄の扉に、丸いハンドルのようなものが括くくりつけてある。ハンドルを触さわってみたが、今は全く動かない。

　紀之は息を吐はいて部屋に視線を戻した。黒いカラーのリクライニング式のシートがずらりと並んでいる。横に八個が四列、合計三十二個のシートがある。クラスメイトは何グループかに分かれて固まっている。この状況についての会話をしているようだが、結論がでることはないだろう。

「外に出ないほうがいいだろ。何があるか分からないしさ」

　氷ひ室むろはそう言った。

「俺おれらは閉じ込められてるんだな。シェルターに避ひ難なんさせたと言葉を変えているだけで、実際は密室に押し込まれているだけだ」

　紀之は自分で言って、突とつ如じよ吐はき気けに襲われた。この密室に閉じ込められている現実が凭もたれたのだ。

「それは言っちゃ駄だ目めだ」

　同じく不快な気分になったらしい氷室が首を振った。檻おりの中にいるか外にいるか。これは目を逸そらしたほうがよい現実だ。

「トイレに行ってくる」

　紀之は氷室に言い、壁際を移動し部屋の後方へと向かった。

　後には扉が二つある。この扉は開くのだ。

　片方を開けると、こぢんまりとしたシャワー室がある。シャワーが三つばかり並んでいるのだが、蛇じや口ぐちをひねっても水もお湯も出てこなかった。

　もう片方の扉の中はトイレだった。男性用の小用便器が一つあり、その奥に個室が二つある。

　紀之は小用便器で用を足してからボタンを押して水を流す。薬でも混じっているのか、塩っぽい匂においがした。

　紀之はトイレから出て一息ついた。改めて見ると、本当にシェルターだ。

　前方の時計を確認すると、四時を過ぎたばかりだ。紀之は目の前のシートを見る。シートの背もたれの裏側の網には、ビニールに入ったコップや歯ブラシ、タオルがある。紀之はそれを手に取り、中のタオルを手にとってからシートに座った。

　背もたれはリクライニングができ、クッションは意外に心地よかった。このまま目を閉じ眠りにつき、目覚めた時はいつもの自宅のベッドにいるかもしれない。

　しかし、紀之はそう望んでいるわけではなかった。同じだ。あの家で管理されて生活を送るのも、こうして密室で管理されるのも全く同じなのだ。

　この状況は、いつもとおりだ。

　紀之は目を閉じ、いつのまにか眠りについていた。




「さて、十二時になりましたね」

　紀のり之ゆきは部屋の一番後ろ端のシートの上で目を覚ました。状況は変わってはいなかった。同じ場所で同じ状況だ。

　前方を見ると、画面にソフィアが表示されている。あの目と口だけのキャラクターが声を出したのだ。

　生徒たちは、変わらず数組に分かれて固まり、画面のソフィアを凝ぎよう視ししている。まるでソフィアを待っていたかのようだ。指示を待っているのだ。この状況で、誰だれかが指示をくれることを望んでいる。

「画面を見てください。収入がありましたね」

　画面にはマップとトランプマークが変わらず表示されていたが、数値に変化があった。ダイヤマークの数値が三十となっている。十二時になったので、ハートの数だけダイヤが支給された、という表現でよいのだろうか。

「ダイヤはお金です。何に使うかはあなた方の自由です。使い方を説明しておきましょう」

　画面いっぱいにクラブのマークが表示され、フェードアウトした。その後、大量の文字列がスクロールしていく。それらは横の自動販売機の商品名と、購入に必要なカードの枚数だった。

「クラブは食料や生活用品などを表現しています。もちろんダイヤで購入可能です。購入の際は、画面のクラブマークを直接タッチして購入数を決定します。ダイヤ一ポイントにつき、クラブはカードとして人数分支給されます。そのカードは左横の販売機、またシャワー室で使うことができます」

　カードとは、このシェルターにおける金のようなものなのか。紀之は体を起こして、じっとソフィアの言葉を聞いた。

「カードを何に使うかは各自の自由です。ただ、カードを使用しなくても、最低限の水と食料は得ることが可能です。右横の二つのタンクには、飲料水とカロリーゼリーが入っています。一日の使用制限はありますが、普通に使えばなくなる心配はありません」

　紀之は横の二つのタンクを見た。先ほどのどろりとしたゼリー状の物体は食料だったのだ。

「ダイヤでもうひとつ購入可能なものがあります。それはスペードです。スペードは十ポイントで一つ購入が可能です」

　画面にはスペードのマークが表示された。ブルーカラーのスペードは数を増やし画面を埋うめ尽つくしていく。それは紀之の目に、増ぞう殖しよくするウイルスのように映り不快感を覚えた。

　スペードとはマップの上に表示されたマークのことだ。あれは未いまだに使い方を理解しきれていない。スペードを中心に五マスを確認することができる。分かっているのはそれだけだ。すでに一つあるので、それだけで充分なのではないか。

　紀之はぱりぱりに乾いていた唇を歪ゆがめて笑った。いつの間にかソフィアに従い、今後の行動を考える自分がいる。人間とは、支配されたい生き物なのではと思う。冷たい宇宙空間に存在する自分から目を逸そらすために、他の存在の支配を受け入れる。

　だから、家族というサークルが構成され、それが町というサークルになり、国となり、世界となる。

　ここも、ひとつの国である。紀のり之ゆきは薄暗い室内を見て感じた。

「スペードはマップ上で直接タッチをして動かすことができます。十二時になるごとに、全すべてのスペードを一回ずつ動かせます。動かさなくても構かまいません」

　ささくれのような違和感を覚える。

　ソフィアは妙にスペードの説明に時間を割さいている。実際、スペードはなくてもよいのではと思う。マップさえも、何のためにあるのか分からない。それなのに、何故なぜここまでスペードを丁てい寧ねいにフォローするのだろうか。

「最後に、ひとつだけ。ここではあなた方は平等で自由です。あなた方は、ここに閉じ込められているわけではありません。出たければ、外に出ることは可能です」

　画面は、ソフィアの顔に戻った。紀之はその言葉に反応して画面を凝ぎよう視しする。

「外への扉は右手にあるハンドルつきのものです。出るには、二重の扉を抜けなければいけません。最初の扉を開け小部屋に入り、開けた扉をロックします。でなければ、前方の扉は開きません」

　画面には出口の見取り図が表示されている。

「ただし、外には何もありません。宇宙船のロビーがあるだけなのです。そこには生活ができるスペースなどは存在しません。そこから宇宙船の外に出られはしますが、そこは宇宙空間です」

　宇宙空間。それだけは信じることができない。この状況のただの設定なのではないか。

「この部屋から外に出る条件もあります。それはブレスレットを外すことです。ここにいるという仕事を放ほう棄きするということになるからです。もうひとつ注意点もあります。外に出た場合、ドアは外からは開きません。外から開けることはできないので、くれぐれもご注意ください」

　紀之はどきりとした。外に出た場合、自分の意思で中に戻れないのだ。

「説明はここまでです。私はひとまず引っ込みますが、ずっとここで見守っていますよ」

　ソフィアはそう言い消えた。画面は通常の待機画面、あのマップとトランプマークの並ぶ画面に戻った。

　室内は夜の海のように静かだった。ソフィアのありがたい言葉を聞き漏もらさないようにじっとしていたのだ。紀之がシートに座ってそんなクラスメイトの様子を見ていると、やはりひとりの生徒が立ちあがった。

　和泉いずみ玲れい子こは画面の前へと進み、こちら側に向き直る。

「ソフィアの説明は終わったようだけど、どうする？　とにかく私は行動してみたいと思うのだけど」

　和泉いずみは生徒たちを見まわして口を開いた。彼女の口調は全く変化がなかった。同じなのだ。クラスの席替え方法はどうする？　四組のクラス目標を募集します。同じだった。

　ホームルームの時のクラスの様子を覚えている。雰囲気の弛し緩かんした午後の時間。クラス委員の和泉の言葉など皆聞き流し、それぞれ隣の席の友達と雑談をしたり、漫画マンガを読んだり。

　しかし今は違った。過か敏びんともいえるほどに、和泉の言葉に反応して前方に集まっていく。この状況で生まれたクラスの一体感。ここはひとつの国なのです。我々は運命共同体なのです。

「私、少しいじってみていいかしら」

　周囲の生徒たちは、うやむやにうなずき、和泉はその反応をイエスと受け取り画面に向き直った。

　紀のり之ゆきも画面に近づき、一番前のシートに腰掛け様子をうかがった。他の生徒は、画面の前の空いたスペースに腰を下ろしている。

　現在の画面。ハートの下には30。これはクラスの腕輪をはめた人数。ダイヤの下には30。十二時を回り配給された金という意味だろう。スペードの下には１。マップ上のスペードの数だ。

　和泉はまず、クラブをタッチした。

　クラブのマークが膨ぼう張ちようするように広がり、クラブ配給画面と表示された。０から９のナンバーが並んでいる。そのタッチパネルで、数字を打ち込むのだろう。

　和泉は画面のクリアーをタッチし、再び通常画面に戻す。続いてスペードをタッチ。

　スペード購入画面と表示された。画面には同じく数字のパネルが出現する。その上には、レートダイヤ10と表示があった。確かソフィアは、ダイヤ十で、スペードがひとつ購入できると言っていた。レートとはそんな意味だろう。

　和泉は再びクリアーをタッチした。

「クラブ……私は、クラブに使ってみたいと思うのだけど。何か意見はあるかしら」

　和泉は、周囲に座る生徒に視線を送っている。細い体ながら、視線には有う無むを言わさぬ自信が含まれているように感じる。

「まかせるよ、和泉さんにさ」

　氷ひ室むろが間を置いてから言った。他ほかの生徒からは声は出ない。未まだこの状況に揺れている状態なのだ。

「じゃあ、慎しん重ちようにやるわね」

　和泉は画面に向き直りクラブをタッチ。クラブ配給画面の数字と向き合う。

　和泉はしばし考えた後、画面を向いて五の数値を打ち込み決定ボタンを押した。

　通常画面に戻ると、ダイヤが30から25に減っていた。さらにブザー音がして、画面の下の取り出し口にカードの束が落ちた。和泉はその束を手に取る。

「十枚の束が……十五束。合計百五十枚のカード」

　和泉いずみはカードを数えてから、生徒たちにカードの一枚を提示した。カードは大きくクラブのマークが表示されてあるだけのものだ。大きさは通常のトランプ程度。

　和泉はさらにダイヤを使い、もう一回百五十枚のカードを取り出した。ダイヤの残りは20。

「とりあえず使ってみましょう。ただじっとしているわけにはいかないし」

　そう言うと、和泉は十枚ずつをクラスメイトに配り始めた。和泉を含む三十人に十枚ずつ。紀之以外の三十人に。

　配り終わらないうちに、数人の生徒は立ちあがっていた。カードを受け取り、にやつきながら販売機の前へと向かう。

　紀のり之ゆきはそんな生徒の行動を横目に立ちあがる。画面の前に立っている和泉と目が合った。

「……これは千ち葉ば君が選択したことだわ」

　和泉は、紀之が何も言わないうちに声を出した。

「平等じゃないのか？」

「平等よ。この国の国民はね」

　和泉はさらりと紀之の皮ひ肉にくを受け流した。

　そんなやり取りを、近くにいた生徒は意味が分からず視線を向けている。

「なあ、それはないと思うぜ」

　事情を知っている氷ひ室むろがふたりの間に割って入る。

「でも、枠わくから外れつつ、他の人たちと同じ保証を受け取るのはどうかしら」

「でもなあ」

「これは私個人の意見じゃないの。千葉君にカードを渡すなら、クラスメイト全員の理解を得なければならないと思うわ。千葉君が事情を説明してね」

「じゃあ、皆に言って……」

「いいって、氷室。俺おれにはそんなカードは必要ない」

　紀之は氷室の言葉を遮さえぎった。

　ふと横を見ると、販売機の前で生徒たちが声をあげていた。カードを挿そう入にゆうして、物品の購入に成功したようだ。

　紀之はそんな光景を呆あきれて見つめた。

「必要なものもあるでしょうから」

　振り向くと、和泉が自分のカードから数枚紀之に差し出している。

「いらない」

　紀之は強烈な嫌けん悪お感かんを受け首を振った。そのカードは上の立場からの施ほどこしだ。優越感を得るための施しなのだ。

「いいのか？」

　氷ひ室むろもカードを数枚手に取り示す。

「いいって。最低限の食べ物も飲み物もあるようだしさ」

「そうか？　それにしても、ちょっときついな彼女」

　氷室はシートの方向に少し歩いてからつぶやいた。

「このシェルターの支配者を気き取どってるんだよ。性格ブスが」

「でもさ、和泉いずみを好きな奴やつだっているんだよ」

「誰だれだ、その奇き特とくな奴は」

「ほら、和泉がクラス委員長になってから、副委員長に立候補した菊きく池ちは、好きらしいぞ。か弱そうな雰囲気がいいとか言ってた」

「あの虚弱体質か。菊地は和泉の本ほん性しようを知らないんだな」

「表向きは優等生だからな。教師も一いち目もく置いてるし」

「なあ、もしかしてこれが授業の一いつ環かんで、教師たちがこっそりこっちをうかがっているのかもしれない。緊急時のシミュレーションで、点数なんかをつけるんだよ。あいつはそれを知っていて、ああしてクラスのまとめ役をかって出ている」

「それだったら、点数はいらないから早く出してくれって感じだよ」

　氷室は首をすくめてみせた。

「同感」

　紀のり之ゆきはそう言い、給水タンクへと近づき水を飲んだ。生ぬるく薬臭い水が唇を濡ぬらした。紀之は顔をしかめたが、急激な喉のどの渇かわきを感じてむさぼるように飲み続けた。

　紀之は顔を上げて隣のタンクを見た。あのゼリーの出るタンクだ。蛇じや口ぐちをひねると、先ほどと同じくどろりとしたゼリー状の物体が垂れ落ちる。

　紀之はそれを手のひらで受けとめ蛇口を閉めた。まずは匂においをかいでみる。透明なゼリーで沢たく山さんの気き泡ほうが入っている。匂いはない。恐る恐る舐なめてみる。何かビニールを溶かしたような匂いが鼻を抜けていった。少し口に含んでみると、微かすかな甘かん味みと酸味があることが分かった。吐はき出すほどまずくはなかったので、紀之は手のひらに溜ためたゼリーを飲み込む。ねっとりとした固まりが、喉を通りすぎていった。

　紀之は再び給水タンクで手を洗って、口をゆすぐように水を飲んだ。久々の食料を待ち望んでいたかのように胃がうねるのが分かった。これは現実感だ。現時点での紀之の状況を冷れい酷こくに表現したのだ。薬臭い水とゼリーで、生命を繫つないだこの状況。

　室内がざわめいていることに気づいて、紀之は顔を上げた。見ると、生徒たちはそれぞれ販売機で手に入れた食料などを見せ合っている。彼らたちの手の中の食料は、とてもキラキラとして見えた。

　紀之は重い気分で、室内後方のシートへと戻った。いつのまにか、それぞれのシートの場所は決定されていた。

　紀のり之ゆきの横のシートには大おお野の亜あ美みが座り、ビニールを破いていた。亜美は教室でも紀之の席の隣なのだ。微妙に教室での座席を再現しているこの部屋だった。

「はい」

　亜美が紀之に缶詰を放り投げた。

「何で？」

「カードもらってなかったでしょ」

「悪いな」

「しょうがないよ」

　亜美は紀之を向いて座り、仕方なさそうに表情を緩ゆるめた。授業を聞いていなかった紀之にノートを見せたり、忘れ物を貸したりするときも同じセリフだった。

　缶詰を確認すると、アルミのような素材でできており、魚のマークがペイントされている。

「ツナ缶か？」

「私はセットのＢを買ってみたの。パックのジュースと缶詰二つとビスケットと飴あめが入ってた。缶詰の種類はランダムみたい」

　紀之は販売機に視線を向けた。その周囲には、未いまだに生徒たちの姿がある。買える商品を確認したり、お互いの物資を見せ合ったりしている。

　画面の前では、考え込んでいる和泉いずみの姿があった。

「試しにスペードを購入してみていいかしら」

　和泉はざわめいている生徒たちに声をかけた。周囲の生徒は曖あい昧まいにうなずいた。

　スペードの料金は十。ダイヤを十使用して、スペードをひとつ購入した。スペードの数値が２となった。

　さらに和泉はスペードマークをタッチする。するとウインドーが開き、収納スペードと表示されたスペードマークが出現。

　和泉はしばし考え、そのスペードをタッチする。今度は、移動、待機、との文字が表示された。和泉が移動の文字をタッチすると、マップ上のマス目が点てん滅めつした。青い丸の位置を中心に三マスのスペース。移動場所に触れてください、と説明が現れた。

　和泉は、すでに青い丸の位置に重ねてあるスペードの隣をタッチする。マップ上で、スペードが二個並んだ形になる。また、マップが五×六に広がった。

　紀之はそんなマップを見ながら考えた。やはり、マップには見えない部分が沢たく山さんある。スペードを中心に五マスの範囲が見えているだけなのだ。

　紀之は見えない部分を探たん索さくするべきだと思ったが、意見を飲み込んだ。自分は、この国の中で発言権を持っていないのだ。

　生徒のほとんどは、和泉の行動に疑問を持ったようだった。何故なぜそんな意味のない行動をしたのだと考えているのだ。

　その後、生徒たちから残りのダイヤの十ポイントを、クラブカードに交換してくれと意見が出た。和泉いずみはそれらの意見に素直に従い、再びカードを紀のり之ゆき以外の三十人に分けた。

　当初ぎこちなかった生徒たちの表情は回復している。カードを貯ため込こむ者、食料や生活用品を購入する者、様々だ。

　また、意外なことに、カードをもらっていない紀之に気づいて、生徒たちは食料を分けてくれた。飴あめ玉だまやフィルムに包まれたビスケットなどが、紀之のシートに積まれる。

「よかったじゃないか。これで絶食の心配はなくなった」

　壁に寄りかかりながら氷ひ室むろが言った。

「氷室が言ってくれたんだろ」

　紀之が言うと、氷室はにやっとした。

「まあ、クラスメイトで助け合うのは当然だからな。例え、その腕輪を外したってさ」

「いいこと言うじゃないか。和泉に聞かせてやりたいよ」

「あの態度はないよな。もともと融ゆう通ずうの利かないタイプだったけどさ」

　和泉は画面を調べることに飽あきたのか、今度はシートを確認している。

「それにしても、いつまでこうしてるんだろ」

　氷室はパックのドリンクを飲みながらため息を吐ついている。氷室は先ほどまでずっとトイレに閉じこもっていた。やはりストレスを感じているのだろう。

　紀之は氷室から渡されたパックを飲んでみると、スポーツドリンクのような酸味の効いた味がした。

「メニューが多すぎるよな。あれだけ揃そろっているってことは、それだけ閉じ込められるってことじゃないか？」

　食べ物だけでも百種類ほどもある。紀之は先ほど亜あ美みにもらった缶詰を食べてみたが、濃い目の味付けでまずまずだった。食べ終わった缶は潰つぶして、壁のダストシュートから捨てた。

　ダストシュートがそのまま外に繫つながっている可能性も考え入念に調べたのだが、先は薄暗く何も見えなかった。分かったことはゴミがダストシュートから直接宇宙空間に捨てられ、この部屋の空気がなくなってしまう、との心配はないこと程度だ。

「メニューには睡眠薬なんかもあったよ」

「ここじゃ、眠ることぐらいしかやることがないか」

　紀之はうんざりとそう言ったが、それは間違いだった。

　しばらくした後に、シートにもクラブカードが使えることが判明したのだ。

　シートに備え付けのヘルメットを被かぶると、映画を見たり音楽を聴いたりゲームをすることができる。

　しかし、紀之はそのシートの機能を使うことはできなかった。カードは氷室から一枚もらったのだが、使えなかったのだ。理由は腕輪のようだった。腕輪を着けていない人間には、シートのシステムが反応しないのだ。紀のり之ゆきにとって、シートはただの椅子でしかなくなる。また、販売機も反応しないことが確認できた。腕輪をしている人間しかカードは使えないのだ。

　十二時間後、部屋に強烈なブザー音が鳴り響き、二回目の収入の時間になった。

　画面の操作は同じく和泉いずみが担当したが、生徒たちからは、今度は全すべてクラブカードに代えてくれとの声が出た。

　和泉は万が一のためにダイヤのポイントを貯ためておくことを提言したのだが、反対意見に従い全部カードに変換して紀之以外の生徒に平等に配った。

　生徒たちはすでに現実を受け入れていた。

　カードで食料や生活用品を買い、シートを操作して時間を潰つぶす。当初、男女同じ部屋で遠えん慮りよがあったが、シャワーを使用する生徒も出始めた。

　支給のカードは三十枚。十二時間で三十枚は不便のない生活が送れることが分かった。飢き餓がを感じることのない量の食料を得ることができ、シートに寝ながら映画を見たりゲームをする。

　ふと見ると、ほとんどの生徒がヘルメットを被かぶりシートに横になっていた。

　紀之はシートに横になりながら疎そ外がい感かんを感じていた。茶色い電灯の灯ともる天井を見ながら、ぼんやりと考えをめぐらせる。

　何故なぜこんな場所にいるのか。いつまでここにいなければならないのか。疑問が無限に湧わき出し、解答の出ない消化不良の状態で消えていき、また湧き出る。そんな繰り返しだった。

　紀之はシートから立ちあがり、画面の前に進んだ。画面にはマップとトランプマークがある。マークにタッチしてみたが反応せず。やはり、腕輪を持っていない人間は、操作することができないのだ。

　マップの上にある二つのスペードと、ここの場所を表現する青い丸。ソフィアは、この場所をひとつの国といった。この場所は、最も小さな国なのだ。

　しかし、その国の中で自分の存在は何なのだろう。紀之はそんなもやもやとした考えを振りまきながら薄暗い部屋を眺めた。

　現在の時刻は五時だった。午前か午後なのかは分からない。しかし、ほとんどの生徒がシートの上で静かにしている姿を見ると、午前五時である可能性が高いと感じる。

　紀之は首を振った。この時計の時刻さえ疑わしいではないか。五時であることを証明する術すべもない。そもそも、ソフィアの言うとおりここが宇宙だとしたら、時刻の概念だってない。ただの区切りでしかないのだ。

　紀之は静まり返る室内を見て思った。何故、パニックにならないのか。何故、生徒はこの状況を受け入れるのか。

　この状況は、これまでの教育の賜たま物ものなのか。指示を受けて行動するよう教育された子供たち。他人と同調し、エリアの中で波風を立てないよう教えられる。指示を待ち、そのとおりに行動するだけ。

　何故なぜ外に出ようとしないのか。この空間に疑問を持ち、扉を開けて外に出ないのか。

　紀のり之ゆきはハンドルのついた扉を目にした。あそこから外に出ることは可能だとソフィアは言った。自由であると。

　しかし、外から開けることはできないとも説明された。ソフィアの言うとおり、もしも扉の外に何もなかったら。そして、扉がロックされたとしたら。

　裸はだかで砂さ漠ばくに放り出されたようなものだ。それは好奇心など完全に破壊するほどの圧迫感。真っ黒なタールのような悪あく夢むだ。

「外に出るつもりなの？」

　振り向くと、販売機の前に和泉いずみが立ってこちらを見ていた。

「出ないよ」

「外の様子を見てくるのも悪くないと思うわ。出ることのできるのは、ブレスレットを外した人間だけだから」

「で、何もない場所で野の垂たれ死じねばいいってか」

「皮ひ肉にくを言っているんじゃないわ。千ち葉ば君は現にブレスレットを外してしまったのだから、できることをするべきだわ。まず千葉君は一つ目の扉を開け、スペースに入り扉をロックする。ロックしないと次の扉は開かないと言っていたから。そして、二つ目の扉を開けて、閉まらないように何かを挟はさんでおく。そのまま外に出て探たん索さくをして戻ってくる。開いた二つ目の扉の中に入り、その扉をロックする。第一の扉は私がこちら側から開けてあげる。そうすれば、千葉君は戻ることができるわ」

　和泉の口調は冷静だった。

「モルモット代わりか？」

　紀之は和泉を睨にらんだ。

「そんなつもりはないわ。私はこの状況の打開策を考えているだけよ」

「じゃあ、おまえが出ていけよ。内側から扉を開ける役は俺おれがやってやる」

「そんな言い方はないと思うわ。ブレスレットを外したのは、千葉君の意思だった。責任はあなた自身にある」

　和泉は販売機を見つめ、紀之から視線を逸そらした。紀之は強烈な不快感に和泉に詰め寄ろうとしたが、寸前で思いとどまった。暴力行為は禁止なのだ。ファウル行為に対しての罰ばつを、自らが試す気にはなれない。

　和泉は販売機にカードを挿そう入にゆうし、紙製の下着を購入していた。

「何か必要なものがあるのなら言って」

　和泉はちらりと紀之を見た。

「これを買ってくれ。それでどう使うか教えて欲しい」

　紀之は販売機の生理用品のボタンを指差した。

「最低ね」

　和泉いずみはむっとした様子で自分のシートへと戻っていった。

　紀のり之ゆきはそんな和泉を横目に思った。同じクラス委員長でもこうも違うものなのかと。

　頭に思い描いたのはセーラー服の女子の姿。緩ゆるやかにウエーブして垂れる栗くり色いろの髪。葡ぶ萄どう色の瞳ひとみに、小さなピンクの唇。表情は柔らかくも整っている。

　正まさ樹き愛まな美み。彼女は二年一組の女子生徒でクラス委員長をやっている。一年の時は紀之と同じクラスだった。彼女は強烈な光を放っていた。光に目がくらみ、いまだ盲目状態の男子生徒も大量に存在するはずだ。

　愛美は優やさしくも正義感に溢あふれる、完かん璧ぺきな女神だった。彼女がここにいたら、こんな状況の紀之に笑顔で救いの手を差し伸べてくれたに違いない。

　彼女は今どうしているだろうか。この状況に陥おちいった四組の生徒を心配しているか、それとも、ソフィアの言うことを信じるなら、核戦争の始まった世界にいるのか。彼女の傷つく姿は想像したくなかった。世界の荒こう廃はいが真実なら、愛美もこのシェルターに入るべきだった。

　そこまで考え、紀之ははっとした。果たして、このシェルターに存在するのは、この二年四組だけなのかと。別のグループもいる可能性があるのでは。この整備されたシステムが、ひとつのクラスだけのためにあるとは考えにくい。

　紀之は考えをめぐらせた。何か今の考えにリンクするべき事項があったはずだ。しかし、頭に浮かんでしまった愛美の顔に思考はストップした。

　紀之はシートに戻り、頭に焼きついた愛美の笑顔に悶もん々もんとしながら眠りについた。




　隔かく離りされた室内での生活は淡たん々たんと流れていった。

　あの時計が地球の時計と同じスピードで時刻を刻んでいると信じるなら、すでに四日が過ぎた計算になる。

　混乱は起きていない。いうなら安定していた。

　室内の生徒たちは、安定した生活を送っている。記号化された生活だった。

　食料を食べ、ひたすらシートに寝て時間を潰つぶす。徐じよ々じよに生徒同士の会話は減っていた。疑問を口にすることもなく、ただ生活をこなしている。単調な生活で、思考さえも停止してしまったのかもしれない。

　紀之は昼だか夜だか分からないこの空間で、必死に自分を保っていた。暇ひまな時間は空いたスペースで筋トレをするか、シートの上で思考を回転させていた。

　紀之は給水タンクで水を飲み、そのまま顔も洗った。このところ、生徒たちが分けてくれる食料は減っていた。

　この生活はいつまで続くのか。

　紀之はため息を吐つきながら自分のシートへと戻った。周囲のシートは、ヘルメットを被かぶった生徒が寝ている。映像を見ているのかゲームをしているのか。

　ふと思う。負ふ荷かを与えなければ筋肉が落ちるように、この状態では、人間の思考能力も落ちるのではと。考えることを止め、ただシートに横になり映像などを見る生活。

　もしかしたらソフィアはそれが目的なのかもしれない。このように人間に考えることをやめさせ、管理しやすくするのだ。

　思った。それはすでに現実の世界で実行されていたのかもしれない。ネットワークなどは世界の生活を進化させ便利にする代わりに、人間から様々なものを奪った。コミュニケーション能力や思考能力など。それらの能力はなくても、コンピューターが代わりにやってくれるではないか。

　紀のり之ゆきがそんな思考を垂れ流していると、突とつ如じよブザーが鳴った。

　時計の針が十二時を指したのだ。

　周囲の生徒はその合図で体を起こした。すぐに生徒のひとりが画面へと進み、ダイヤをクラブカードへと代えた。そのカードは三十人で平等に分けている。

　カードを受け取った亜あ美みが、隣のシートに腰をかけ小さくため息を吐ついた。

「大丈夫かよ」

「うん、ずっとロールプレイングゲームをやってる」

　亜美は暗い笑顔を作って答えた。

　そんな陰いん鬱うつな雰囲気の室内で声が響く。

「ねえ、みんな少し話し合いましょう。映画やゲームばかりしていないで」

　和泉いずみが画面の前に立って声を出していた。しかし、生徒たちの反応は薄い。

「ただ時間を潰つぶしていないで、これからのこととか、前向きなことを議論すべきだと思うの」

　部屋は和泉の言葉に重々しい沈黙が流れた。

「これからのことって？」

　前の方に座っていた生徒が、重い声で返答した。

「……今後どう生活していくかとか、議題は沢たく山さんあると思うの」

「なあ、やめようぜ。無理に話し合ってもしょうがない」

　販売機の前にいた氷ひ室むろが答えた。氷室は、疲労の濃い生徒たちに気を遣つかっているようだ。

　紀之は思った。皆現実に気づき始めているのだ。このいつ終わるか分からないシェルター生活に。それを考えないようにするため、シートに横になりヘルメットを被かぶり現実から逃とう避ひする。そんな生活は、さらに頭に靄もやをかける。思考ストップへのスパイラルだ。

「今後って、ずっとこれが続くのかな」

　亜美がそんなやり取りを見ながらつぶやいた。部屋の前方では、未まだ和泉と数人がやり取りをしている。

「考える必要ないって。亜美は経験値を上げてボスを倒すことだけ考えていればいい」

　亜あ美みはヘルメットを被かぶり、ずっと右手のコントローラーを操作し続けていた。仮想世界バーチヤルの中に身を投じていたのだ。

「千ち葉ばは大丈夫なの？　ゲームも映画も見れないでしょ。カードを入れなくても、ヘルメットを被れば、チカチカ光が点てん滅めつして気分がよくなるよ」

「腕輪がないと駄だ目めだ」

　紀のり之ゆきが座っても、シートは全く反応しないのだ。

「そっか。一いつ緒しよにゲームできればいいんだけどね」

　亜美は自分のシートを調べる仕し草ぐさをした。

「ねえ、一緒に寝れば大丈夫じゃないかな。映像とか見えるかもしれないよ」

　亜美が手招きをした。

「それに頭は二つも入らないだろ」

　紀之は言いながらも、亜美のシートへと移動する。

「二人で横向きになってさ、頭は入らなくても、映像とか音が聞こえるかもしれないじゃん」

　紀之はシートに横になりポジションを工夫する。亜美も紀之と向かい合うように体を横向きに動かした。

「ちょっと無理だな」

「そうだね」

　ふたりは体を密着させながら苦にが笑わらいをした。

　鼻先にある亜美の髪からは、塩っぽさに混じって微かすかに甘い匂においがした。

　亜美はもぞもぞと体を動かし紀之の胸に頭をつけた。

　紀之は亜美の背中に手を回して抱きしめる。バスケット部のわりには華きや奢しやな亜美の体だ。

　胸の中の亜美が視線を向けている。紀之は引き寄せられるように亜美の唇にキスをした。お互いの歯がぶつかりカチッと音をたてた。亜美は小さく声を漏もらす。

　室内では、未まだ和泉いずみの声などが聞こえていた。しかし、そんな声は遙はるか遠い潮しお騒さいのように耳を通り抜けていった。

　紀之の耳には、亜美の息いき遣づかいだけが届いていた。




　死という概念がある人間は何事も区切りたがる。

　目標を定め、それに向かって突き進み、また別の目標に向かって突き進む。

　しかし、このいつ終わりが来るか分からない状態は、霧きりの中のような暗くら闇やみの中のような。いつ霧が晴れるのか、そんな現実に向かい合うと精神は崩ほう壊かいする。

　だから、こんな状態なのだ。ただ漠ばく然ぜんと無気力に管理を受け入れるこの状態。

　紀之は静まり返った部屋を見つめていた。この生活が始まってから一週間ぐらい経たっただろうか。正確には分からない。頭がずっとぼやけている。

　部屋ではほぼ全員の生徒がシートに横たわりヘルメットを被かぶっている。映像や音の世界に身を投じて、この冷たい現実から目を逸そらしている。

　これが宇宙船だというのは言い得て妙みようだと思った。皆、暗黒の宇宙空間を直視することを避けているのだ。この部屋の外は宇宙も同然なのだ。未知なる闇やみ。永遠に続く暗闇が広がっている。

　紀のり之ゆきはそんな生徒たちを横目に、何とか精神を保っていた。

　あの生活よりはマシだ。あの母親から管理を甘んじて受けていたあの生活。財布の小銭がなくなったと、ニヤニヤしている姉の前で殴なぐられる。テレビで犯罪のニュースが流れれば、これがおまえの未来の姿だと罵ば倒とうされる。

　そんな欲求を満たす玩具オモチヤのように扱われるのも致いたし方かたない。食事はしっかりと摂とらしてもらっているし、屋根の下で寝かしてもらっている。嫌だったら出ていけばいいのだ。しかしそれができない自分は、甘んじてそれを受け止めるしかないと思っていた。

　あの母親を殴り倒して家を飛び出す現実はなかった。生活費も住居も持っていないのだ。バイトをして金を稼かせいだとしても、保証人すらない自分は住む場所すら確保できやしない。

　紀之が平常心を保っているのは、あの生活で削そぎ取とられた感情と、ほんの少しの優越感だった。

　紀之はシートに横たわる生徒たちを見つめて、心を落ちつけた。奴やつらは、管理を受け入れている。生活の保証を受ける代わりに、鎖くさりにつながれることを選択したのだ。

　自分は違う。自ら鎖を外し、自由に行動しているではないか。この国で、自由であるのは自分だけなのだ。紀之はそう思った。

　しかし、同時にそれは真実なのかとも思う。この立場はただの状態なのでは。意思のない行動の結果に過ぎない。もしも本当に自らの意思で鎖を外すならば、ドアの外に出るべきなのだ。

　そんなことを考えると、心臓が握り締められたかのように痛む。喉のどがぱりぱりに渇かわき、視界がぐるぐると回ってしまう。

　紀之は給水タンクから水を少しだけ飲んで息をつく。最近は飲食を控えるようにしていた。水や食料に薬が混ぜてある可能性がある。防ぼう腐ふ剤ざい以外の薬がだ。

　紀之はクラスメイトを観察しながらそう判断したのだ。生徒たちの変化。この生活のストレスもあるだろうが、それ以外にも要因があるのではと思う。特に男子生徒はおとなしくなっている。

　例えば、精力減退の薬などが混ざっている可能性。この男女混合の密室での共同生活において、未いまだに性的なトラブルは起こっていない。今の男子生徒は、そんな意思などないように感じる。

　あのシートのヘルメットから脳に作用しているのか、食品からかは分からない。ただ、確実に男子生徒は、去きよ勢せいされた競走馬のように穏おだやかになっていた。

　しかし、この状態はシェルターとして正常といえるのか。

　健全な精神を保ちつつ、人間を守るシステムがシェルターには必要なのでは。例えこれが宇宙船だとしてもだ。だらだらと無む駄だに食料やエネルギーを消費するこの光景が正常だといえるのか。

　このままでは、生徒たちの精神が崩ほう壊かいしてしまわないか。ただ生活する以外に、何か必要な要素があるのではないだろうか。

　紀のり之ゆきが壁に寄りかかり立っているとブザーが鳴った。十二時になったのだ。

　そのブザーに反応して、生徒たちがシートから体を起こした。ヘルメットを外し、気けだるそうに体を伸ばす。そして、いつもと同じように全すべてクラブカードに替えて三十人に配る。

　カードを受け取った生徒は、販売機で食料に換えたりと行動を起こしている。このペースで食料が尽きることはないのだろうか。紀之はそんな疑問を感じながらも視線を向けた。

　生徒たちは、紀之の視線に気づきながらも目を逸そらしたまま自分のシートに戻っていく。まるで紀之が存在しないかのように。

　この密室の中で、紀之の立場は徐じよ々じよに明確になった。紀之は、自分たちの資源を奪う存在だと認知され始めていたのだ。自らの意思で腕輪を外したのだと。それなのに、このクラスの恩おん恵けいにあずかって生いき延のびていると。

　生徒たちは、紀之を敵視しているのだ。今や会話すらほとんど交わしていない。

　サークルを作っているのだ。紀之以外の生徒たちというサークルを。仮か想そう敵てき国こくを作ることで国内をまとめるように、この密室にも敵を作ったのだ。

　もしかしたら、生徒たちが精神状態を保っているのは、紀之の存在もあるかもしれない。集団から排除されている紀之を見て優越感を得ているのだ。

　販売機の前では、生徒たちが集まり慰なぐさめあっている姿があった。時とき折おり声を掛け合い、傷を舐なめ合っている。そして、そのサークルに紀之が入ることは許されなかった。

　紀之は自分のシートへと戻り、部屋が沈黙するのを待つことにした。十二時を過ぎたばかりのこの時間帯は、生徒同士がシートで見た映画やゲームなど下くだらないお喋しやべりに費ついやされるのだ。

　紀之が目を閉じ続けていると、いつのまにか室内は静まっていた。沈黙の時間帯に突入していたのだ。

　紀之が薄暗い天井を見ながらシートに横たわっていると、誰だれかが覆おおい被かぶさってきた。

　紀之はその人影を抱きとめ唇を合わせた。半身の体勢で抱き合い、お互いの手足を絡からめる。紀之の顔の前には、瞳ひとみをとろんとさせた亜あ美みの顔があった。

　亜美は紀之にキスを求めながら、紀之の手に食べ物を握らせた。

　亜美がこうして他の生徒の目を盗ぬすんで、紀之のフォローをしてくれていた。

　紀之はお礼を言う代わりに、亜美の体を乱暴に抱きしめまさぐった。亜美と唇をぶつけ合っているうちに、昔の記憶が蘇よみがえってくる。

　一年前に亜あ美みを抱いたことがあった。夏の校舎の屋上だった。

　紀のり之ゆきが屋上の物置の陰かげで寝ていた時、屋上への扉が開く音がした。その後、話し声が聞こえた。目を開け様子をうかがうと、男女が話をしていた。女子の方は亜美だった。

　亜美は上級生の男子生徒に告白をしていたのだ。

　五分後の屋上には、泣く亜美だけが残っていた。

　それからどうしたのか詳くわしくは覚えていない。その後のシーンが強烈すぎてぼやけているのだ。

　亜美は紀之の前で服を脱いでいた。

　今でもその時の亜美の裸ら体たいは強烈に記憶に焼きついている。抱き合った屋上のコンクリートの床ゆかの冷たさや、亜美の肌はだの感触や髪の匂においや体温。

　亜美との関係はその一回だけだった。それから付き合ったわけでもなかった。

　紀之は亜美と抱き合いながらも、ふと人の気配を感じた。抱き合った状態のまま、視線だけをさ迷わせると、画面の前に人影があることに気づいた。

　その細い体のシルエットは和泉いずみのものだった。

　こちらを見ているわけではなかった。画面の方向を向いている。和泉はただひとり、ぼんやりと立ち尽くしていた。

　紀之は亜美と抱き合いながらも、和泉から視線を外せなかった。




　最初に変化に気づいたのは紀之だった。

　誰だれも注意を向けなくなっていたあのマップに変化があったのだ。

　紀之は画面の前に立って考えをめぐらせていた。密室の沈黙の時間帯。静まりかえる部屋で、紀之はじっと画面を見る。

　スペードマークが増えていたのだ。マップに存在するマークは、この場所を表現する丸とスペードが二つだけだったはず。しかし、現在マップにスペードは三つある。

　二つ並んだ青いスペード。そして、三つ目はマップの端で黄色く光っていた。

　これは何を意味するのだ？

　カラーの違うスペード。黄色いスペードの意味は。

　紀之がじっと画面を見つめていると、部屋の後方で扉の開く音がした。視線を向けると、そこにはタオルで髪を拭ぬぐいながら和泉が立っていた。シャワー室を利用していたようだ。

　最近はシャワーを使う生徒も少なくなっていた。自分の身だしなみなどに気を遣つかわなくなっているのだ。

　和泉は画面の前に立つ紀之に気づいて、ちらりと視線を向けたが、無言で自分のシートへと戻っていく。タオルを背もたれのハンガーにかけてからシートに横になった。

　紀之はそんな和泉から視線を外して、再びマップを見つめた。ぼんやりと立ったまま考えをめぐらしていると、背後に気配を感じた。

　背後には和泉いずみがぼうっと立っていた。

　和泉は紀のり之ゆきの視線を避けるように販売機へと進む。販売機の前に立ってから視線をうろうろとさせていた。

「ねえ」

　視線を画面に戻した紀之に、和泉が声をかけた。

「何？」

「あのさ、何か必要なものがあるなら言って」

　和泉は販売機を見つめたまま言った。

「いらない」

「……でも、千ち葉ば君、最近誰だれからも食べ物とかもらってないような気がするわ」

「いらないって。おまえの優越感を満たすために、食べ物もらう気はない」

「そんなつもりはないわ」

「じゃあどういつもりだ？　暇ひまつぶしに話し相手にでもなれっていうのか」

「勘かん違ちがいしないで。別にあなたなんかと話したいわけではないわ」

　和泉は紀之を睨にらんだ。

「じゃあ放っとけよ」

「分かった」

　和泉は冷静に答え、販売機に視線を戻した。

　紀之はそんな和泉を見て思った。この密室の中で、紀之に対して態度を変えないのは和泉だけだと。

　距離を置くことも近づくこともない。和泉との関係には変化がないのだ。

　彼女は自分のプライドから、こうして紀之に声をかけてきたのかもしれない。同じく、そのプライドが精神を保っているのか。

　和泉は販売機で何かを買ってからシートに戻りかけた。

「なあ」

　紀之は和泉に声をかけた。

「なにかしら」

　和泉はぴたりと立ち止まった。

「ちょっと、こっちに来い」

　紀之が言うと、和泉は警戒するように身み構がまえた。

「何もしねえよ。いいから画面を見ろ」

　紀之はマップを指差した。

　和泉は慎しん重ちように画面に近づくと、紀之から距離を置いて画面を見た。マップの変化に気づいて目を大きく見開く。

「気づいたか？」

「どういうこと？　この黄色いスペードは」

　和泉いずみは瞳ひとみを瞬まばたかせながら、マップと紀のり之ゆきに視線を行き来させた。

「気づいたらこうなっていた。このスペースで筋トレをやっている時に気づいた」

「そうなんだ」

　和泉はじっとマップに視線を向けたまま考え込む。

「ソフィアは、スペードマークはコミュニケーションマークだと言っていたような気がするわ」

「このマークで交流するのか。誰だれと……」

　紀之は、はっと気づいた。和泉も同じ事柄に気づいたのか、ふたりで顔を見合わせる。

「このマップには、別の国が存在するということね」

「そうだ。考えてみれば当然だ。そうでなけりゃ、マップのシステムの意味がない」

「でも、何故なぜそんなことをするのかしら」

「ゲームじゃないのか。この状況に危機感を持たせたり」

「他ほかの色のスペードが丸の上にのると、収入がゼロになるって言っていたっけ。警戒しないといけないということかしら。……千ち葉ば君はどう思う？」

　和泉は紀之に意見を求めてきた。

「俺おれは、戦略ゲームをモチーフにしているんだと思う」

「戦略ゲームって？」

　和泉はぽかんとしている。

「がり勉だからゲームもしたことがないんだろ。マップに戦車や戦闘機なんかのユニットを配置して戦うゲームだよ」

「チェスみたいなもの？」

「そうだな。ただ、戦略ゲームには都市などの概念もあったりする。例えば、都市を占領すると、収入が上がったり。それでさらに軍事力を強化し、相手の軍隊を倒すんだ」

「面白そうなゲームね」

「ゲームなんか、ヘルメット被かぶればできるだろう。ゲームはファミコンのレトロゲームから最新ソフトまで、数千種類あるって言ってたぞ」

「私は、ちょっと映画を見たくらいだわ。でも最近は使っていない。あれを使い続けていると、どっちが現実だか分からなくなってきて」

「じゃあ何して暇ひまつぶしてるんだよ」

「いろいろ考えたりして。ヘルメットは被らずに、シートに横になって、この場所でトレーニングする千葉君の姿とか見ていたわ」

　和泉は微かすかに表情を緩ゆるめた。全員ヘルメットを被って横になっていると思っていたが、そうでない生徒もいたようだ。

「それより、どうするんだ？　こっちもスペードを動かしてみるべきじゃないのか。周囲のマップがどうなっているか確認する必要もあるし、色の違うスペードがどうコミュニケーションを取るのか知る必要があるだろ。なにより、ダイヤを使ってスペードを購入する必要がでてくるかもしれない」

　紀のり之ゆきは自分の考えをまとめた。この状態では何も分からないのだ。行動してみないことには、情報を得ることができない。

「動いてみたほうがいいわよね。でも勝手に動かしていいのかしら」

　和泉いずみはちらりと視線を向けた。ずらりと並ぶヘルメット付きのシート。生徒たちは皆現実から目を逸そらして横たわっている。いや、ヘルメットを被かぶって過ごす時間のほうが長いのだ。そちらのほうを現実と呼んでもいいのかもしれない。

「十二時過ぎた時に言ってみるんだな。あのブザーで機械のように一いつ斉せいに始動するんだろ」

「皆で話し合ってみるいい機会よね」

　和泉は自分に言い聞かせるようにうなずいた。

「そうだな」

　この状況が好転するいい機会になるかもしれない。ただ時間を浪ろう費ひさせているこの状況が、精神的にいいわけがないのだ。

　それに、生徒たちの精神状態が回復すれば紀之の立場も回復するのでは、という考えもあった。距離を置かれている現状よりはマシになるのではと。

「意見ありがとうね」

　和泉はぎこちなく笑顔を作った。

「いいさ」

　紀之は和泉と視線を合わせた。やつれた顔の和泉だったが、瞳ひとみだけはキラキラと光っていた。目の大きな人形のように見える。

　紀之は妙な気分になり、自分のシートへ戻ろうと背を向けた。そんな紀之に声がかけられる。

「ねえ、コーヒーでも飲むのなら……」

　和泉が販売機を指差していた。

　紀之は首を振って、自分のシートへと戻った。




　紀之はブザーの音に意識を覚かく醒せいさせた。

　寝ていたのだか、ぼんやりとしていたのだか分からない。全身に真ま綿わたを押しつけられているような倦けん怠たい感かんがある。

　そんな紀之をよそに、他の生徒は体を起こしてカードを受け取るアクションを起こした。

　紀之はシートに横になったまま薄目を開ける。いつもと同じ光景だったが、今回は違った。

　ぼやけた霧きりの中から、現実を認識させる声が響く。

　和泉いずみが例の状況を生徒たちに説明しているようだった。

　しかし、生徒たちはスペードマークのことなど興味ない様子で、ただクラブカードの分配を求めている。

「このままでは、クラブに変換するダイヤのポイントが奪われる可能性があるわ。ソフィアが言っていたことを覚えている？　他ほかのカラーのスペードが国の上に乗ると収入がゼロになるって。要するにダイヤがゼロになるわ。そうしたら、食べ物とか、ゲームだってできなくなるわよ」

　議論を放ほう棄きする生徒たちに、和泉はブラフを交えての説せつ得とくを試みている。

「この現状を維持したいのなら、皆で打開策を考えるべきだと思うの」

　和泉の言葉は、徐じよ々じよに生徒たちを支配していった。生徒たちは最初の状況と同じように、前方のスペースで和泉の話を聞いている。

　時間が経たつにつれ、生徒たちからも意見が出始めてきた。スペードを動かしてみるべきだ、待機するべきだ、など。久々に生徒たちはまとまっていた。状況の変化が、生徒たちの関係を好転させたのだ。

　紀のり之ゆきはそんな光景を、部屋の後方のシートからひとりぽつんと見つめていた。

　妙な孤こ独どく感かん。最近は麻ま痺ひしていた孤独感が、再び首をもたげたかのようだ。

　前方では和泉を中心に意見がまとまり出す。まずはスペードを動かしてみることになったらしい。

　和泉がマップの前に立つ。スペードの動かし方は、和泉に一任、というより丸投げされていた。和泉は思し案あんしながら、ちらっとこちらを向いたような気がした。紀之は反応せず、ただ経過を眺めた。

　現在の五×六マスのマップにはブルーのスペードが二つにイエローのスペードが一つ。ブルーのスペードのうち、一つはこの国を表現する青い丸の上に配置されている。

　和泉は丸の隣に配置されているスペードをタッチする。同時にそのスペードが移動できるマスがチカチカと点てん滅めつした。スペードを中心に三マスの範囲内。すでに他のスペードが存在するマスに重ねることはできないようだ。

　和泉は慎しん重ちように黄色いスペードの横のマスに移動させた。するとさらにコマンドが表示される。

　攻撃。待機。

　やはり戦略シミュレーションゲームそのものだ、と紀之は思った。

　和泉は他の生徒に意見を求めたが、明確な反応は戻ってこず、迷った後に攻撃のコマンドをタッチした。

　青と黄色の二つのスペードは、お互いに先端を向けた。続いて衝しよう突とつする映像が流れ、爆発音と共に二つのスペードは消滅した。

　画面は残りの青いスペードを中心に、五×五のマップに戻った。最初と同じ画面だ。

　状況を把は握あくしかねる生徒たちの沈黙が流れた。そんな中、口を開いたのはやはり和泉いずみだった。

「やっぱり、スペードマークは、敵の侵略を防ぐためのマークなのよ。マークを動かし索さく敵てきして、敵を排除する」

　和泉は生徒たちに説明を続けている。

　紀のり之ゆきは先ほどのシーンを回想する。激突した二つのスペードは両方とも消えてしまった。ゲーム的にいえば、戦闘力が互ご角かくだと表現するのか。

　紀之は現在見えているマップの外を知るべきだと思った。見えない場所に、ずらりと黄色いスペードが並んでいる可能性もあるのだ。その場合、迎げい撃げき態勢を取っておく必要もある。スペードを生産し、緊急事態に備えるのだ。

　和泉たちの討論の議題は、スペードの生産をどうするかに移っていた。危険が迫っていることは確かなのだ。しかし、スペードを一つ生産するには、ダイヤを十ポイントも使用せねばならない。現在生徒ひとりひとりに三十枚ずつのクラブカードが支給されているが、スペードを一つ生産すると、それが二十枚に減ってしまう計算となる。

　久しぶりに、生徒たちの間で熱い議論が交わされた。久々の熱気、一体感。紀之は目を閉じた。

　それからしばしの時間経過。生徒たちの声は、小さざ波なみのように遠くに聞こえる。薄い膜に包まれたかのような心地よくも生温かい意識の中、紀之は気配に目を開けた。

　すでに部屋は静まっていた。紀之の横には亜あ美みがおり、体を押しつけてきている。

　紀之は亜美と唇を押しつけあってから、囁ささやくように聞いた。

「どうなった？」

　亜美は数回瞳ひとみを瞬まばたく。

「ほら、スペードマークの話だ。集まって討論していただろ」

「分からないよ私は。でもこれからしばらくカードの支給を二十枚にしようって」

　紀之は画面を見た。マップ上に青いスペードが二つある。議論の結果、しばらくスペードを生産し続けることにしたようだ。

「食べ物なら心配しないで」

　亜美は甘い吐と息いきと共に囁いた。

　紀之は亜美の髪を撫なでながら考えた。スペードを量産させることで、物資の浪ろう費ひを防ごうとの意思なのではと。ソフィアがそんな警告として、黄色いスペードを出現させた。その可能性はないだろうか。

　紀之は、さらに他の可能性を思いつきそうだったが、亜美に唇を塞ふさがれて思考が止まってしまった。

　紀之はしばらく亜美に集中することにした。




　時計は六時を指していた。午前か午後なのかは分からない。本当に六時なのかすら判断できない。この世界では全すべての情報は疑わしいのだ。

　いや、もともと情報に信しん憑ぴよう性せいがあっただろうか。今まで過ごしてきた外の世界の情報だ。国際関係、株価、殺人事件、スポーツ、芸能ニュース。

　新聞もニュースキャスターも、果たして本当のことを伝えていたのか。情報を受ける側は、その情報が真実であるとどう証明すればよいのか。世の中の情報は全て作り物で、この日本という国自体も存在しないのではないか。海の向こうに本当にアメリカがある保証は何もない。紀のり之ゆきは海外に行ったことがないのだ。自分の目で確認してはいない。

　全ては偽にせ物ものだ。自分の周りにある物は全て疑わねばならない。唯ゆい一いつの真実は、そんな考えをめぐらせている自分が存在するという事実だけだ。我思うゆえに我あり。そうですね、デカルト様。

　紀之は目の前の水のように思考を垂れ流し続けた。給水タンクの水を飲み、頭と顔を洗った。タオルを濡ぬらし、裸はだかの上半身を拭ふいた。

　そんないつも通りの行動をすませていると、踵かかとで床ゆかを叩たたくような音がした。和泉いずみがシートから立ち上がり、上うわ履ばきを履き直していた。

　和泉は周囲を見まわしてから、画面の前に歩み出る。

「千ち葉ば君が活動するのを待っていたのよ」

　和泉は聞かれる前にそう答えた。

「ずっと見てたのか？」

　紀之は洗って干していたタンクトップのシャツを着た。ワイシャツはすでに着ていない。耐えきれないほどではないが室内は暑かった。ただ、空調は機能しているのか、不快な匂においなどはしていない。

「ええ。一応プログラムが終わるまでは待っていたわ」

　和泉は平然と答えた。シャツを洗い、その後一時間ほどの運動。最後に体を拭く。そんな紀之のプログラムは、精神状態を保つためのスケジュールだった。この時間帯は、活動している生徒はまずいない。

「よく映画も見ずに、寝転がってられるな」

「たまに見たわ。ロミオとジュリエットとか、お気に召めすまま、とか」

「シェークスピアファンか。高貴な趣味で結構ですね」

「でも、見た後に妙な気分になるの。倦けん怠たい感かんっていうか、頭がもやもやしたり、また映像を見たくなったり。もしかしたら、映像の合間になにかシグナルが挿そう入にゆうされているのかもしれないわ」

「サブリミナル効果で、人間の思考能力でも下げてるのかもな。映像や音で、直接脳に働きかけて」

「カードを使って映画やゲームをしなくても、ヘルメットを被かぶると映像がチラチラと映るの。パソコンのスクリーンセーバーみたいに。その映像も同じような感じで、見ていると安心するんだけど、ヘルメットを外すとどっと疲れがでるっていうか」

「そうして、ずっとヘルメットを被った状態で管理されるのか。かわいそうだな、おまえらは」

「シャレにならないわよ、それは」

　和泉いずみは、ずらっと並んで横たわる生徒たちを見つめた。

「でも、よかった。あれがなければ、私もヘルメット漬づけになるところだったわ」

「黄色いスペードか」

「ええ、少しでも考える事柄ができてよかった。例えそれがマイナスの事項であっても、他ほかの子たちとも議論ができたし。しばらく話し合いはしていこうって」

　和泉は小さく笑った。その笑みは疲労が入り混じり、か弱い炎のようにゆらめいて見えた。

「で、配るカードを二十枚に減らした。スペードを生産するために」

「そうよ。最近は皆じっとしているだけだから、二十枚でも足りるだろうし。そんなに反対意見は出なかった。それよりも、収入がなくなるほうが怖いらしいわ」

「へえ」

　紀のり之ゆきはマップを眺めた。マップの中央付近でスペードが二つ並んで配置されている。

「これからどうしたらいいと思う？　今後の戦略として」

　和泉は紀之に聞いた。そんな意見を聞くために、紀之を待っていたのかもしれない。

「国のガードを固めるか、偵察に出すか。偵察に出して、見える範囲を広げたほうがいいと思うけどな」

　紀之は素直に意見してしまった。本来なら、集団から弾はじかれたこの状態で、クラスメイトのことを心配する義理はないのだ。しかし、和泉との会話は何故なぜか精神を安定させていた。

　和泉との会話は、亜あ美みとの肉体的接触よりも安あん堵ど感かんがあった。

「すぐに偵察に？」

「ある程度スペードが増えてからだろうな。他にスペードが沢たく山さんあって、それを触しよく発はつする可能性もある。でも、探たん索さくしないわけにはいかないだろ」

　和泉は紀之の意見を真剣な表情で聞いている。しばらく意見を交わしてから、不意にクスリと笑った。

「……ごめんなさい。千ち葉ば君とこんなに真剣に会話をしたことがなかったら、違和感を感じたの」

　和泉はこの状況で、学校生活を重ねていたようだ。

「おまえの態度が鼻についたからな。だから話す気にもなれなかった」

　紀之は肩をすくめた。

「それはこっちのセリフだわ。千ち葉ば君は、イベントには協力しないし、授業中もうるさいし先生にも迷めい惑わくよ。そんないいかげんな人と口を利きたくもなかったわ」

「おまえは教師に受けがよいと思ったら大間違いだぞ。今の定理は間違ってます、なんて突っ込む生徒なんか非常識だ」

「教室のベランダでへちまを育てるほうが非常識だわ。おかげで四組はへちまクラスって呼ばれているのよ。蔓つるがサッシに絡からんで窓が閉まらないし」

「おまえは、それでへちま化け粧しよう水すい作ってただろうが」

「それは、クラスの女の子に頼まれたからよ。私は別に美白には興味はないもの」

「美白より、身長が悩みか？　弁当の時間、牛乳を苦にがい顔をして無理やり飲んでいるよな。身長か？　それとも胸か？」

「やめてよ。あなたこそ、ロッカーにウイスキーの瓶びんをしまっているのを知ってるわよ。牛乳と混ぜて飲んでいるでしょ」

「そっちこそ、ロッカーに株券なんてしまっておくなよ。おまえが部長の文芸部が実質投資サークルだっていうのは知っている」

「あなただって天体観測サークルっていう実態のない部をつくって、校舎の屋上の合あい鍵かぎを作ったでしょ。授業サボっている時は、屋上で寝ているのよね」

　紀のり之ゆきと和泉いずみは声を潜ひそめながらお互いを罵ののしり続けた後、顔を見合わせ笑った。

「……こんなところで言ってもしょうがないわね」

「そうだよな」

　ふたりは肩を震わせながら呼吸を整えた。最近笑ったことがなかったので、妙に息苦しかった。

　笑い終えた後、ふたりは視線を合わせ、妙に気まずくなった。

「勘かん違ちがいしないでね。友達になったわけじゃないわ」

「そっちこそ、あまり馴なれ馴なれしくするなよな」

　紀之は咳せき払ばらいをして、自分のシートへと戻っていった。ちらりと見ると、和泉は腕を組んだままそっぽを向いていた。




　時計の針は回りつづけ、マップも変化をしていた。

　スペードは自国をガードするように配置されている。また、さらなる事実も発覚した。他ほかのカラーのスペードの存在。黄色だけではなく、赤や白も確認できた。それらのスペードは何を意味するのか。

「どういうことなのかしら」

　和泉がつぶやいた。

　紀之と和泉は、他ほかの生徒が活動していない時間帯に接触を繰り返していた。紀之にとって和泉との会話は、行動プログラムの一部として組み込まれ始めていた。

「もっと見える範囲を広げるべきだろうな」

「でも、皆、それに積極的じゃなくて」

「他ほかの色のスペードの目的は何なんだ。単純に攻めてくるわけでもない」

「ねえ、ソフィアはスペードをコミュニケーションマークだと言っていたわよね。スペードを使って、コミュニケーションを取れということじゃないかしら」

「コマンドを見ただろ。スペード同士が接触した時、戦うしかなかった」

「そうよね。スペードはそれしかできないのよね」

　和泉いずみは顎あごに指を添そえながら考え込んでいる。

「……トランプマークの意味は知ってるか？　ダイヤは金とか」

「ハートは心臓。クローバーは三つ葉でしょ」

「違うな。ハートは聖せい杯はい。クローバーは誤用で、クラブでこん棒。農民のこん棒だよ」

「さすが学校で賭かけポーカーしているだけあるわね。ちなみに、何故なぜスペードのＡだけマークが大きいのか知っている？　……イギリスでトランプに税金をかけることになったから、スペードのＡだけ政府が刷すって、それを業者に渡す代わりに税金を徴収したのよ」

「おまえ、結けつ構こう負けず嫌いだよな」

　和泉は紀のり之ゆきに睨にらまれつつも平然としている。

「で、スペードは剣を表現している。もともと、コミュニケーションというのは違うんじゃないか」

「剣ね。確かにこの表現にぴたりね。でも戦いもコミュニケーションの一部だわ」

「その戦いに意味があるのかが問題だよな」

「もしかしたら、他にも国マークがあるのかもしれないわ。それを支配することが目的だとか」

「国を取られたら収入がなくなるのだから、取れば収入が増える可能性はあるよな」

「やっぱり、見えない場所が重要よね」

　和泉は少し広がったマップをながめる。

「でもさ、収入を増やす必要はあるのか。今のままでも、充分間にあってるだろ」

「最近はそうでもないのよ。二十枚でも不平が出ているわ。食べ物だって、おいしいものは高く設定されているし、嗜し好こう品ひんもそう。あと、シートを快適に保つには、ある程度のカードが必要だし、最近皆、寝る暇ひまもなく映像や音楽を流しているから、さらにかかるわ」

「どこかでストップをかけないと際さい限げんなくか」

「そうよ。よく出来たシステムだわ」

「そういや、おまえはカードを何に使ってる？　食は元から細いし、シートで映画も見ないだろ」

「シャワーを浴びたり、生活用品とか。残ったカードは取っておいてるけど」

「生活用品って？」

「タオルとか、下着とか」

「下着って、こんな状況で毎日替えているのか？」

「毎日じゃないけど……ちょっと、何言ってるの？」

　和泉いずみは顔を赤らめて、紀のり之ゆきを睨にらみつけた。

「下着についてのディスカッションだけど」

「そうじゃなくて……ああ、でも千ち葉ば君も困るわよね。ねえ、最低限のものはさ」

　和泉はちらりと販売機を見た。

「服は洗ってるから平気だよ」

「ねえ、私からもらいたくないのは分かるけど、もっとクールに考えればいいんじゃないの。私は千葉君に参考意見をもらったのだから、ギブアンドテークよ」

「そうだな……」

　紀之はしばし考えた。現在の空腹感は、それほどつらくはなかった。逆にこの空腹感が、精神を保っている気がしているのだ。必要最低限の食べ物は亜あ美みからもらっている。

「生活用品とか食べ物とか別にいらないな。ただ……」

「何でも言っていいわ」

　和泉は話にのってきた紀之を見て表情を緩ゆるめている。

「気分が悪いからシャワーを浴びたい。下着ごと浴びてシャツもパンツも洗いたい」

　体が妙に塩っぽいのだ。さっぱりと洗い流したかった。

「いいわよ。カードあげるわ」

　紀之は首を振った。

「腕輪を外した人間は感知されない。たぶん腕輪をしている人間を座ざ標ひようで管理しているのかもな。序盤にカードをもらってシャワー室にいったが駄だ目めだった」

「そうなの。じゃあどうすればいいかしら」

「何かよい方法はないか？」

「そうね、誰だれかと一いつ緒しよに入れば……」

　和泉ははっと口を閉じた。

「それしかないか」

「ちょっと、私は駄目よ」

「あのなあ、別におまえと入るなんて言ってないぞ。それに俺おれはおまえなんか少しも意識したことないからな」

「それは私だってそうよ」

「小学生みたいな体で意識しろって言うほうが無理だ」

「私だって、あなたのことは、教室にいる虫ぐらいとしか意識していなかったわ」

「じゃあ一いつ緒しよに入るか。それとも、恥ずかしいのか」

「いいわよ別に、入っても」

　和泉いずみは平静を取とり繕つくろって言った。

「じゃあ、すぐにいこうぜ。誰だれかがトイレとか行かないうちに。そんな場面を人に見られたくない」

「それはこっちのセリフよ」

　紀のり之ゆきと和泉はお互い睨にらみ合いながら動いた。紀之は自分のシートからタオルを取ってシャワー室へと入った。遅おくれて和泉もタオルを持ってシャワー室に入ってきた。

　鍵かぎ付きの個室が三つほど並んでいるシンプルなシャワールームだ。個室は簡かん易いトイレのようなカプセルタイプとなっている。

「私、服を着たまま壁かべ際ぎわで立っているから、早く済ませなさいよ」

　和泉が言った。

「せめて制服は脱げよ。びしょびしょで、他ほかの奴やつらになんて言いい訳わけするんだ」

「でも……」

「ひょっとして、見られるのが恥ずかしいのか。まさか、俺おれのこと意識してんじゃないだろうな」

　紀之は、おどおどしている和泉をついからかってしまう。普ふ段だん突っ張っているので、妙に気分がよかった。

「分かったわ。じゃあ、先に入っているから、あっちを向いていて」

　紀之が後ろを向いていると、服を脱ぐ気配の後、個室のドアを開けて中に入る音がした。振り向くと、脱衣ボックスにきちんとたたまれたセーラー服が入っている。紀之はズボンを脱ぐと、タンクトップとパンツ姿で個室の中に入った。

　正面に小さな鏡があり、オレンジ色の弱々しい光が降っている。個室の隅すみには、下着姿の和泉が背中を向けて立っていた。

「壁にへばりつくゴキブリのまね」

「ジェスチャークイズなんてしていないわ。いいからシャワー出しなさいよ。もうカード入れたから、三分間よ」

　和泉は体を丸めたまま言った。販売機で買った下着なのか、シンプルなデザインのショーツを穿はいている。色気の全くない下着だ。和泉の体も高校生にしては未発達だ。

「コックは？」

「鏡の下のボタンよ」

　ボタンを押すと、天井から雨のようにシャワーが降り注いだ。お湯が肌はだに触れると異常なまでの爽そう快かい感かんが湧わき上がった。体中に塗りたくられた泥どろが削そぎ落ちていくかのようだ。

「ああ、すげえ」

　紀のり之ゆきはタンクトップを脱いで体をこすった。水がとてもさらさらと感じる。恵めぐみの雨だ。干かんばつのなかに降り注いだ雨はこんな感じだろうか。

「喜んでいただけて光栄だわ」

　和泉いずみが隅すみで硬こう直ちよくした状態で憎にくまれ口を叩たたいた。こちらに背を向けたまま、自分の体を抱きしめるようにしている。

「あ……」

「なによ」

「なあ、ちょっと言っていいか」

「おしゃべりしないで、さっさと体を洗いなさい。中学生じゃないんだから、女の子の下着見て意識しないことね」

　和泉は壁に額を押しつけた状態で言う。

「そっか、じゃあシャワー浴び終わってから言うか」

　紀之は和泉に背中を向けてシャワーを浴び続けた。心地よい時間は三分で終わり、恵みの雨は止んでしまった。

「パンツ絞しぼるからさ、そのままでいてくれ」

　紀之はタオルで体を拭ふき、絞ったパンツとタンクトップを着た。

「サンキュー。気持ちよかったよ」

「あら、素直なのね。どうしたの？」

　和泉がちらっと皮ひ肉にくっぽい視線を向けた。紀之はわざとらしくゴホンと咳せき込こむ。

「小学生みたいな体って言った割には、意識してるのかしら。たかだか下着姿を見たくらいで」

「下着なんか見てない」

　紀之は首を振り、タオルボックスから和泉のタオルを取り出して渡してやった。

「別にパンツぐらい見られたっていいけどね」

「いや、紙製の使い捨てパンツは、すでにお湯で流れてる」

　和泉は自分の腰に視線をやって目をまん丸にした。

「何で言わなかったの」

　和泉はタオルで体を隠かくしてしゃがみ込んだ。

「言おうとしたけど、さっさと体を洗えって怒られたからさ」

「もう、早く出ていって」

　和泉は顔を真っ赤にしながら叫んだ。

「謝っておいたほうがいいか。小学生みたいな体って言ったけど、意外にヒップは肉付きが……」

「いいから、出ていけ！」

　紀之はケタケタと笑いながら個室から出て行った。脱衣ボックスからズボンを取ると、持ったままシャワー室を出て自分のシートへと戻る。

　服を乾かしがてら横になっていると、シャワー室の扉が開き、和泉いずみが自分のシートへ戻る音がした。

　しばらく横になっていると、亜あ美みが体を起こし、紀のり之ゆきのシートへ入ってきた。

　亜美は紀之に体を押しつけながら口を開いた。

「何で、濡ぬれてるの？」

「洗った」

「シャワーを浴びたの？」

「そうだけど」

　亜美は瞳ひとみを鋭く瞬まばたかせていた。




　四組のクラスは徐じよ々じよに変化を始めていた。

　十二時のブザーと共にクラブカードを配り、シートに戻るという機械的な生活はなくなっていた。十二時を過ぎてしばらくの時間を、生徒たちは議論に費ついやし始めていた。

　和泉を中心に、今後の方針について討論がなされているのだ。

　和泉のスペードの重要性についてのスピーチが生徒たちの心に届いたのかもしれない。いや、和泉は生徒たちをまとめるために、スペードを利用しているかのように感じる。

　収入がなくなる可能性を示し唆さし、生徒たちの恐怖心を煽あおった。強制的に議論に参加させていた。

　マップの動きにも変化があった。

　和泉は見える範囲のスペードは全すべて攻撃した。他ほかのカラーのスペードを破壊しなければこの生活は保てない、と、そう意見し、他の生徒たちも従った。

　クラスは今やひとつにまとまっていた。危機を目の前に、協調を始めたのだ。

　紀之はそんなクラスメイトをぽつんとシートから見つめていた。

　生徒たちは議論を交わしている。スペードの生産、移動や攻撃。話し合うことは多々あるのだ。

　和泉の表情は生き生きとしていた。自分を中心にクラスがまとまっている事実が精神を安定させているのだ。他の生徒も、不安や恐怖に、周囲の生徒と一体感を得たようで、お互いに励ましあっている姿があった。

　あれでいいのだろう。何もないほどストレスの溜たまることはない。この状況で求められていたのは変化。その変化が、マイナスのベクトルであっても、ないよりは断然マシなのだ。

　紀之は目を閉じた。最近も皆が行動しない時間帯にトレーニングなどをしているが、和泉は起きてこなかった。生徒たちとの議論に熱が入るあまり、その時間は疲労で寝てしまっているようだ。

　たまに和泉いずみは紀のり之ゆきに気づいて起きてくるのだが、紀之はついそっけなく対応してしまっていた。

　もう和泉と共有したあの時の感覚を得ることができなかった。

　和泉と議論したあの時間帯は、心地よいものだったのだと思う。決して和泉のことは好きではないのだが、和泉は紀之と同じ場所にいた。

　クラスの枠わくから外れ孤こ独どくを感じていた紀之。和泉も、生徒たちに意見を聞き入れられずに孤独感を得ていた。そんな近い立場の者同士の時間帯。同じ高さの視線の者同士。

　しかし、すでに和泉の孤独は消えている。クラスメイトに頼られる和泉玲れい子こを取り戻したのだ。

　もうあの時とは違う。和泉との会話は、上から見下ろされた会話に成り下がった。それは、紀之にとって苦痛でしかない。

　たまに起きてくる時の和泉。少々気まずそうな、それでいて余よ裕ゆうのある表情。彼女は、あなたと話してあげてもいいわ、と言っているのだ。

　画面の前では、和泉がマップを指差し生徒たちに何かを言っている。ふと和泉がこちらに視線を向けたが、紀之は目を閉じた。この時間帯は紀之にとって夜だ。早く過ぎてしまえばいい闇やみの時間帯だ。

　そんな時間帯をやり過ごし、紀之は沈黙する室内で活動する。水を飲み、隣のタンクのゼリーを胃に流し込む。

　画面を見てみると、マップには青いスペードがずらっと並んでいた。この生活を守るために、スペードで国をガードしているのだ。

　紀之がぼんやり画面を見ていると、がさっとシートから身を起こす音が聞こえた。

　画面に近づいてきたのは和泉だった。和泉は直立したままの紀之に、ぎこちなく笑いかけてきた。

「最近寝ちゃうから、今回はずっと起きていたのよね」

　和泉は紀之の横にすっと立った。

「寝てたほうがいいんじゃないか。話し合いも、最近は長引いてるだろ」

「ええ、でも、千ち葉ば君の意見も聞きたくて。よかったらさ、またいろいろと教えて欲しいのだけど」

　和泉は媚こびたような笑顔を浮かべていた。

　紀之はそんな和泉の表情にいらついた。あの時のそっけなくもプライドを保っていた和泉とは違う。紀之に気を遣つかっているのは、自分に余裕があるからだ。和泉は自分が上の立場にいることを認識しているため、紀之にこうも下した手てにでることができる。

「和泉は、多人数で話し合ってるんだろ」

「ねえ、千葉君もその話し合いに参加をすればいいんじゃないかな。いい機会だと思うの。いつも、ひとりでさ」

「今のままでいいよ」

　目の前の彼女は、クラスの足並みを乱すことを嫌っていたあの和泉いずみだ。

「じゃあ、何か必要なものはある？」

　紀のり之ゆきは首を振った。

「そう……」

　和泉は視線を落とした。そんな和泉を見て、微かすかな罪ざい悪あく感かんが湧わきあがる。

「じゃあ、また一いつ緒しよにシャワーでも浴びるか」

　紀之が言うと、和泉は苦にが笑わらいをした。

「いいわよ、それでも」

「いや、やめとく」

　紀之は断り、自分のシートへと向かった。

「ねえ……」

「今日は疲れたからさ」

　紀之はそう言い、シートへと戻った。シートに横になり視線を向けると、和泉は画面の前で所しよ在ざい無なさげにぽつんと立っている。

　紀之が和泉の後姿に視線を向けていると、不意に亜あ美みに圧のし掛かかられた。

「起きてたのか？」

「うん」

　亜美は妙に激しく体を絡からめてくる。

「ちょっと」

　こちらに近づいてくる足音に気づき、紀之は亜美を制した。

「ねえ、千ち葉ば君」

　歩み寄ってきたのは、画面の前でうろうろとしていた和泉だった。

　和泉は紀之のシートの脇わきまで歩み寄り、はっと目を見開く。

　紀之は口を開きかけたが、何も言葉は漏もれなかった。紀之の口は亜美の唇に塞ふさがれていた。

「ごめんなさい」

　和泉は謝りきびすを返した。

　目の前の亜美は、唇を合わせたまま笑みを浮かべた。




　マップは刻こく々こくと変化を続ける。

　増大する青いスペード。マス目を埋うめつくし、行き場のなくなったスペードは、他ほかのカラーのスペードを攻撃し消滅する。徐じよ々じよに、他のカラーのスペードの数も増えてきたのでは、と感じる。

　四組は、危機感で一体になっていった。

　国の防御を固めるため、クラブカードの配給を削けずってスペードを生産する。

　十二時になると同時に、生徒たちは画面の前に集合する。和泉いずみを中心に、今回の戦略を話し合う。生徒たちの変化。符ふ号ごう化かされた生活から目を覚ましたのだ。

　しかし、それは紀のり之ゆきの生活スタイルをも崩くずすことに繫つながった。

　生徒たちは徐じよ々じよにお互いにコミュニケーションを取るようになってきた。序盤と同様に、お互いを慰なぐさめ合い声を掛け合った。シートの映像を見るばかりではなく、クラスメイトと交流をする。

　クラス全員が寝静まる、いわゆる紀之にとっての活動時間も減ってきた。どの時間帯も、数人の生徒は起きてマップを見張っていた。いつ他ほかのカラーのスペードが動くか分からないからだ。

　紀之がシートで過ごす時間は、徐々に多くなってきた。他の生徒と顔を合わせたくなかったからだ。

　紀之が生理的欲求を感じ、トイレや水分補給に立ちあがると、起きていた生徒はちらりと視線だけを向ける。言葉はかけてこない。ただ、視線だけを向けるのだ。

　隣のシートの亜あ美みには変化はなかった。画面の前に行きクラスメイトともコミュニケーションを取るが、相変わらず紀之のシートにも潜もぐり込こんできていた。

　亜美は購入した食料の半分を紀之に渡していた。しかし、その量は徐々に減っていく。

「最近は、十枚なんだ」

　亜美がそう言った。

　十枚では食べたいだけ食べ、ずっと映像やゲームをしているわけにはいかないらしい。生徒たちの起きている時間が延のびたのも、そんな要素が絡からんでいる。

　それに並へい行こうして、生徒に徐々に溜たまっていくストレス。

　紀之はシートに横になりながらため息を吐ついた。

　先ほど、久しぶりに男子生徒から声をかけられた。給水タンクで顔を洗った紀之に、その男子生徒が注意をしたのだ。飲む以外に使うなと。

　確かにそのとおりだ。最近配給カードの減った生徒たちは、給水タンクの水を飲んでいる。その水の容量も無限ではないだろう。それは正論だ。

　しかし続けて言った「少しは遠えん慮りよしろよ」との言葉はどういう意味なのだ。何故なぜ、同じ境遇の自分が遠慮をしなければいけないのか。紀之は、薄暗い天井を眺めて思考した。

　紀之は、溶けてどろどろになったチョコレートのような思考を垂れ流しながらも目を閉じた。

　どのくらい時間が経たったか分からないが、ブザーの音でいったん目を覚ました。喉のどがからからだった。唇がセメダインでも塗りたくられたかのようにくっついている。

　紀之はしばらくじっとしていたが、我が慢まんできずに、そっと体を起こした。隣のシートを見ると、亜あ美みの姿はない。部屋の前方で皆が集合していた。紀のり之ゆき以外が集まって、いつもの作戦会議を開いている。

　紀之は静かに立ちあがると、部屋の端を通って、給水タンクに近づいた。

　画面の前では、和泉いずみが立ちあがってマップを指差し話している。他ほかの生徒は、それぞれうなずいたり意見したりする姿がある。その光景は、紀之にとって遙はるか遠くの蜃しん気き楼ろうのように見えた。

　紀之はそれらを横目に、給水タンクのペダルを踏んだ。室内に、カタンと音が響く。

　紀之が薬臭い水を飲み込み顔を上げると、話し合っていた数人の生徒が紀之に気づいて視線を向けていた。

　生徒たちに流れる微妙な空気。

　紀之がシートに戻ろうとした時、その背中に声がかけられた。

「よかったら、千ち葉ば君も話し合いに参加しない？」

　遠えん慮りよがちな声は、和泉のものだった。久々に聞く和泉の声。最近はあの和泉との時間は失われていた。それは、すでに遠い過去のものとなっていた。

「いや、いい」

　紀之は、小さく首を振る。

「全員で参加することになってるからさ。来いって」

　集団の後方で、氷ひ室むろが手を上げた。氷室の表情はぎこちなかった。紀之にどう対応すればいいのか戸と惑まどっている様子だ。

　紀之は仕方なく集団に近づいた。

　違和感。その時紀之の見たものは、そんな視線だった。クラスメイトらが紀之に向ける視線には違和感が含まれていた。

　紀之は違和感の原因が紀之自身であることをすぐに察する。彼らは同種の存在でサークルを形成している。紀之は異物だった。あなたを構成するデータでは、四組のフォルダに入ることができません。あなたは私たちとは違うのです。

　近づいたことで浮き彫りになった強烈な孤こ独どく感かん。紀之は、ただ立ち尽くしていた。

「ねえ、千葉君はどう思う。これからどう戦略を練ねったらよいかしら」

　画面の前では、和泉がぎこちない笑顔を浮かべている。一時期だけ同じ種類になった彼女。しかし、今はすでに別に分類されている。

「関係ないじゃん」

　誰だれかがポツリと言った。

　そうだ、関係ないのだ。彼の一言は、紀之の状況を簡かん潔けつに示してくれた。今までぐるぐると回転させていた紀之のマイナス思考を、なんと無む駄だなく言葉にしたものか。すばらしき表現力。

「でも、千葉君は最初に他ほかのカラーのスペードに気づいて対応を教えてくれたわ。その時から、ちょくちょく助言をもらっていたの」

「助言て、いつもらっていたの」

　和泉いずみの隣に立っていた男子生徒の菊きく地ちが発言した。あまりに生気がなかったので、立っていたことにも気づかなかった。菊地は四組の副委員長なので、作戦会議の補ほ佐さでもしていたのだろう。

「ええとね、皆がシートで寝てた時とか。いろいろ助けてくれたの。無む償しようでクラスのために」

　和泉は言葉を選びながら、紀のり之ゆきのフォローをしている。生徒たちは、そんな和泉をじっと見ていた。誰だれも紀之を見てはいない。まるで紀之が存在していないかのようだ。

「でも、和泉さんのことだから、何かあげたんでしょ。無償っていうのは違う気がする」

　菊池が黒ぶちの眼鏡メガネに指をやりながら意見した。

「千ち葉ば君はなにも受け取らなかったわ」

「何も？」

「ええと、シャワー浴びるのにカードを使ったくらいかしら」

　和泉は言ってから、はっと口をつぐんだ。

「そんなことする必要はないと思う。千葉君は、自分自身の意志でこの腕輪を外したんだから」

「でも、クラスメイトだわ」

「でも、全く協力をしていないよ。話し合いにも参加をしないし、ただシートに寝ているだけ。ダイヤのポイントにも加算されないじゃないか」

　議論は大きくアウトカーブをしていた。

　周囲の生徒たちの瞳ひとみが輝き出したことを紀之は感じ取った。これはドラマです。乾いた生活の中でのワイドショー。皆で正論を述べて悪を叩たたくのです。

　紀之はぼんやりと思い出した。小学生の時、ホームルームで馬ば鹿かなクラスメイトがいつも槍やり玉だまに挙げられていたことを。※※君は掃除をいつもサボります。女の子をいじめていました。授業中もしゃべっています。

　それでは、今日の議題は※※君について話し合うことにします。彼の悪い点を述べて、どうすればよいか話し合いましょう。それでは※※君立ってください。話し合いを始めます。

「協調性が大事だと思う」

「クラスメイト同士、支え合うべき」

「ルールが大切」

　生徒たちは口々に意見を言った。正論。反吐へどが出るほどの正論だった。

　雰囲気は徐じよ々じよに加熱していく。クラスの足並みを乱す罪人へ対たい処しよを決定するのだ。

　紀之はそんなクラスメイトの話し合いを耳に通さなかった。下くだらないノイズは耳に入れる必要はない。家庭でもそうだった。母親の罵ば倒とうや、姉の棘とげだらけの笑い声など、全すべて回かい避ひする術すべは身につけていた。

　紀のり之ゆきは無表情のまま視線を動かした。そんな紀之の視線から、和泉いずみはさっと目を逸そらしうつむいた。

　もしかしたら、和泉は紀之をスケープゴートに仕立てたのかもしれない。この屈くつ折せつした状況やストレスを紀之に転てん化かした。

　その結果、これまでに見たことのないほどのクラスの一体感。合唱祭でも体育祭でもこんなにもまとまったことはありません。

「千ち葉ば君は、皆に謝るべきだと思うよ」

　菊きく地ちがこちらを見ていた。気づくと、ほとんどの生徒が紀之を見ていた。

　爽そう快かい感かん。優越感。侮ぶ蔑べつ。嘲ちよう笑しよう、悪意。

　紀之は一瞬にして、感情の鎖くさりに絡からみつかれた。ベタベタと粘ねばっこくも金属臭くさい感情の鎖。

　紀之は集団に背を向けた。下くだらない。虚きよ飾しよくの笑みを浮かべてまで、サークルの中に入れてもらいたくはない。

「ねえ、待って」

　立ち去ろうとする紀之に、和泉が駆け寄った。

「ここで立ち去ったら、輪わの中に入れないと思うわ」

　和泉は耳元で言った。

　紀之は無責任な言葉を吐く和泉を睨にらみつけた。

「ふざけるな、おまえは俺おれを利用しているだけだ。集団をまとめるための、悪役としてだ」

　そうは思っていなかったとしても、余よ計けいなことをしたのは確かつ固こたる事実だ。紀之のぎりぎり安定していた状態を、和泉は無む造ぞう作さに崩くずした。

「そんなこと考えるわけないでしょ。ねえ、冷静になって。千葉君の気持ちは分かるけど、ずっとこんな状態でいるわけにいかないでしょ。形だけでも謝ればいいわ」

　和泉は激しく瞳ひとみを瞬まばたきながら訴える。

「おまえらは下らねえよ」

　紀之は、全すべての生徒に聞こえるようにはっきりと言った。下らない人間だ。他人との位置関係を確認してからでないと、自分のいる場所が分からない。そんな意思のない人間ども。

「……千葉君」

　和泉は首を振った。

「何言ってるんだよ。下らないのはそっちのほうだ」

　菊池が和泉に駆けより、紀之を睨みつけた。和泉は菊地を制して紀之に言う。

「千葉君、あなたは逃げてるだけだわ」

　目の前の和泉は冷たい視線をしていた。いつもの和泉の目だ。学校生活で紀之に向けていたあの視線。

「黙ってろブス」

「何だと」

　激げつ昂こうした菊きく池ちが、紀のり之ゆきの胸倉をつかんだ。

　紀之は見た。画面前で座っている生徒たちの目が強烈な光を帯びていた。

　そんな時、画面から人工音声が響いた。あのソフィアの声だった。

「暴力行為は禁止です」

　同時に菊地が手首を押さえて絶ぜつ叫きようした。すぐに悲鳴は止んだが、菊池は手首を押さえて目を白黒とさせている。

「どうしたの」

　床ゆかに倒れた菊地に、和泉いずみが駆け寄る。

「一瞬、腕輪が締まった」

　菊地は硬こう直ちよくした表情で左手首をアピールした。

　この国では暴力行為はタブーなのだ。紀之は初めてその罰ばつ則そくを提示したことになった。

　紀之は慌あわただしくなった画面付近のエリアに背を向け、自分のシートへと戻っていった。

　背中に痛烈なまでの視線と感情が突き刺さるのを感じたが、紀之は無視してシートの上に寝転んだ。

　ここは宇宙空間だ。紀之は目を閉じ、漆しつ黒こくの空間に漂う自分自身を想像した。ふわふわと闇やみの中に浮かんでいる。人間は皆、宇宙空間の座ざ標ひように漂う物体だ。

　遠くから生徒の会話が耳に届く。その雑音は、しばらく流れ続けていた。いつもより長く熱を帯びて。新たな議題が追加されたからだ。

　紀之はそんなノイズに身をさらしながら、いつの間にか寝ていた。

　次に目を覚ましたのは、亜あ美みがこちらのシートに入って来た時だった。

　室内は静まり返っている。そんな中、亜美は耳元で囁ささやく。

「心配しないで」

「何が？」

「私がいるから」

　紀之は亜美を抱きしめた。

「シャワー、和泉さんと浴びたでしょ」

　不意に亜美が言った。

「浴びたけど、それが？」

「別に何でもない」

「なあ、連中何か言っていたか。ずっと話し合っていただろ」

「聞きたい？」

「……いいや」

　紀之は首を振った。

「私は、これでいいと思うよ」

「これでって？」

「無理に輪わの中に入ることはないと思う。君の食べ物とかは、私が何とかしてあげるから」

　亜あ美みは微笑ほほえんだ。

　紀のり之ゆきはその笑顔を見て、何故なぜか強烈な不快感を覚えた。




　密室の時間は、紀之が孤立したまま流れ続けた。

　紀之は室内が静まったことを確認して、給水タンクへと水を飲みにいった。しかし、画面の前には数人の生徒たちが集まり座っていた。

　生徒たちは、水を飲む紀之を不快な様子で眺めている。

「協力しないくせにずるいよな」

「ルールを守れないなら、ここから出ていけばいいのに」

　生徒たちは、もはや不快感を隠かくさなくなっていた。溜たまったものは口に出し表現する。

　その言葉は証明なのだ。私はこのグループの敵を攻撃しています。ということは、私はこのグループに入っているということなのです。敵の敵は味方。私は集団の中にいます。

　この国は、二つに分かれているのだ。紀之と、紀之以外のサークルに。

　紀之は平然と水を飲み続けながら思い出した。学校生活のこと。クラスの中では割合上手うまくやっていたと思う。合わない人間はいたが、他ほかは普通に会話ぐらいこなした。

　しかし、それらのコミュニケーションは虚きよ像ぞうだったようだ。これが本来の人間関係。学校生活での関係は所しよ詮せん上うわっ面つら。

「少しは感謝をして欲しいよな」

　水を飲み続ける紀之を見て、男子生徒のひとりが声をあげた。

　紀之は笑った。感謝して欲しいのはこちらの方だ。俺おれのおかげでおまえらはひとつにまとまっていられるじゃないか。おまえらは、俺を攻撃しつつも、俺がここに居続けることを望んでいる。俺が居なかったら、ストレスをぶつけナショナリズムをアピールする場面がなくなってしまう。紀之はそう思いながら口を拭ぬぐった。

　紀之はシートに帰ろうと振りかえり、ふと視線を止めた。

　目の前に、この密室の出口があった。ハンドル付きのあの扉だ。

　ここから出ていけばいいのに。

　何故俺は出て行かないのだろう。紀之はそう思った。

　同時に考える。他の生徒は、紀之がここから出ていけないことを知っている。だから、平然と攻撃をしてくる。

　突とつ如じよ沸わき起こる強烈な圧迫感。同じだ。同じ状況だった。社会に放り出されることを恐れて、管理を受け入れている家庭生活。テストの点数が悪ければ殴なぐられ罵ば倒とうされ、机や鞄の中身は検けん閲えつ。ヒステリーを受け止め、説教を直立して聞き母親が満足感を得る手助けをする。家の外では良い家族を演じなければならない。

　それが嫌だったら、出ていけばいいのだ。

　紀のり之ゆきは扉のハンドルを握り締めた。金属製のハンドルはひんやりとしている。

　紀之は手を離して、自分のシートに戻った。

　現実問題、外に何があるか分からない。ここがどこなのか、何が起こっているのか、未いまだに判断できないのだ。

　そして、外に何もない場合。ソフィアが説明したように、宇宙船のロビーであるだけならば、そこで生命を繫つなぐことはできない。再びここに戻らねばならないのだ。しかし、扉は外から開けられない。戻ってこられる保証はないのだ。

　紀之は歯を食いしばった。やはり同じだった。外には出ていけないのだ。しかし、その中の生活もくすんでいる。この状況でクラスの輪の中に入る努力もせず孤こ立りつしている。家庭でも、状況を改善させる努力をせずにただ立ちすくんでいた。しかし、その外には出ていけない。

　自由という言葉が好きだった。

　学校のルールをあえて破り、協調を嫌い、空を眺めて自由を気き取どっていた。しかし逆だ。管理されている状況があるから、自由を叫んでいる。太い鎖くさりにがんじがらめになっているのだ。

　気づくと紀之は震えていた。汗をべったりとかき凍こごえている。

「どうしたの？」

　紀之の異変に気づいた亜あ美みが覆おおい被かぶさってきた。

　紀之は震えを止めるために、必死で亜美を抱きしめた。

「大丈夫だよ、私がいるから」

　亜美は抱きしめ返してきた。紀之は、亜美の温度を感じてなんとか精神を安定させる。

　精神状態が削そがれていくこの生活で、亜美とのこの時間が唯ゆい一いつ甘かん美びなものだった。

「お腹なかすいてるの？」

「別に」

「最近食べてないけど……誰だれかからもらってる？」

　紀之は亜美の質問に首を振った。

「まだ和泉いずみさんと会ったりしている？」

　紀之が首を振ると、亜美はうなずき笑った。

「私だけが助けてあげるから」

　亜美は唇を押しつけてきた。

　紀之は亜美と抱き合いながら、大量の鎖に絡からみつかれる幻げん覚かくをみた。鎖はいばらのように紀之に絡み、肉をひきちぎる。

　亜美も同じだ。管理を受け入れるのなら助けてあげる。それが嫌だったら、この甘い時間から出ていけばいい。でも、あなたはそれができないでしょ。亜あ美みはそう言っている。

　紀のり之ゆきは闇やみの中で絶ぜつ叫きようした。




　今や希き少しような密室の中の沈黙の時間帯。

　紀之はそっとシートから体を起こし移動する。給水タンクで水を飲んだ後、扉の前に立った。

　決意をした。これ以上ここにいることはできない。檻おりから出るのだ。外がどうなっているのかは分からないが、ここでなければどこでもよかった。

　紀之はそっと扉のハンドルに手を添そえた。ハンドルは、ぞくりとするほど冷たく感じた。

「ねえ」

　はっと振り向くと、画面の前に和泉いずみが立っていた。

　和泉は感情のないガラス玉のような瞳ひとみを向けている。

「出るつもりなの？」

「ああ」

「協力するわよ。前に言ったとおり、戻ってこられるよう私がこっちから扉を開けてあげるわ」

　和泉の声は沈黙した密室の中よく通った。顔はげっそりとやつれているが、精神は強く保っている。プツリと切れる寸前の紀之とは全く違う。

「そんなつもりはない。ただ出て行くだけだ」

　紀之は教科書を音読するように言った。最近は長い言葉を喋しやべっていないので、発音が思うようにいかない。空気が口の横から抜けていくかのようだ。

「ここから逃げるのね」

　和泉は心外なことを言った。紀之は現実を受け入れるために、戦いに赴おもむくのだ。それほどの決意だった。

　紀之は反論せずに、和泉をひと睨にらみした後、扉の方を向いた。この扉を開けて旅立つのだ。それが唯ゆい一いつ、自分自身を保つ方法だ。

　紀之はハンドルに手をかけて慎しん重ちように回した。ハンドルは、きりきりと細い音をたてて回転する。その後、カチンとロックの外れる音がした。

　扉は横にゆっくりと滑すべる。中を覗のぞくと、ここよりさらに薄暗い空間がある。通路が延びている。その先に、もうひとつの扉が見えた。あの扉を開ければ、ここではない場所に行くことができる。

　紀之が扉をくぐろうとすると、後ろから手をつかまれた。

「はい、これ」

　和泉がセロファンの袋を差し出した。中には缶詰や飲み物のパックが入っている。販売機の食料セットＡだ。

「いいよ」

「この状況で意地張っても仕方ないでしょ」

　和泉いずみは無理やり、紀のり之ゆきの手に食料セットを握らせた。

「じゃあな」

　紀之は扉をくぐった。和泉は開いた扉を押さえている。紀之が睨にらみつけると、和泉は唇をパクパクと動かした。

「何だ？」

「……何でもないわ」

　和泉は目を逸そらした。

　紀之は扉を滑すべらせた。

　ほんの一瞬だけ和泉と視線が絡からんだあと扉は閉まり、和泉は視界から消えた。
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　扉からカチンとロック音が聞こえた。外に出たのだ。安全の保障されたエリアから、今身を投げ出した。

　紀のり之ゆきは沈黙する空間でしばし呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。この一枚の扉の向こうには、同じように和泉いずみが立っているような気がした。

　ここはまだニュートラルゾーンだ。外でも中でもない空間。紀之は扉に背を向け通路を歩いた。三メートルほど進むと、同じような扉に突き当たる。この扉の外が、本当の現実だ。社会の外。安定した輪わっかの外だ。

　紀之はしばらく迷ってから、扉のハンドルを回した。ハンドルはか細い悲鳴のような音を立て回転する。すぐにロックの外れる音がした。

　扉を開けると、目の前に壁が見えた。空間は完全なる闇やみではない。光の粒が少量だが舞っている。紀之は、扉を開け放ち呆然と立っていた。

　紀之は意を決して最初の一歩を踏み出す。

　目前は壁で遮さえぎられているが、左右には薄暗い空間が広がっている。ここからでは状況は正確に確認できない。

　紀之が慎しん重ちように身を空間にさらしていると、背後で扉の閉まる音がした。間を空けてロックの音。

　紀之はその音に、現実に引き戻された。

　閉ざされてしまったのだ。ロックの音は、孤こ独どくな紀之の状態を冷たく表現した。

　今、紀之は外にいる。

「自由じゃないか」

　紀之は自分に話しかけた。言葉は闇に溶けていく。

　紀之は前方を遮る壁を避け足を踏み出す。空間には柱がたくさんあった。コンクリートの円柱が薄暗闇の中そびえ立っている。天井は高く闇でぼやけていた。

　紀之は今出て来た扉の前の仕切壁に食料セットを置いて歩き出した。ひとまず壁沿いに移動する。壁側には仕切壁が等とう間かん隔かくで並んでおり、逆サイドには柱が立っている。

　紀之はしばらく歩いて足を止めた。仕切壁に食料セットが置かれていたのだ。紀之は食料セットを手に取り考える。冷静に機能しない思考だったが、一周してここに戻ってきたことは判断できた。

　この薄暗い空間は円状のエリアとなっているようだ。その外側に紀之たちのシェルターがある。

　紀之はしばし思考した後、柱が乱立する側の探たん索さくを開始した。柱の間を抜けて進む。しかし、目立ったものは何もない。

　不意に視界が開けた。目の前の開けたスペースには、円盤状のテーブルがぽつんと存在した。近寄ってみると、大理石のようにつやつやとしている。テーブルというより大きなベンチのようだ。

　紀のり之ゆきはそこに腰を下ろした。腰がひんやりとする。

　自由とは闇やみなのだ。全すべての鎖くさりを取り払った時、自由を得る代わりに暗闇に投げ出される。

　紀之は呆ぼう然ぜんとベンチに座り続けた。時間の感覚もなくなっていた。いつのまにか、持っていた食料は食べ終わっていた。

「ああ……」

　紀之は出てこなければよかった、という言葉を必死に飲み込んだ。それを口に出した時点で敗北が決し、精神は崩ほう壊かいする。

　紀之はベンチに体を投げ出し寝転んだ。その時、首に妙な感触を得た。見てみると、ベンチの上にハンカチのようなものが置いてある。

　紀之はそれを手に取った。薄暗い中、色は判断しにくいが紺色に見える。バンダナのような大きめの布。

　紀之ははっと気づいた。これは、女子生徒の胸に着けるスカーフのリボンだ。

　ということは、紀之の前に誰だれかがここに来ていたのだ。しかし、四組の中で外に出る資格のあるのは紀之だけのはずだ。

　紀之は慎しん重ちように考えた。頭に引っかかっていた事項があった。それは最初に思いつくべきだった予測だ。

　果たして、あのシェルターに連れてこられたのは、紀之たちだけなのか。

　思った。他にも四組と同じ状況の集団があるのでは。

　あのマップともリンクする。他ほかのカラーのスペードの存在。そのスペードはソフィア側が操作しているものだと思い込んでいたが、そうでなかったら。

　他のカラーの国があり、それが四組と同じ集団を表現しているとしたら。

　この建物は、シェルターのコンドミニアムなのだ。そして、そのシェルターにいる集団も予想がつく。

　この場所に来る直前まで、紀之のクラスの四組と同じ行動をしていた集団がいる。

　紀之はスカーフを握り締めながら体を硬こう直ちよくさせた。

　誰かに見られている。そう感じた。背後から呼吸の音。人の気配。

　紀之はゆっくりと振り向き、息を吞のんだ。

　目の前には天使がいた。青い天使。

　セーラー服姿の彼女は、ストレートのロングヘアーを腰まで垂らしながらこちらを見つめていた。

「……あ」

　紀のり之ゆきがもどかしく唇を空転させた時、彼女はつかつかと紀之に歩み寄ってきた。

　彼女は紀之の目前まで接近して大きく目を見開き、平手で紀之の頰ほおをひっぱたいた。

　視界がチカチカと点てん滅めつし、乾いた音が高い天井に飛んでいった。

「このうじ虫野郎」

　彼女は目を吊つり上げ吐はき捨すてた。激しく振幅した声は、柱に跳ね返り乱暴に響き渡った。

「典のり子こ……」

　紀之は頰の痛みも感じずにつぶやいた。彼女は二年六組の、蒼あお井い典子。氏名を別読みした、青い天使というニックネームがある。

「何で外に出ている？　おまえが何で外に出た？」

　蒼井は、紀之の胸倉を乱暴につかみながら畳たたみ掛かけた。

「出て来たんだ」

「出て来た？　違う、逃げてきたんだろ。密室で他人とコミュニケーションが取れずに、別の場所に逃げてきた。おまえは昔からそうだ。嫌なことがあると、そこから移動することだけを考える。解決することなく、ただポジションをずらす」

　紀之は蒼井の言葉を受けながらただ首を振った。

「クラスメイトと上手うまくいかなかったんだろ。斜しやに構かまえて、距離を取って、協調せずに口だけは達たつ者しやだ。心の中で相手を馬ば鹿かにして、自分を擁よう護ごする。自分は悪くないって、周囲の人間が悪いんだって。その結果がこれだろうが」

　蒼井は一気にまくし立て、呼吸を整えてから、今度は呆あきれたように声のトーンを変えた。

「おまえはいつもそうだ。いつも逃げてばかりで、地球を一周するつもりか？　そうしたらどこに逃げる？　自分の心の中か？　おまえはこの世界で存在はない。心の中の国で存在するなんて、なんて情けない人間だ」

　紀之は蒼井の罵ば倒とうを前に、何故なぜか笑ってしまった。強烈な安あん堵ど感かんと脱力感に、ただ笑い声だけが口から漏もれた。

　蒼井はそんな紀之を睨にらみつけていたが、つられるように表情を緩ゆるめた。

「おまえは絶対ここに来ると思った」

　蒼井は笑いをこらえながら言った。

「今だけは、本当に典子が天使に見える」

　紀之は、ぐいぐいと蒼井の長い髪を引張り喜びを表現した。

「馬鹿め、私はいつでも天使だ」

「ああ、とんでもない天使だけどな」

　ふたりは顔を見合わせ吹き出した後、しばらく腹を抱えて笑い続けた。

「で、話を聞いてやる。まずはおまえからだ」

　蒼あお井いは笑い疲れるとベンチに腰を下ろし命令した。紀のり之ゆきの握っていたスカーフを奪い、自分の制服に結びつけている。

「……俺おれは、最初に腕輪を外したから、外に出てみることにしただけだよ」

　紀之は蒼井の隣に腰を下ろして説明した。

「正直に言えよ。大おお方かた追い出されたんだろ。クラスの足並みを乱して。おまえは昔っから集団生活が苦にが手てだったからな」

　蒼井は腕組みをして鋭い視線を向けている。見なれた蒼井の表情に、紀之は平静を取り戻した。

「それより、典のり子こはどうしてここにいるんだよ。状況を教えてくれよ」

「おまえは私がいないとなーんにもできねえなあ」

　蒼井は舌打ちをした。

「頼むよ。この状況は何なんだ？　本当に宇宙船なのか？」

「なわけないだろ。それに、そんなこと自分で考えろ。相変わらず、余よ計けいなこと考える奴やつだ」

「じゃあ何なんだ？」

「知るか間ま抜ぬけ。シェルターのような場所があり、二年のクラスが強制的に閉じ込められている。そんな状況だ。宇宙旅行ができるほど、科学が発達はしてねえ」

「やっぱり二年のクラスが全部？」

「見たわけじゃないけどな。このスペースに扉は八つあった──正確には九個だけど、ひとつはトイレだった。国も八つあった。そして、ここに出てきていた他ほかのクラスの生徒も見た。だから私はそう判断した」

「国が八つって？」

「おまえのアホクラスは、マップをいじらなかったのか？　スペードを動かせば、八つの拠きよ点てんがあることくらい発見できるだろ」

「そっか、やっぱり他の国があったんだな。でも、それじゃあ根本的な解決にはならないよな。ここがどこで、何が目的で閉じ込められているか」

「目で見たものだけで判断すりゃいいんだよ。私はそうした」

「六組は、どうなってた？　それで、典子は何で外に出て来たんだ？　クラスメイトと上手うまく行かなくなって？　あ、ごめん」

　蒼井が[image: ]こぶしを振り上げたので、紀之は素早く謝った。

「おまえと一いつ緒しよにするな。私はクラスの代表として、腕輪を外して外に出て来た。もちろん戻れるようにして。おまえ、外側の扉にストッパーをかけてきただろうな」

「あ……そんな余よ裕ゆうなかった」

「心しん底そこ間抜けだな。おまえはここで暮らすつもりなのか？」

「こんな場所だとは思わなかった」

「また言いい訳わけか。いいかげんうんざりだ」

　蒼あお井いは足を組んでため息を吐ついた。

「悪かったな。間ま抜ぬけで」

　紀のり之ゆきが言うと、蒼井はふっと笑った。

「おまえみたいな間抜けでも、無事でよかったよ。無事でいるか、ずっと心配してた」

　蒼井は一瞬疲れたような表情を浮かべた。青い天使も疲ひ弊へいしているのだ。

　青い天使という愛称には、蒼あお井い典てん子しと別読みした他ほかに、普ふ段だん着ぎも携帯もバッグもアクセサリーも全すべて青でまとめているという理由もある。病的なまでに青で揃そろえているのだ。最初は好きなカラー程度だったが、それがエスカレートした。クローゼットの中の下着も青一色なのだ。

　天使の部分は、天使のように優やさしく穏おだやかな性格から、そう例えられ、青い天使ファンクラブという馬ば鹿かなものまで設立されている。

「典のり子こは、ここにちょくちょく出てきているのか」

「まあな。馬鹿なクラスメイトと一いつ緒しよにいると、ストレスが溜たまってしょうがない。久しぶりにおまえを罵ば倒とうできてすっきりした」

　どこのクラスの状況も同じようだ。密室に押し込められた状態の、神経をすり減らす生活が続いている。

「六組のクラスメイトは外に出ようとしないのか」

「外に出ることができるのは、私のような精神的に強い人間か、おまえのような間抜けだけだろ。どの人間も暗くら闇やみを恐れる」

　紀之と蒼井はしばし沈黙したまま、闇に体をさらした。

「昔を思い出すよな。近所の廃はい墟きよなんかを探検したりしたよな」

「その廃墟で、無理やり私を裸はだかにしたことがあったな」

「昔の話だろ」

「私のお気に入りのフルーツ消しゴムを取ったこともあった」

「なあ、ガキの頃ころの話じゃないか」

「リクライニングシートに座ってぼんやりしていると、ふとそんなことばかり思い出した。昔は私は、おまえにいじめられていた」

「そうだっけ。遊びの延長だったと思うけどな」

「で、どの時期から立場が逆転したのか思い出せない」

「小学校三年ぐらいからだろ。典子は暴力を振るうようになったよな。それからずっといじめられてたよな」

「遊びの延長だ」

「小学校卒業するまではずっといじめられてたよ。いじめる側っていうのは、いじめていることに気づかないんだな」

「おまえ、四組の奴やつらにいじめられたんだろ。だから、ここに逃げてきた」

「出て行けばいいじゃん、とは言われた。今ごろ、すっきりしているんじゃないか。四組の生徒は」

　紀のり之ゆきは、出る直前に交こう差ささせた和泉いずみの視線をふと思い出した。

「たぶん、後こう悔かいしてるな。本当に出て行くと思わなかったんだろう。やり返される心配もないし、玩具オモチヤ扱いだった。おまえの家庭と同じだな」

　紀之は苦にがい顔をして蒼あお井いを睨にらんだ。

「あんな家もすぐに出て行くさ。自分で金を稼かせげるようになったらな」

「何故なぜ、すぐに出て行こうとしない。生活力がないから、今は従っているのか。でも、金を稼げるようになったとしても出ていけるとは限らない。あの母親だって、出て行かせないだろうな」

「奴やつは、出て行けるようになったら勝手にやればいいって言ってるさ」

「中学の時、夏休みの宿題を手分けするために、おまえの部屋に行った時があったな。その時、あの母親は、私を睨みつけていた。きっと、可愛かわいい息子むすこを取られると思ったんだろう」

「よせよ、可愛い息子だと思っているわけねえ」

「そうだな。可愛いペットだ。鎖くさりで繫つないで散歩をする時は、自らの幸せな生活を周囲にアピールするために利用する。家では、逆らわないことをいいことに、自分の欲望を満たすために利用する。家族というサークルの中の一番の弱者を攻撃し、自分を満たす」

「それももうすぐ終わる。あと数年耐えればいいんだ」

「考えても見ろ。安定した職を得るにも、家を借りるのも親が保証人にならなければいけない。言葉だけの関係だが、親と子の関係はついてまわる」

「今まで、あれだけひどいことをしてきたんだ。出て行きたいって言えば、部屋の保証人ぐらいにはなってくれるだろ。保証人は親父おやじでいいし」

「それはどうかな。早朝ランニングをしている時、たまに会社に行く親父さんと会う。あの人はいい人だな。黙もく々もくと耐え続けることができる人間。でも、あの母親の言いなりだろ。あの人は意見を持っていない。だから、どちらにしろ、まっとうなひとり暮らしを行うのは、母親次第。母親はおまえに、出て行かせない、と言う」

「何とかなるさ。それに、そこまで縛しばられるとは思えないよ」

「さっき言っただろ。いじめた側は、いじめたことに気づいていない。おまえは学校にも行き塾にも行ったり、食事も不便なく摂とっている。表向き普通の生活だ。あの母親も、親としての義務を果たしていると思っている。出て行きたいと言ったおまえに、母親は、心配だからひとり暮らしはさせない。私はあなたをこんなに頑がん張ばって育てたのよ、と平然と言うだろう。そんな人間だ」

　紀之の顔から血がすっと引いた。強烈な嫌けん悪お感かん。苦にがい胃液がかけあがってくる。

「無理やり出ていっても、毎日電話がかかり、私はあなたを愛しているのよ、私はずっとあなたを心配していたのよ。そう泣き叫んで、自分を満たす。職場に顔を出し、おまえの上じよう司しに私の息子むすこをよろしくお願いしますと、平然と言い、最近家に顔を出さないのですと、涙ぐむ。別の形で満足感を得ることにするだろう。おまえがあいつの玩具オモチヤである現実はずっと変化はない」

　紀のり之ゆきは暗くら闇やみの中で震えていた。この闇よりも、強烈な嫌けん悪お感かん。

「その母親を避けるおまえに、周囲はこう助言するだろう。母親なんだから。生んでくれたんだろ。子供を愛してない母親なんているものか。学校や塾だって行かせてくれたじゃないか。たったひとつの家族じゃないか。家族は大事にしなさい」

　紀之はうめき声を上げた。世の中の正論。なんと無責任な言葉たち。

　家族は大事にしましょう。同じサークルですから。周囲は敵なのです。しかし、この町の人間は同じサークルにいます。ですからまとまりましょう。周囲は敵です。しかし、この国の人間は同じサークルにいるのです。ですから皆味方です。

　しかし、他の国は敵です。敵は殺しましょう。戦争で他国の人間を殺すことは正しいのです。

　世界はたくさんの円があり、それゆえ歪ゆがんでしまった。

「今のおまえと私の違いだな。今同じ場所にいるが、私は戦うためにここにいる。しかし、おまえはここに逃げてきただけだ」

　気づくと紀之は蒼あお井いの手を握っていた。蒼井は何も言わずに握り返している。

「そうだ。そのとおりだ」

　ひよりだ。自分の感情に殉じゆんじていない結果、ずっと闇にまとわりつかれることになる。

「そんな顔するな。行くぞ」

　蒼井は紀之の背中をばしっと叩たたくと、立ちあがった。

「どこへ？」

「戻るんだよ。こんなところにずっといても仕方ない」

　蒼井はスタスタと歩き出す。柱のエリアを抜けると、仕切壁の内側に入る。

　内側には、ローファーを挟はさんだ半開きの扉があった。

「しばらくは、六組で過ごすしかないだろ。それが嫌だったら出ていけばいい。来るだろ」

　蒼井は瞬まばたきもせず紀之を見ている。

「ああ。俺おれは、この状況と向かい合うことにする」

　現実を受け入れるのだ。そして、状況を解明するために足搔あがけばいいのだ。

　蒼井は一瞬だけ微笑ほほえむと、ローファーを履はき、扉の中に入っていった。紀之も続いて中に入る。

「しばらく待てば開くはず。いいか、中では余よ計けいなことを言うな。特にスペード関連」

　蒼井は外側の扉をロックし言った。片方をロックしなければ、もう片方は開かないのだ。

　前方には六組の入り口の閉ざされた扉がある。

　蒼井と紀之は狭せまい空間で扉が開くのを待った。

　待っているうちに蒼あお井いは徐じよ々じよに体を震わせ始めた。顔色は分からなかったが、たぶん真っ青なはずだ。

　紀のり之ゆきは蒼井を抱きしめてやった。蒼井は紀之の胸に頭を押しつけ目を閉じ震えを止めた。

　しばらくその状態でいると、突とつ如じよキリキリと金属を擦こすり合わせたような甲かん高だかい音が響いた。

「開く」

　蒼井は両手で紀之を押し離れた。

　目の前の扉はゆっくりと開いた。

「蒼井さん」

　扉を開けた女子生徒の声と共に、明るい光が飛び込んでくる。今まで暗い場所にいたため、茶色く薄い光が、異常に眩まぶしく感じられた。

　蒼井は紀之の手をつかむと、悠ゆう然ぜんと扉の内側に進んでいく。紀之に気づいた六組の生徒の驚いた表情が見えた。

　同じ部屋だった。四組と同じだ。並んだシートに、大きな画面。六組の生徒たちはシートに寝ておらず、こちらに視線を向けていた。蒼井を待っていたかのようだ。

　蒼井は、紀之の手を引き画面の前に立つ。

　他ほかの生徒たちは啞あ然ぜんと紀之に視線をやりつつも、蒼井の周りに集まってきた。

　蒼井は生徒たちが集まったことを見計らい、にこりと微笑ほほえんだ。

「聞いてみんな。今回の調査で、ほかのクラスの生徒を見つけたの。やっぱり、この状況は私たちだけじゃないのよ。だから、希望は捨てないで」

　蒼井は無む垢くな笑顔を周囲の生徒に振りまいた。生徒たちは、戸と惑まどったように紀之を見ている。

「それで……彼は四組の千ち葉ば君なんだけど、私と同じように外を調査していたんだけど、扉が閉まってしまい戻れなくなっちゃったの。だから、ここに連れてきたんだけどいいかなあ。千葉君は、私の幼おさな馴な染じみだし、いえ、それでなくても放っておけない。だって、外は真っ暗で何もない場所なの」

　蒼井は悲しそうな表情を作り訴え、他の生徒に見えないように紀之の背中をぽんと叩たたいた。

「俺おれは……この状況が何なんだか調べたい。だから、それまでこの場所にいさせてくれないかな。迷めい惑わくをかけるけど、お願いします」

　紀之は頭を下げた。

「みんな、お願い」

　蒼井も長い髪を垂らして頭を下げる。

　生徒たちから拍手が起こった。口々にそれは当然のことだと、あっさりと紀之は受け入れられた。

　六組の生徒たちは変わらない。いつもどおりだ。男子生徒は蒼井に好意を抱き、女子生徒は蒼井に従っている。そんな体系が、この密室でも続いていた。

　それに、四組と比較しても、顔色に生気がある。それは青い天使という清せい涼りよう剤ざいのおかげか。

「ありがとう」

　蒼あお井いはぽろぽろと涙を流した。そんな蒼井に、男子生徒たちは気を遣つかい優やさしい言葉をかけている。そんなやりとりは、精神を安定させるドラマなのだ。

「千ち葉ば君、お腹なかはすいてる？」

　六組の女子生徒が紀のり之ゆきに気軽に声をかけてきた。

「いや、大丈夫」

「私の分を減らしていいから、彼にあげてほしいな」

　蒼井が口を挟はさんだ。

「俺おれらは同じ学校の生徒じゃん」

　そばの男子生徒は首を振った。

「じゃあ、好きなものを言って」

　女子生徒たちが、紀之をあの販売機の前に連れていった。紀之は学校生活でも、六組の女子生徒からは一いち目もく置かれていた。蒼井の幼おさな馴な染じみだからだ。

「六組はさ、カードの分配はどうなっているんだ」

「クラブカードは、まとめて販売機の前において自由に使っていいの」

　販売機の前には、カードの束が無防備に置いてある。

「自由？」

「うん。でも、気を遣いあっているから、みんなで一いつ緒しよに食べたりしているけど」

　紀之はコーヒーを買ってもらいお礼を言った。

　その後、紀之は六組の生徒に、自分の状況を話すことになった。紀之は、四組から逃げ出してきた事実を伏せ、蒼井と同じように調査に出て、偶ぐう然ぜん出会ったことにした。

　紀之は自ら腕輪を外したことを絶ぜつ賛さんされた。蒼井と同じように、外を調査しに行く役を自ら買って出たと思われたのだ。

「蒼井さんは、自ら腕輪を外して、危険な外を調べに行ったんだ」

　男子生徒がそう説明してくれた。

　見ると、蒼井を中心に生徒の輪わができていた。和泉いずみのように声をかけ集合させたわけではなく、自然に人間が集まったのだ。

　蒼井は何を言うわけでもなく、周囲の生徒たちの雑談に丁てい寧ねいに相づちをうっていた。

　紀之はこの空間に違和感を覚えた。

　虚きよ飾しよくの風景。この穏おだやかなシーンは不自然だった。

　化学変化の前後における諸物質の質量の総和は不変である。質量保存の法則だ。木が燃えたとしても、エネルギーの総量は同じなのだ。

　ストレスはどこにいったのだ？　この密室生活のストレスだ。蒼井が全すべて受け止めているのか、お互いに気を遣つかっての自己満足感でストレスを軽減しているのか。

　あの四組のギスギスした感じとは違いすぎた。この密室生活では、四組のようになるのが当然なのではないか。

　紀のり之ゆきはパックのコーヒーを飲みながら、六組の画面を見た。画面にはグリーンのスペードが大量に配置されていた。他ほかのカラーのスペードの姿も見える。コーヒーは久々の味に頭がくらりとしたが、よく味わってみると、コーヒー風味でしかなかった。カフェインは入っていないだろう。

　紀之がしばらく時間を潰つぶしていると、女子生徒の掛け声で、クラスメイトがシートに横になった。

「同じ時間に、シートを使って映画やゲームをすることにしているのよ」

　蒼あお井いが紀之に説明しつつにやりと笑った。

「千ち葉ば君はシートを使えないけど、この空いたシートに寝ていて。私も寝るから」

　蒼井は紀之をシートに案内し、自分のシートに戻っていった。

　六組の生徒は、みんなシートに横になり、ヘルメットを被かぶった。男子生徒が横になったシートに、女子生徒が率そつ先せんしてカードを挿そう入にゆうしている。男子生徒と女子生徒のエリアは分けてあるようで、左半分に男子生徒が横になっている。

　しかし、女子生徒たちは自分のシートになかなかカードを挿入しようとしない。ヘルメットを被ったり、横になったりしてはいるのだが。

　妙なことが起こった。

「そろそろいいわ」

　蒼井が男子生徒を確認してそう言う。すると、全すべての女子生徒がシートから立ちあがった。男子生徒たちは、ヘルメットを被ったまま映像や音の世界に身を投じている。

「彼は、しょうがない。腕輪をしてないし、まあ、私の幼おさな馴な染じみは本当だから大丈夫」

　啞あ然ぜんとする紀之の前で、蒼井が女子に呼びかけている。

「おまえにも手伝ってもらうぞ」

　蒼井は紀之に言った。

「じゃあ集まって」

　蒼井の号令で、女子は男子と反対側のエリアに移動する。蒼井の座ったシートを囲むように、十数人の女子が集まった。

「今回は裕ゆう子こが男子を見張って。美み香かと絵え里りは、何か食べるものと飲むものを持ってきて」

　蒼井はテキパキと指示を出す。ヘルメットを被って横になる男子をよそに、蒼井は手渡された菓子類を周囲に分配してから平然と口を開いた。

「じゃあ、今回も六組の作戦会議を開くわ」

　現在ヘルメットを被って時間を潰つぶしている男子。女子はその間に、秘密会議を開いている。

　紀のり之ゆきは、男子を見張る女子生徒の視線を見てぞくりとした。水すい槽そうの中の金魚や、カゴの中のインコでも見ているかのような、そんな視線だった。

　これはこの六組のズレだ。先ほど感じた不自然さ。莫ばく大だいなストレスは、この時間で溶かされている。

「紀之はこっちに」

　中心のシートに座る蒼井が手招きをした。

「作戦会議か」

　紀之は顔をしかめながらも、蒼あお井いの隣に座った。

「せっかく四組から来たのだから、情報を教えてもらおうと思う。いいよ、食べながらで」

　蒼井は、分配された菓子を食べずに待っていた女子たちに微笑ほほえみかけつつも、それが当然といった表情をしていた。

「で、紀之はマップを見て」

　マップには緑のスペードが大量に配置されており、端の方に黄色やオレンジのスペードが見えた。

「六組は緑。紀之の四組は青」

　蒼井は指を差して説明をする。

「まてよ、その前にこの状況の説明が先だろ」

「勘かんが悪いのね」

　蒼井はむっとした様子だが、女子の前でも完全に本ほん性しようを現すことはないので罵ば倒とうはしてこない。

「大体分かるけどな。クラブカード節約と、精神安定か」

「それもあるけど、現実的にこの特異な状態で男子が役に立つとは思えない。だから、操作している」

「俺おれのクラスでは、最初女子はぐずっていたけどな。それを男子がフォローしていた光景があった」

「それは最初だけ。男は愛あい嬌きようだけはいいけど、すぐに折れるし、状況の変化に弱すぎる。その点、女は感情が強い。ストレスにも強いし、度ど胸きようもあるわ」

「男は度胸、女は愛嬌じゃなかったっけ」

「おま……紀之は愛嬌のある女に会ったことがあるの？　私は度胸のある男に会ったことはないわ。で、六組の男子がおろおろしているうちに、私は基本的なルールを確認し、マップは実質女子が支配している。私たちがね」

　蒼井は、私たち、と強調した。六組にもサークルが編成されていたのだ。男子と女子と。四組の場合は、紀之とそれ以外だったが。

「食べていいよ。クラブカードも大半は私たちに渡っているから。男子は未いまだルールすら知らない奴やつもいるから」

　蒼あお井いは紀のり之ゆきにキューブ型のチョコを渡してから、寝ている男子たちにちらりと視線を向けた。蒼井の視線は、ただ冷たいだけで他ほかの感情は混じっていないように思えた。

　紀之は硬かたいチョコを前歯で削そぎながらマップを見た。緑のスペードの索さく敵てき範囲にあわせてマップが広がっている。緑のカラーは六組。その左サイドに黄色いスペードが数個見える。逆サイドにはオレンジのスペードが数個。

「序盤にスペードを移動させて、マップの全体像はある程度分かった。このマップには八つの国がある。たぶん二年八組まで。カラーは、緑、オレンジ、ピンク、白、黒、赤、青、黄色」

「へえ、競馬みたいだな」

「どこが？」

　蒼井が眉まゆを寄せる。

「競馬の枠わくだよ。一枠から、白、黒、赤、青、黄色、緑、オレンジ、ピンクでカラー分けしてレースを見やすくする」

「……なるほど。うちは六組だから、六枠の緑ということね。四組は青。ということは、一組が白と割り振られている可能性もある」

　蒼井はそう言いつつ、顔をしかめて紀之と目を合わせた。同じことを思いついたのだろう。まさか、これが競馬と同じようなレースなのではと。ゴールが設定されており、どこのクラスが一番になるかというギャンブルだったとしたら。

「じゃあ、隣の黄色は五組で、オレンジは七組かもな」

　紀之は下くだらない発想を、ほかの生徒に感づかれないように話を少しだけずらした。

「たぶんそうね。ただ、今のところ五組と七組とは友好的にやっているわ。あ、何か意見があったら自由に発言してね」

　蒼井も話を逸そらし、周囲の女子を見まわす。女子たちは時折チョコを口に運びながらも、食い入るように話を聞いている。このサークルは結束力がある。男子より上位の集団という優越感からだろうか。

「友好的にって、そんな感覚はあるのか？」

　スペードは攻撃しかできないはずだ。

「四組はどう対応していたの」

　紀之は少々口くち籠ごもった。いくら追い出されるように出て来たとはいえ、自分のクラスの情報を漏もらすのはどうかと考えた。

「私たちは包つつみ隠かくさず話しているわ」

　蒼井は紀之の心情を察したように睨にらみつけた。

「見えたスペードは攻撃。それだけ」

　和泉いずみの戦略だ。クラスをまとめるために、強攻策を取り続けていたのだ。

「確かにブルーにはすぐ攻撃されたわ。コミュニケーションは取れなかった」

「攻撃以外のコミュニケーションなんかあるのか。拠きよ点てんを奪われたら、収入がなくなるんだろ」

　他ほかの色のスペードを排除する以外に、方法があるものか。

「私たちはみんなで相談したから、その違いね。攻撃すると、スペードが消滅し、また生産をしなければならない。だから、スペードを使ってコミュニケーションをとることを考えた。まずは、お互いのスペードが見える位置まで進み、攻撃せずに待機。相手が攻撃してこなかったら、距離を取りつつ少し動いたりして反応を見る。相手が動いたら、同じ方向に動いたり、徐じよ々じよに接近したり。そうして、意思の疎そ通つうをはかった。相手に、こちらにも意思があるということを教えるためにね」

　確かに攻撃をすることなく、近隣のクラス同士協調できれば、それに越したことはない。しかし、それは忍耐力のいる行動だ。蒼あお井いは、男子を支配する強ごう引いんさと同時に、マップ上で駆け引きをする精密さも併あわせ持っているのだ。蒼井はみんなで相談したと言ったが、それはこのサークルを保つ建たて前まえだろう。

「問題は四組ね。あそこはスペードを増強しているわ」

「あっちから攻めてはこないだろ。そこまで攻撃的な戦略は立てていなかった。クラスをまとめるために、増強しているだけだ」

「それが問題よ。増えたスペードは、どこかで使う必要がある。そうしないと、四組のクラスメイトだって納なつ得とくしないでしょ。うちと四組の間には、黄色の五組がいるけど、五組は四組の侵しん攻こうにスペードを増強せざるを得なくなる。五組とは協調関係があるとはいえ、隣に大量のスペードが存在することは脅きよう威いよ。どうしたらいいかしら」

　蒼井は周囲の女子に聞いた。そんな蒼井の問題提起に、女子たちは真剣に討論を始める。

　紀のり之ゆきは思った。蒼井は女子生徒の意見など求めていないのだろう。ただ、皆で話し合う形を作り、サークルの絆きずなを深めたいだけなのだ。

　サークルを囲む鎖くさりが硬かたくなれば、足並みを乱す人間もいなくなる。お互いの絆が深まるというより、サークルの外に出されることを恐れ始めるからだ。紀之は四組での経験から学んでいた。

　過熱する討論の中、紀之はマップを見て考えた。スペードで相手を攻撃するのも、恐れからではないだろうか。相手を攻撃したいわけではなく、攻撃されることを恐れたから攻撃した。

　四組もそうだった。紀之と和泉いずみは、他のカラーのスペードを恐れ、攻撃するという戦略を出した。それは、後にクラスをまとめる戦略にシフトしたが。

　蒼井が予想したとおり、このシェルターには二年生の八クラスが存在するとする。マップにも八つの国。

　スペードは徐々に増えていくだろう。それは、相手を攻撃するためではなく、恐れからだ。最初は恐れ、スペードを増やさざるを得ない。

　そして膨ふくれ上がったスペードは、何かの拍子にバランスを崩くずす。風船は激しく破裂する。

　八クラス入り乱れての戦争が勃ぼつ発ぱつする可能性があるのだ。

「紀のり之ゆきは何か意見はないの。四組の対応策で」

　蒼あお井いは考えをめぐらせる紀之に聞いた。

　討論は空転しているようだった。スペードを増やすべきだとか、現状維持だとか、突っ込んだ戦略の意見は出ていない。

「ある程度四組の青いスペードを間ま引びきしたほうがいいかも」

「うちのスペードを使って？」

「そんなにアクティブにしなくても、間に五組がいるから大丈夫だろ。それに、五組と協調関係にあるんだろ。協調関係を強固にするチャンスなんじゃないか」

「五組を攻撃してくる四組のスペードを倒すことで、味方だとアピールするってことね」

　蒼井は大げさにうなずいてみせた。もともと、この程度の作戦は考えていただろうが、自分から意見は出したくはなかったのだ。少しでも蒼井の独どく裁さい色しよくを消しておきたいはずだ。

「私は、皆の考えを取り入れたよいアイデアだと思うけど、どうかな。隣とは協調しておくべきだし、四組のブルーのスペードも減らさなきゃいけない」

　蒼井が聞くと、女子たちは笑顔でうなずいた。この意見は自分たちの意見が反映されている。そんな表情だった。

　その後、蒼井はスペードをいくつ作るか、スペードの移動など、戦略的な議題をこなし、男子についての話になった。

「男子の管理について何か意見があれば言って」

　蒼井の呼びかけに、意見は先ほどよりも大量に飛び交った。

　紀之は、女子たちの瞳ひとみが生き生きと輝きを帯びていることに気づいた。

　男子を支配するためのアイデア。女子たちの頭はそれを考え回転し、精神を保っていたのだ。

　女子たちはここに紀之がいることも忘れ、男子を家か畜ちくにするための討論を続けている。そんな表情は、ファーストフードで群れている女たちのそれと変わりがなかった。

　女は強い。紀之は素直にそう思った。

　何も知らず、ヘルメットを被かぶり寝そべっている男たち。紀之は彼らがただの電池のように見えてしまった。女という存在を光らせるために、ただ電気を吸い取られる。そんな異常な状況だ。

　しかし、紀之は思いなおした。同じではないか。現実の社会でも、男は女に搾しぼり取られる。ただの電池に過ぎない。

　紀之は、黙もく々もくと仕事をし給料を運んでいた父親を少しだけ思い出した。

　周囲の女子の笑い声が、挽はるか遠くに聞こえた。




　紀のり之ゆきは、六組のシェルターで時を過ごした。

　六組は表向き順調だった。クラスメイトはお互いを気き遣づかい、ひとつにまとまっている。

　特に女子の男子に対する献けん身しん的てきな態度。体調を気遣い優やさしく微笑ほほえみかけている。その笑みは、優しさではなく優越感の笑みだということに男子は気づいてないのだ。

　男子はそんな女子のために、自らを犠ぎ牲せいに尽くそうとしている。

　哀あわれだろうか。いや、お互いの関係が歪ゆがんでいるだけで、決して糸は切れていない。正常に機能しているのだ。出力された結果だけ見れば幸せではないか。

　一方、紀之の立場は、温かい湯船の中のようだった。

　四組で孤こ立りつしていた紀之は、今や強固なサークルの中に存在する。六組の女子が形成する鎖くさりの内側。それは安あん堵ど感かんと共に妙な息苦しさを感じた。

　マップの変化。スペードを増強させる四組。隣の五組の黄色いスペードは青いスペードと激突を繰り返していた。消耗戦。この行為は何を生み出すのか。不ふ毛もうな行為。

　しかし、蒼井はそれを利用した。慎しん重ちように六組のスペードを動かし、五組に加勢していることが分かるように、四組のスペードを攻撃した。

　アピールの効果は如によ実じつに現れる。

　五組は六組を完全なる味方と判断したようだ。お互いのスペードが接近しても決して攻撃をしかけられることもなく、国に近づきすぎても牽けん制せいされることもなくなった。

　また、援えん軍ぐんの出現に、五組は攻撃的になった。

　積極的に四組を攻撃し始めたのだ。

　今までは自国の周囲を固めていただけだったが、五組側から動くようになったのだ。

　その結果、四組と五組とも、急速にスペードが減少していった。ここまでは狙ねらいどおり。ただ、ふたクラスとも、それを補うためスペードの生産ペースを上げた。

　あのクラブカードの配給を断って、その分をスペード生産に回しているのだろう。

　紀之は四組の現状を思い浮かべた。

　現在どうなっているだろうか。クラスはひとつにまとまっているかもしれない。脅きよう威いが迫っているからだ。積極的に攻撃してくる黄色いスペード。その攻撃を跳ね返すために、ひとつにまとまり耐えねばならない。

　しかし、そのストレスはどこにいくのだろうか。どこにもいくまい。ひとりひとりが溜ため込こむしかないのだ。

　その溜め込んだストレスもいつかは臨りん界かい点てんに達する。

　和泉いずみはクラスメイトをどう導くか。

「自分のクラスのことでも考えているのか？」

　紀之は蒼あお井いの声で我に返った。

　暗い周囲と静けさ。ここはシェルターの外だ。中央の円形ベンチに、蒼井と並んで座っている。

「なあ、ずっとスペードを作り続けて、ダイヤをクラブカードに回せない。だったら、メリットはないから、腕輪を外して出てこようと、そう思う奴やつはいると思う？」

　紀のり之ゆきは暗くら闇やみに焦しよう点てんをさ迷わせながら言った。

「いないな。中にいるのは、物が目的じゃない。心の安定を得るためだ。奴らの頭の中では、この中が安全なエリアだと刷すり込まれている」

「何で典のり子こは外に出て来たんだ」

「調べないわけにはいかないだろうが。それに、外に何かがあった場合、先にクラスの奴に知られちゃいけないだろ。案あんの定じよう、ここには何もなかったがな。だが、あの腕輪を外す大義名分もできたし、他のクラスもここにいるって確認できたからいい」

「戻れない可能性があるとは考えなかったか？」

「おまえとは違うんだよ。私は確固たる人間関係を構築している。上うわっ面つらの人間関係のおまえは追い出されたんだがな」

「あれが確固たる人間関係か？」

「当然だ。しっかりと分けている。全すべてを隠かくして利用する人間。半分隠して、少しだけ利用する人間」

「俺おれは？」

「おまえとはイーブンだ。だから、メリットもないのに助けてやっただろうが」

「俺が六組の中に入って、困ることとかあるか、やっぱり」

「ありすぎるんだよ間ま抜ぬけ。考えてみろ、あの女子の強固な枠わくの中に男が入る。特異点だ。閉ざされた空間で馬ば鹿かになって、おまえに好意を抱く女子も出てくるかもしれないだろ。それだけで混乱の元だ」

「だから、ここに来る時間が多くなったのか」

「だが、今度は男子たちに不満が溜たまるかもしれない。ふたりで出ていったんだぞ。妙な想像をかき立てているかもしれない」

「典子に妙な想像？」

　紀之はうめくように笑った。

「私は、奴らにとっては天使だ。きっと、奴らの頭の中で私は何回も裸はだかに剝むかれているに違いない」

「下げ品ひんだな」

「重要なことだがな。本来だったら、男子はセックスを利用して支配するほうが簡単だ。しかし、女子の和を乱すことにも繫つながるのでできない。それに、どうも男子の性欲も減少しているようだ」

「し、調べたのか」

「それとなく。性欲が減少しているというより、男性機能が落ちていると表現するのか……」

　蒼あお井いは首をひねっている。

「そういや、うちのクラスでも性的な行為でトラブったことはないな。何か食べ物に薬でも混じってんのかな」

「おまえはどうだ」

「逆セクハラか？」

「今いま更さらくだらないことを言うんじゃねえよ」

　蒼井がじろりと睨にらんだ。

「俺おれは大丈夫だな」

「やはりヘルメットのＡＶシステムかもな。何か脳にシグナルでも送られてきているんだろう。脱力感や無気力感もその影響だ。にしても、クラスの男子の八割は私のことが好きだ。私と行動しているおまえに、徐じよ々じよに態度を変えるかもしれないぞ」

「自信家だな。じゃあ、ここに出てくるのは俺だけにするか」

「それも駄だ目めだな。二人で出てきているのは、私がおまえにスパイ容よう疑ぎをかけているからだ」

「はあ？」

「と、クラスメイトに言った。助けてやっているが、信用はするなと。クラスの結束を固める理由もあった。だから、こうしてここでは私が見張ることになっている」

「スパイなんかじゃないからな」

「当然だ。おまえがそんな器用なことをできるはずがねえ。一いつ緒しよに出てきてるのは、私のストレス解消におまえが役立つからだ」

　紀のり之ゆきは会話をしつつ気づいた。

「なあ、典のり子こがここに来ているのは、スパイをするためか」

「そうだ。よく気づいたな」

　蒼井はにやりと笑った。

　紀之のように外に出てくる生徒を待っていたのだ。

「シェルターのなかに戻れるようにしてあったら、私も付いていき、そのクラスの情報を得る、もしくは支配をしようと考えていた。おまえは扉を閉めちまったがな」

「俺しか出てこなかったんだ。他ほかのクラスの生徒が出てきたら、うまくいく可能性があったんだけどな」

「出て来たのを確認したのは、おまえで二人目だ」

　紀之は顔をしかめて蒼井を見た。

「その一人目はどうした？　上手うまくいったのか？」

「ずっと隠かくれていた。やりづらい生徒で、見つかると厄やつ介かいだと思ったからだ」

「青い天使がやりづらい生徒なんかいるのか？」

「愛まな美みだった。一組の」

　紀のり之ゆきは愕がく然ぜんとした。正まさ樹き愛美が出て来たというのか。あの完かん璧ぺきなる女神が。そうだ、女神もこのシェルターに存在するのだ。

「は、話せばいいじゃんか。正樹なら……」

　彼女ならどんな困難に遭あっても光を失うまい。正義感に溢あふれ、優やさしく頭脳明めい晰せきな完全なる存在だ。

　愛美を思い描いている紀之に気づいたのか、蒼あお井いは冷たく呆あきれたような視線を向けている。

「二年の二大美少女とか言われている仲じゃんか。片っ方はこんなだけど、あっちは女神だぞ」

　一年の時から二人は輝いており、二年のクラス換えで、一組と六組になった男子生徒は気が狂わんばかりに喜んでいた。別のクラスの男子生徒も、天使か女神かで熱い議論を交わし続けている。

「その女神のいるクラスを支配するには労力が要るだろ。一組に行くメリットはないと考えた。それに愛美は信用できねえ。特にあの目」

「あの澄んだガラスのような瞳ひとみがか？」

「おまえにはそう見えるか」

　蒼井はふっと笑った。

「正樹と典のり子こは話したことあるのか？　表向きは仲良くしているんだろ。それとも、ライバルみたいにバチバチ火花を散らしているのか」

「視線すら合わせたことないな。あっちも避けてるんだろうな」

「そっか。イメージ的には一いつ緒しよにパフェなんか食べたりして、仲良くしてそうなんだけどな」

「馬ば鹿かな男どものイメージだ」

　紀之と蒼井は顔を見合わせて笑った。

　その時、フロアに金属の軋きしむ音が重苦しく響いた。

「立て」

　蒼井は息を吞のんで立ちあがった。

「隠かくれるぞ」

　紀之は蒼井に柱の影へと引っ張られる。

「何の音だ？」

　紀之は声を潜ひそめて聞いた。

「ドアが開かれた。向こう側の扉だ」

　蒼井と紀之は息を潜めて様子をうかがった。腕輪を外し、このフロアに出て来た生徒がいるのだ。

　不意にフロアに声が響いた。

「誰だれかいませんか。いたら、返事をしてください」

　紀のり之ゆきははっとした。このクリアな声こわ音ねには聞き覚えがある。

「外れだ」

　蒼あお井いは吐き捨てた。

「私は一組の正まさ樹き愛まな美みです。他ほかのクラスの生徒はいないですか」

　愛美の声が、闇やみの中を照らす強烈な光のように響いている。

「交流を図るべきじゃないか」

「静かに」

　蒼井は紀之の口に人差し指を当てた。

　しばしの沈黙の後、扉の閉まる音が空間に重々しく響いた。

　女神は扉の中に戻ったのだ。

　紀之は、再び絶望の闇に沈んだ空間に視線をさ迷わせ、悔かい恨こんの念にとらわれた。

「私たちも戻ろう」

　蒼井は六組の扉へと戻っていった。




　紀之は、六組のシェルターの中、シートに横になりながら状況の変化を感じていた。

　自分への風当たりではない。六組の生徒は、表向き普通に紀之に対応してくれている。心の中でどう思っているかは分からないが。

　ただ、四組でただひとり疎そ外がい地ちにいた紀之からすると、この場所はとても心地がよい。自分の居場所。それがここにはあった。普ふ段だん嫌っていた鎖くさりが、今は安あん堵ど感かんを得る存在となっていた。

　状況の変化とは、マップのことだ。

　スペードの増殖。どの国も、スペードを増産しだした。

　四組の青いスペードが引き金になったのかもしれない。好戦的だった青いスペード。そして、隣の黄色いスペードとの交戦。その動きに気づいて、周囲もスペードを量産し始めた。

　小さな動きをきっかけに、争いの火種が膨ぼう張ちようしだしたのだ。

　スペードは感情を表現しているかのようだ。紀之はそう感じた。人間の心なのだ。不安、焦しよう燥そう、憎にくしみ、恐怖。そんなドロドロとした感情が、シンプルなマークで表現されていた。

　マップで動き回るスペードは、まさに生徒たちの感情を表現しているのだ。冷静に戦略的に、時にはヒステリックに。

　六組のグリーンのスペードも加速度的に増えていく。大きくなる不安と共にスペードも増えていったのだ。

　六組は、極度の節制をすることもなく、スペードを増やしていた。男子を支配する女子の体系もあるが、それ以外に両サイドの国との関係が大きかった。

　増えたスペードはマス目を埋うめて広がり、他のカラーと接触し、攻撃をして消滅。そんなパターンとなるはずなのだが、両サイドの国と友好的な関係を築いていた六組のスペードは、削けずられることがなかったのだ。

　黄色とオレンジは、逆サイドのカラーのスペードと小こ競ぜり合あいを起こしているようだったが、それをこちらに向けることはなかった。

　マップ上部の様子はよく分からなかった。そこまでスペードを運ぶことができないために見えていない。

　ただ、ちょくちょくと白いスペードが確認できた。白いカラーは、たぶん一組。あの愛まな美みのクラスだ。紀のり之ゆきの頭の中では、あの愛美の声がずっとエコーし続けていた。

　他ほかのクラスの生徒がいると知っているのだろうか。マップを見て予想したのか、生徒と接触したのか。

　たぶん、愛美は自分の置かれた状況を確認したあと、すぐにクラスメイトの安否を確認した。その後、自然に他のクラスの生徒の心配をしたはずだ。そして、同じ行動をしていた八クラスは、同じ状況に置かれているはずだと考えたのかもしれない。

　だから、自ら腕輪を外し、暗くら闇やみの中呼びかけていたのだ。

　マップにちらちらと見える白いスペード。それは愛美の優やさしさや憂うれいのように感じた。

　呼びかけているのだ。私はここにいる、皆は無事なのかと。そんな気持ちと言葉が白いスペードに含まれている。

　コミュニケーションの象徴だ。ただのマークだが、マス目の上のスペードは会話をしていた。

　人間の会話と同じなのだ。どう複雑な会話をしようと、根本はイエスかノーかのシンプルなものでしかない。

　そんなスペードは、マップを満たしながらも、何とかバランスを取っていた。スペードで攻撃しあっての小競り合いは、険けん悪あくであってもコミュニケーションの範囲内だった。

　しかし、さらに状況の変化。

「おかしいわ。青、四組のスペードの数が多すぎるの」

　蒼あお井いがマップを指差し言った。

　六組の女子による戦略会議の最中だった。男子はシートに横たわり、幻げん想そう世界へとトリップをしている。その時間、女子は変わらず現実を見つめていた。

　紀之は女子の輪わの中に入り、一いつ緒しよにマップを見つめていた。マップの視界は、六組を中心に両サイドの国までカバーしている。左サイドの五組の黄色は、相変わらず四組の青と戦っていた。ある程度の均きん衡こうを保って戦っていたのだ。

　しかし、いきなりバランスが崩くずれた。青いスペードの数が突とつ如じよ増えたのだ。そんな青いスペードは、黄色の国に迫ってきている。

「どんなに節制しても、スペードは十二時間ごとに三つまでしか作ることができないはずよ。でも、四組はそれ以上のペースで生産をしていることになるわ」

　蒼井が女子を見まわし意見を求めている。しかし、建設的な意見は出てこない。

　紀のり之ゆきはマップを見ながら考える。確かに青いスペードの生産ペースは速かった。マップで四組の国までは確認することができないのだが、五組に迫ってくる青いスペードが異常に多くなったのだ。

　スペードを貯ため込み、一気に攻撃をしかけたわけではないはずだ。紀之が出て行った時、ダイアの貯金もなかった。さらに、一定ペースで五組によってスペードは削けずられていた。

　ダイヤを全すべてスペードに代えたとしても、ここまでのペースは考えられない。それに、そんな極度の節制には耐えられないだろう。

　紀之は密室で時を過ごした四組のクラスメイトを思い出した。いくらひとつにまとまろうとも、奴やつらが薬臭くさいゼリーで空腹をしのぎ、耐たえ忍しのべるわけがない。

　和泉いずみはどんな戦略を練ねったのだろう。この四組の変化は、和泉がキーを握っているはずだ。

「やっぱり、偵察をするしかないわね」

　蒼あお井いが結論を出した。自国の緑のスペードを動かし、状況を確認するしかないのだ。

　しかし、その偵察も慎しん重ちようにやらねばならない。軽けい率そつにスペードを動かすと、周囲の別のカラーのスペードを触しよく発はつすることになる。

　このマップには八クラス分の八つの国がある。マップで全てを見ることはできないが、八色のスペードは、確実に増えている。今やこのマップは火か薬やく庫こ同然だ。

　そんな中で、スペードをむやみに動かす行為は火種となりかねない。間違えば、火薬は一気に爆発する。

　女子はマップの前に集まる。蒼井が画面の前に立ち、じっとスペードを見つめている。

「私の判断でいいかしら」

　蒼井は、女子の意見を取り入れ結論をまとめるという、いつものプロセスを排除し画面と向かい合う。もともと、蒼井以外の女子に意見などないのだ。話し合いはパフォーマンスに過ぎない。

「明あけ美み、お願い」

　腕輪をしていない蒼井は、女子をひとり呼び寄せ、自分の代わりにスペードの操作をさせる。彼女は蒼井の指示を受け、緑のスペードにタッチし、慎重に四組方向へ動かした。他ほかのカラーに削られることを予測して、三つほどの編隊を組んでいる。

「また十二時を越えたら動かしましょ」

　蒼井はスペードを動かし終え言った。一回動かしただけでは、状況を把は握あくできるほど近づけないのだ。

　その後、蒼井はじっと画面を凝ぎよう視しし、今後のスペードの動きの戦略を練っているようだった。

「ちょっと来て」

　蒼井は画面を見ながら紀之を呼び寄せた。紀之は呼ばれるまま画面の前に立ち、蒼井と今後のスペードの動きを話し合った。

「できるだけ、遅おそい時間に動かしたほうがいいだろ。相手が動いてから」

「回り込むようなルートがいいわよね」

　紀のり之ゆきと蒼あお井いは、画面の前で話し合いに熱中してしまう。

「蒼井さん」

　ふと女子が呼んだ。

　はっと振り向くと、周囲の女子が戸と惑まどったような表情を浮かべていた。

「そろそろさ」

　ひとりが男子を指差した。

「そうね、そろそろ起きるわね」

　蒼井はうなずき、女子は自分のシートへと戻っていく。

　その時紀之は、女子が自分に向ける視線が変化したように感じた。妙な違和感。

　このクラス、いや女子のグループに協力をしているのだ。そのために必死にマップのシミュレーションを行っている。そんな紀之を認めだしたのかもしれない。サークルの中の一員として。

　紀之はそれから、積極的に戦略会議に参加をした。四組でのように、孤こ立りつすることは真まっ平ぴらだった。このグループに必要な歯車であることをアピールするのだ。

　周囲の女子からは意見がほとんど出ないので、必然的に議論は蒼井と紀之の対話になってしまう。

　それでも、慎しん重ちような行動が功こうを奏そうし、緑色のスペードは核かく心しんへと接近していった。

　時間は経過し、ついに青いスペードの驚きよう異い的てきな生産ペースの真実が判明した。

　緑のスペードは、その現状を一瞬だけ捉とらえ、すぐに青いスペードに攻撃され消滅した。

　マップの視界は、偵察を出す前に戻った。

「……」

　蒼井は画面の前で沈黙している。

　紀之はただ呆ぼう然ぜんと先ほどのマップの意味を考えていた。四組のスペード量産の理由。

　四組の生徒の足並みが乱れてきてたのでは、と思う。それまでストレスのはけ口だった紀之が消えたからだ。さらに、隣の五組との小こ競ぜり合あい。スペードを消費し節制を強しいられた。

　そこで、和泉いずみは強ごう引いんな行動にでたのだ。この状況を打開するには、収入を増やすしかないと。

　だから、他の国を占領したのだ。

　四組の隣の三組。赤いスペードは全すべて消滅し、赤い国のマークの上には青いスペードが載のっていた。そんな現状が、一瞬だけマップに映し出されたのだ。

「占領ということ？」

　蒼井がちらりと紀之を見た。

「占領した国の収入が手に入るルールだったんだな」

　戦略ゲームと同じだ。占領した都市の収入を奪えるのだ。

「現在四組の収入は、倍の六十程度になっているということね」

　そして、たぶん三組の収入はゼロになっている。

　紀のり之ゆきは三組の現状を思い浮かべた。ただ力なくシートに横たわっている。ヘルメットを被かぶり、チカチカと点てん滅めつする光を見て、水と味のないゼリーを摂せつ取しゆする生活。

「どうすればいい」

　蒼あお井いは画面を見ながらつぶやいた。そんな周囲で、女子はおろおろとしているようだった。

「……大丈夫よ。皆で話し合えば何とかなるわ」

　蒼井は、女子生徒の不安げな表情に気づいて我に返った。

　それから蒼井は、シートへと戻り女子だけの戦略会議を開催した。当然のように、建設的な意見は出ず、蒼井も女子の意見を上うわの空そらで聞いているようだった。

　暗あん雲うん。六組の頭上に突とつ如じよ出現した黒い雲。

　空転する議論の中、紀之が口を開こうとしたが、蒼井は一瞬だけ鋭い視線を紀之に向けた。蒼井は何も言うなといっている。

「大丈夫よ。考えてみて、四組が収入を増やしたとしても、たかだか倍よ。四組とうちの間には五組があるわ。私たちは五組が占領されない程度に手伝ってあげればいい。そうすれば、隣との協調関係も強くなるから。それに、四組は収入を増やしたことで、満足をするはず。しばらくすればおとなしくなるわ」

　蒼井は饒じよう舌ぜつに語り出した。全すべては想定の範囲内であることを説明する。

「それより、問題は男子。めまぐるしく変化しているマップを見て、疑問に思いだしたようだから、皆でしっかりフォローしないと。それが一番重要だわ」

　蒼井は周囲の女子に指示を出している。皆で話し合ったうえで結論を出していた、という体系は崩くずれている。この非常事態に、平等を演じることを忘れているようだった。

　その後、男子が起き、女子はいつも通り演技を続けた。ただ、蒼井の表情は晴れない。

「私、外を見てくるね」

　蒼井は生徒たちにそう言い扉に向かう。

「あとはお願いね」

　近くの女子に耳打ちし、ちらっと紀のり之ゆきを見る。

　紀之は蒼井と一いつ緒しよに扉をくぐった。閉める寸前、男子の険けんの含んだ視線を感じる。やはり、蒼井とふたりきりで外に出ることに、嫉しつ妬としているようだ。

　蒼井は、慎しん重ちように二つ目の扉を開けると外の様子をうかがう。

「大丈夫、誰だれもいない」

　紀之は先に外に出てうなずいた。蒼井もうなずき外へ。

「忘れている、ストッパー」

　紀のり之ゆきは慌あわてて言う。蒼あお井いもはっと気づき、閉まりかけたドアを押さえ、いつものようにローファーを挟はさんだ。

　蒼井と紀之はほっと息をついてから、中央のテーブルへと進んだ。

　蒼井はへたり込むように腰を下ろした。

「困ったことになった」

　蒼井は重いため息を吐ついた。

「大丈夫よって、言ってただろ、典のり子こは」

「そう言うしかねえだろうが。それより、四組は知ってたのか。国を取れば、収入が増えるってことを」

　紀之はしばし考える。和泉いずみが中心となって行動を起こしているはずの四組。

「和泉とそんな会話をした気がするよ。戦略ゲームをモチーフにしているようだから、拠きよ点てんを占領すれば収入が見込めるって」

「あの小さいのが四組のブレーンか。まずいな」

　蒼井は顔をしかめている。

「和泉を知ってるのか。一年の時もクラス離れていただろ」

「あの麻マー雀ジヤン大会覚えているか」

「ネットのか？」

　この高校にはネット広場という、生徒が利用するいわゆるチャットのようなシステムがある。蒼井は、そこに不正アクセスをし、生徒同士で麻マー雀ジヤンゲームなどをできるようデータをいじったのだ。

　そして、週に一回、ネット上で麻雀大会を開いていた。紀之もたまに参加をしていた。参加している人数は、合計五十人ほどだろうか。

「順位を覚えているか？」

「俺おれは通算四位か？　典子が二位だっけ。確かアカギっていうハンドルネームだったよな」

「一位にイヴというハンドルネームのプレイヤーがいる。それがたぶん奴やつだ」

「豪ごう腕わんイヴは和泉だったのか？」

　あの豪快でいて緻ち密みつな打ち筋。

「初代竜りゆう王おう戦せんとして、ベスト４で打った時に、パソコンの稼か動どうしている場所を調べた。イヴは文芸部のパソコンからアクセスしていることが分かった」

　文芸部は確かに和泉が部長だ。

「くそ、和泉に初代竜王を取られたのか」

「今後、奴がどう動くか。それが問題だ」

「三組はどうなると思う。収入がなくなった。ということは、腕輪の必要はなくなるだろ。ここに出てくる可能性はある」

「それはない。収入がなくなったからこそ、すがるはずだ。弱くなった心は外へは向かわず内に籠こもる。いま、三組の人間は、ヘルメットを被かぶってじっとしているはずだ。カードを入れなくても、何か見えるからな。収入のなくなった今、この腕輪だけが最後の砦とりで。そう思っているだろうな」

「和泉いずみは攻撃的な性格じゃないと思う。そろそろ、他ほかのクラスが存在することにも感づいているだろうし。ただ、周囲の生徒をまとめるために……」

「植民地拡大は当然の成り行きだろう」

「危険なのは二組だよな。五組はまだ、六組のフォローがあるから大丈夫だけど」

「しかし、遅おそかれ早かれ、脅きよう威いは向かってくる」

　四組の生徒は、収入が増えたことに安あん堵どするより、さらに増やすべきだと、今ごろ和泉に訴えているだろう。国民は勝利に熱狂し、さらなる勝利を求めてひとつにまとまる。

「どうするべきだ？」

　蒼あお井いと紀のり之ゆきは顔を見合わせ沈黙した。

　火種だった。火薬を爆発させる火種。ボッと音を立てて炎を上げたのだ。

　周囲のクラスも気づき始めるだろう。この世界のルールに。相手の国を占領し、富を抱え込むこのルールに。

　四組の行為を知った時、まず芽め生ばえるのは恐怖だ。その恐怖があるゆえに、攻撃的にならざるを得ない。自らも武器を取るのだ。占領される前に占領する。

　恐怖はさらなる恐怖を呼び込み、世界は混こん沌とんと暗黒の戦争に突入する。

「やるしかない」

　紀之は言った。指をくわえてみている訳わけにはいかないのだ。

「取られる前に、取るしかねえか」

　蒼井も覚かく悟ごを決めたようだ。他のクラスを支配し、収入を上げる。それしか対抗する術すべはない。

「スピードが重要だ。もたもたしていると、警戒されるから」

「先に五組か。四組との戦いの間かん隙げきを縫ぬって占領する」

　紀之と蒼井は戦略を話し合った。

　これは仕方がないことなのだ。やりたくて他のクラスを占領するわけではない。占領されないために占領するのだ。正当防衛ではないか。

　この行動には大義がある。四組という野や蛮ばんな悪から、クラスメイトを守るための行動なのだ。




　蒼井と紀之は六組へと戻る。

　そして、女子だけの時間帯になると、蒼井は今後の行動を女子に伝えた。

　仕方なく、こちらも動くと。このままでは六組も占領され、収入を失ってしまうからだ。

　女子は同意する。当然だった。占領をむざむざ受け入れる理由はないのだ。

　紀のり之ゆきは画面の前でマップを見つめて戦略を練ねった。五組にこちらの行動の真しん意いを悟さとられないように行動せねばならない。そして、すぐにそこを防衛する。五組を占領しても、それを四組や五組の残党スペードに奪い返されては意味がないのだ。まとまった戦力が必要だ。

　幸いにして、緑のスペードは貯たまっている。これだけあれば作戦は成功するはずだ。

「男子が起きる前に、動かしたいわ」

　蒼あお井いが紀之の横に来た。

「先に青いスペードを削けずろう。五組を助けるふりをして、一気に占領するしかない。できるだけ、黄色いスペードが少ない時に」

「このスペードから動かすわ」

　動かすべきスペードは大量にある。これまでのように、女子全員で話し合うパフォーマンスをしていたのでは時間が足りない。

　蒼井は、紀之とだけ意見調整をしつつ、慎しん重ちようにスペードを動かしていく。この行動の本当の意味を、五組に知られてはいけない。協調をぎりぎりまで装よそおい、すばやく裏切るのだ。

「このスペードは回り込むように。黄色の索さく敵てき範囲外から進んだほうがいい」

　紀之は蒼井とスペードを操作しながらどきりとした。画面の前に立つふたりの後で、女子たちが無言で立っていた。

「時間がない」

　蒼井が言い、紀之はマップに集中した。

　蒼井はマップを操作し終わると、ダイヤを全すべてスペードに交換した。

「しばらくは、クラブに替えられないわ。ただ、男子にこの状態を教えるわけにいかない。私たちも節制しましょ」

　女子は蒼井の意見に従い、シートまで戻った。

　節制。しかし、この状況は、四組の状況と同じく、連帯感を生むのではないだろうか。目の前の危機は集団をまとめる。この女子のサークルも、今回の危機によって、輪わはより強固なものとなる。

　本格的な戦争の開始。それは静かに悪意を隠かくした状態で行われた。

　マップのスペードは、これから始まる嵐あらしを予見するかのように、不ふ穏おんに蠢うごめき始める。

　紀之と蒼井は、それからも戦略を話し合い、十二時間ごとにスペードを動かした。

　五組の国を狙ねらいつつも、周囲の偵察も怠おこたらない。

　まだ二組の黒は、青に取られていない。しかし、その隣の一組の白の動きには変化があった。スペードを貯めていた。青いスペードの動きに敏感に反応しているようだった。

「いけるかしら」

　十二時を何回か越えた時、緑のスペードは五組の国マークを移動範囲に捉とらえていた。

　上手うまい感じに黄色いスペードが削けずられている。しかし、青いスペードもすぐそこまで迫ってきていた。

「できるだけ時間ぎりぎりにやったほうがいい。相手が動かし終わってから」

「そろそろ行くわ。周囲のスペードはほとんど動き終わっているわ」

　蒼あお井いが行動を開始する。緑のスペードを、青から国を守るように配置。ここまでは、五組は自分のことを守ってくれている、とそう思っているだろう。

　ここまでの行動を疑問に思わなかった浅あさはかさの罪。

　蒼井は緑のスペードで、黄色の国の上にあるスペードを攻撃。

　デモ終了後、ついに五組の国が無防備に姿をさらした。

「チェックメイト」

　蒼井は、女子生徒に指示を出しスペードを国の上に進めた。

　経過を見ていた周囲の女子から小さく歓かん声せいが漏もれた。

　画面に変化があった。ダイヤマークの下、30だったのが61に増えている。五組の収入を奪ったのだ。

　さらに蒼井はガードのためスペードを進め、四組との決戦に備えている。

「紀のり之ゆき、あとは任せるわ。私たちは、この状態の男子への対応について調整しなきゃいけないから」

　蒼井は、その後のマップ操作を紀之に投げ、女子を連れてシートへと移動する。

　紀之は自国の防衛と、偵察、占領国の防衛を固める。画面操作役の女子にスペードの動かし方を指示した。

　蒼井たちはダイヤの数値が増えたことに対する、男子への言いい訳わけなどを統一しているのだ。

　紀之は、残りの黄色のスペードの残ざん党とう狩がりなどを行いつつ、マップを整理した。

　今、五組は呆ぼう然ぜんとしているだろう。味方だと思っていた緑に裏切られたのだ。そして、その後怒りに震えるはずだ。六組に対してではなく、自分たちの間ま抜ぬけさに。しかし、もう遅おそい。

　今まで五組と足並みを揃そろえてきたのは協調ではないのだ。裏切ることを前提に、ただ攻撃をしなかっただけだ。

　紀之はこれからのことについて考えた。四組との決戦。収入はほとんど同じなのだ。

　紀之はオレンジの七組側に配置していた偵察用スペードを動かすよう指示を出した。マップをタッチしていた女子生徒は、動かし終えたあと首を傾かしげた。

　紀之は、マップのそれを見て愕がく然ぜんとした。

　うちのクラスだけではなかったのだ。すでに別のクラスも行動を起こしていた。

　八組、ピンク色の国。

　すでになくなっていた。白いスペードに支配されていたのだ。一組だ。あの愛まな美みのクラス。

　小さな火種は確実に引火していた。大きく炎を上げ、その炎はさらに大きな炎を呼び起こした。

　これは収しゆう束そくではなかった。さらなる混こん沌とんへの序章プロローグだったのだ。




　世界は変化した。

　穏おだやかだった海は、感情や欲望と共に渦うず巻まいている。

「白と青が収入約六十。うちの緑も同じく。残りはオレンジと黒」

　蒼あお井いが画面の前に立ち、情報を反はん芻すうするようにつぶやいた。

「青の動きだけ注意してるわけにもいかなくなったな」

　紀のり之ゆきも画面を見つめている。現在は女子の時間帯。その時間にマップを操作しなければいけない。

　しかし、女子はほとんど意見を出すことなく、実質蒼井と紀之の討論で行動を決定していた。

　時間がないのだ。紀之は少々疲れていた。特に蒼井の疲ひ弊へいは深しん刻こくだった。

　十二時を過ぎ、男子が起き出すと、蒼井は平然と男子の相手をしなければならない。その後、男子をシートに沈めてから、紀之と戦略を話し合いマップ操作。寝る暇ひまはほとんどなかった。

　蒼井は男子の前では天使を演じなければならないのだ。マップの変化をごまかすために、さらに気を遣つかわねばならない。なので、最近は扉の外にも出ていない。

　天使は飛ぶ力を失いかけている。

「まずいわね。十二時間のうちの前半はマップを触れられないというのに」

「大丈夫だ。スペードの動きは、ターンの最後の方に集中する」

　十二時間ごとにスペードは、各一回動かせる。基本的に相手の動きを見てから動いたほうが有利ではあるのだ。

「少し休んだほうがいいんじゃないか？」

「大丈夫よ。みんなは、今のうちに休きゆう憩けいしていいから」

　蒼井は女子に気を遣つかった。しかし、周囲の女子は複雑な表情で首を振っている。

　紀之は、そんなやり取りを横目に、マップを見つめて情報を整理した。

　予側に過ぎないが、マップには八クラス存在する。一組から時計と逆周りに八角形に並んでいる。

　すでに三クラスは、なくなったも同然だ。支配されたのだ。一組、四組、六組がそれぞれ支配した。そして、現状維持のクラスは、二組と七組。

　紀之はこの二つのクラスがキーとなると考える。

　この二つのクラスをどこが支配するかがキーなのだ。

　一番有利なのは一組だ。両サイドに二組と七組がいる。すでに八組は支配下なので、両サイドに力の弱い二クラス。

　その点、四組と六組はきつい。スペードをもてあましたクラス同士隣りん接せつしているのだ。お互い牽けん制せいしながら、逆サイドクラスを、一組と奪い合わねばならない。

　ただ、六組にとって、有利な点もある。

　まだ、七組との同盟関係は解消されていないのだ。五組のように上手うまく裏切ることができれば、支配下に置くことができる。

「こんな場合、どうすればいいの。戦略とか」

　蒼あお井いが聞いてくる。疲労の溜たまった蒼井は、徐じよ々じよに紀のり之ゆきを頼り始めていた。

「戦略は単純だよ。スペードを増やすしかない」

「それで七組を支配下に置く？」

「それしかないだろうな」

「三つ目を取った国が勝利するということね」

　蒼井はうなずいた。覚かく悟ごを決めたようだ。他ほかのクラスを犠ぎ牲せいにしても勝ち残ると。ここまできたら後戻りはできない。

　スペードのエスカレーションだ。

　それから、過か酷こくな時間は続いた。

　ダイヤはほとんどスペードに使い、防衛と攻撃に使用する。

　女子は節制の中で、男子のフォローをする。次第に、立場は逆転していった。今や、男子のために女子は節制をしなければならない。そんな中でストレスは溜まっていく。ダイヤが倍になったのに、何故なぜ生活は苦しくなるのだ。そんな鬱うつ積せきや不満。

　しかし、マップはそんな思考などおかまいなく、バランスを保っていた。

　未いまだ七組も二組も無事だった。

　一組、四組、六組。どのクラスも牽けん制せいしあっている。三つ目を取るより、取らせないことに重点を置いていた。

　長期戦。富を得た三クラスは、節制を強しいられたまま、時を過ごすことになった。

「やはり、四組の和泉いずみね。やりづらいわ」

　マップを見つめた蒼井がため息を吐ついている。

　確かにやりづらかった。七組を取るアクションを起こすと、すぐに攻め入ってくる素そ振ぶりを見せ牽けん制せいされるのだ。

　あのイヴの麻マー雀ジヤンの打ち筋通りだ。感情などを極力排除し、単純に点数だけを取る。ブラフなどの駆け引きを駆使し、最後には勝っていた。

　最初に三つ目を取るのは四組なのでは、と紀之は思った。それほどに、青いスペードの動きは、知的でいてスムーズだった。

　逆に無戦略なのは一組だ。順調にスペードを生産してはいるが、ただ青と緑のスペードを攻撃するだけだった。六組と四組が牽制しあっているので助かっているだけだ。

「いけると思う。まず、四組が二組の黒を取るはず。その時、一組が反撃するはずだから、その隙すきをついて、七組を取ればいい」

「持久戦ね」

「あと少し耐えればいいだけだ」

　紀のり之ゆきは勝利を確信していた。この状況で何より大事なのは戦略だ。ブレーンの存在。

　四組には和泉いずみがいるが、こちらには蒼あお井いと紀之がいる。ポーカー、麻マー雀ジヤン、競馬などギャンブルに精通する紀之に、チェスなどのゲーム好きな蒼井。

　紀之はこうシミュレーションしていた。

　まず四組と六組が三つ目の国を同時に取る。そして、お互い牽けん制せいし合いながらも、またも四つ目を同時に取る。白の一組はその時点で敗退する。

　世界は二つに分かれることになる。しかし、戦いはここまでだ。同じ戦力を持ち、無む駄だに消費させることはしまい。お互い睨にらみ合ったまま、バランスを保つ。それが待ち望んだ平和だ。

　平和という状態は、争いの種がなくなったのではなく、ただバランスを取っている状態なのかもしれない。

　現実の世界もそうだ。ただ、バランスを取っていた。それだけだったのだ。

「あとは俺おれがやっておくから、典のり子こは少し休めよ」

　紀之は蒼井に気を遣つかった。

「そうね。女子とも話し合っておかない……」

「典子？」

　蒼井は突とつ如じよ制御を失ったかのようにふらつき床ゆかに崩くずれた。

　そんな蒼井に、周囲の女子が素早く駆け寄った。

「だ、大丈夫だから……」

　蒼井はか細い声を絞しぼり出した。しかし、視線はうろうろと焦しよう点てんが定まっていない。

　紀之は蒼井を抱えると、シートへと運び横にした。

　明らかに過労だった。青い天使としての演技やマップの戦略などの精神的ストレス、また肉体的にも睡眠不足や食事節制がたたったのだろう。

　蒼井を囲む女子の表情は硬かたい。支配者を失ったかのように呆ぼう然ぜんとしている。

　指導者を失いばらばらとなってしまうのか。それとも、次なるトップの座を巡って争うことになるのか。紀之は横になる蒼井を見つめながら、そんなことを考えた。

　しかし、女子は意外にもまとまっていた。

　まずは蒼井を気き遣づかった。今や希き少しようなクラブカードを使い、栄養ドリンクを購入したり、口々に元気づける言葉をかけている。涙を浮かべる女子もいる。

　倒れた蒼井は、同情を買っている。ここまで苦労をしていたと。図はからずも、ドラマチックな演出となったのだ。

「これ以上蒼井さんに負担をかけないように協力しよう。今までのようにさ」

　女子はそう言った。

　紀のり之ゆきはこの雰囲気に安あん堵どしつつも、引っかかるものがあった。

　今までのように？

　今までのようにどうするのだろうか。

　蒼あお井いを除く女子は、今までどおり話し合いを始めた。議論を交わし、今後の方針を決定する。意見が飛び交う様子は、確かに今までのようだった。

　紀之はマップの操作をするべきだと意見したが、それは却きやつ下かされる。それも皆で意見交換をして操作することになった。

　女子は強固なサークルを取り戻していた。

　蒼井が倒れたことは、違和感を取り除くチャンスだったのだ。実質蒼井が支配している体系への違和感を。

　紀之はマップの前で焦じれていた。このままのんびりとしていたら、機を逃してしまう。

「なあ、俺おれがスペードを動かしていいか」

　紀之は、失しつ神しんするように眠る蒼井を横目に言った。

「千ち葉ば君のせいでこうなったのよ。反省してないの？　もうスタンドプレーはやめるべきだわ」

　女子生徒のひとりが紀之に答えた。

　紀之はその言葉の意味が分からなかった。自分は六組のこの女子のサークルのために尽くしたと思っていた。

　そうだ、ここで逃げてはいけない。紀之は、疑問を解決するために、女子の話し合いに参加をする。

　紀之はここで気づいた。千葉紀之という歯車は、この女子のサークルと全く嚙かみ合ってなかったという事実。空回り。ただ虚むなしく空転していたのだ。

　このグループに協力した努力は、スタンドプレーであると理解されていた。

　蒼井が積極的に意見を出すようになったのは、紀之がここに来てからだと。それまでは女子は平等だった。しかし、紀之は蒼井と議論を交わし、マップ操作も蒼井と紀之が行うようになった。それまでは、女子は意見調整をし、全すべての生徒の意見を取り入れ活動していた。

　女子はそう言っていた。

　目をつむっているのだと思った。紀之が来る前から、実質、蒼井が支配していた状況。しかし、その事実から目を背そむけ、自分はこのグループの中で必要である存在だと思い込みたい。自分はサークルの中でがっちりと嚙み合った歯車であると。

　女子は今後について話し合い、全員でマップの操作も始めた。しかし、その中に紀之は入ることはできなかった。すでに、サークルの中から弾はじかれたのだ。

　紀之はシートに眠る蒼井を見た。そばで数人の女子が蒼井のケアをしていた。

　男子と女子の違い。もともと、紀之はこの女子のサークルに入ってはいなかったのだ。異物だ。男子の紀之は排除すべきもの。この状況の中、紀之が男子であるということは大きな差だった。肌はだの色、宗教、言語、それほど重要な要素だったのだ。

　蒼あお井いは眠り続けた。独裁者でもなく天使でもなく、ただの女子生徒に戻り、眠り続けていた。

　男子は起き、過労で倒れた蒼井を心配する。蒼井を心配することで、男子も感情を共有し、関係が強まっていた。

　しかし、その輪わの中にも、紀のり之ゆきは入れなかった。

　同じ男子であっても、紀之は四組の男子だからだ。六組の男子からしてみれば異物だった。

　さらに、蒼井が倒れてからはっきりと分かった、男子の紀之に向けていた視線。それは強烈な嫉しつ妬とと敵対心だった。男子たちは、紀之に蒼井を奪われてしまうと恐れていた。

　蒼井が倒れたことで、男子たちは皆でまとまって蒼井のことを気き遣づかった。

　現在の男子は、蒼井を紀之から取り戻すことができたと、ただ安あん堵どしていた。すでに、紀之など見てもいなかった。

　紀之は壁際に独ひとり立ち尽くし思った。

　この六組には三つの円があった。六組の男子。六組の女子。そして紀之。その三つは、蒼井という存在を介かいして、少しだけ交わっていた。

　しかし、蒼井が倒れたことで、紀之が六組の生徒と共有するものはもう何も持っていなかった。

　他の生徒から見れば、紀之は奪うものなのだ。

　資源を奪い、六組の天使をも奪おうとしている。

　紀之は再び孤こ立りつしていた。

　六組は再び機能を取り戻した。

　女子は紀之が来る前のように、男子を管理支配する。男子も、蒼井が倒れたことで、今まで以上に女子生徒全体に気を遣うようになっていた。

　六組のこの状況は、紀之が来る前と変化がない。しかし、外の世界は確実に変化をしている。だからこそ、蒼井は無理をしていたのだ。

　今、六組は世界に対応しきれていない。

　実質的に蒼井が支配していたからだ。女子はマップでスペードの操作はするものの、圧倒的に戦略が緩ゆるかった。危機感も駆け引きもないスペード操作。

　六組は満たされていた。眠り続ける蒼井。それが生徒たちを満たしたのだ。

　男子は、節制のすえ倒れた蒼井を神しん格かく化かしているようにさえ見えた。さらに好意を抱き崇あがめる。蒼井は天使から神になったのだ。蒼井という宗教なのだ。

　女子は蒼井が眠っている間に、平等な女子のサークルを再確認している。サークルの結けつ束そくを固め、ひとりひとりがサークルにとって重要であるとアピールをする。

　しかし、それらは満足感は生み出すものの、クラスを正しく導くことにはならなかった。

　蒼井は、そんな変化も知らずに眠り続けていた。

　紀のり之ゆきは目を閉じる蒼あお井いを遠目に昔を思い出した。小学生の時だっただろうか。近所の同級生と一いつ緒しよに、蒼井を廃はい棄きされていた大型冷蔵庫に閉じ込めたことがあった。服を脱がせた蒼井を押し込め、扉はガムテープでぐるぐる巻きにして、そのまま別の場所に遊びに行ったのだ。

　夕方になり、皆はふと蒼井のことを思い出した。誰だれかが言った。蒼井はもう死んでるんじゃないかと。冷蔵庫の中の酸素がなくなって、死んでいるはずだ。

　その言葉で恐怖に襲われた紀之たちは、ただ逃げ帰ったことを覚えている。

　その先は覚えていない。蒼井はああして生きているのだから、助かったのだろう。

　何故なぜ、眠る蒼井を見て、その思い出が蘇よみがえったのだろうか。

　目を閉じる蒼井は、女子によって栄養ドリンクを少しずつ口に入れられている。そんな姿を、男子がにこやかに見つめているシーン。

　紀之は闇やみを感じた。強烈な孤こ独どく感かん。

　四組の孤独感のほうがまだマシだった。憎にくしみや嫌けん悪お感かんなど、マイナスの感情だが、やり取りをしていたのだ。

　しかし、今の紀之は、例えるならもやもやとした気体のようだ。向けられている感情は違和感。何故あなたがここにいるのか。他の人間は、そう言っている。

　自分の存在はここにはない。

　死んでいるもの同然だ。この場所で自分が存在する証明はできやしない。

　紀之はタンクの水とゼリーを腹いっぱいに詰め込み、扉を開けて外へと出た。

　出て行く紀之に、誰だれも声をかけることはなかった。
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　紀のり之ゆきは再び闇やみに身を投じていた。

　妙な開放感があった。この空間にひとりきりなのだが、先ほどまでの孤こ独どく感かんは不思議なまでに消滅していた。

　紀之は中央のベンチに座り目を閉じる。こうしていると、ここが居心地のよい自分の居場所なのだと感じ始める。

　あの感情を押し殺して耐えてきただけの家庭生活。心地よいと思われた学校生活の人間関係も偽にせ物ものであったと気づかされた。自分の真実はここにあるのだ。

　紀之はそう考え闇に身をさらした。

　今回のこの状態も逃げた結果だろうか。いや違う。今回はこの闇を受け入れここに戻ってきたのだ。渇かわきや空腹、そして闇をも受け入れようと。それがどこのサークルにも属さない、自由の代だい償しようなのだ。

　自由とは闇なのだ。紀之は暗闇で笑った。

　紀之はそれから闇の中で時を過ごした。徐じよ々じよに感覚が失われていくことが分かった。

　時間の感覚がなくなる。空腹も喉のどの渇きも感じなくなった。音も匂においも何も感じない。

　回転しない思考の中、紀之はぼんやりと夢を見た。

　夢の中で紀之は家に戻っていた。母親がいて姉もいる。ああ、家に戻ったんだと、紀之は思った。その瞬間、強烈な吐はき気けに襲われた。あの家に戻ってしまったのだと。

　紀之は汗だくになって、闇の中目を覚ました。よかった、あの家じゃない。紀之は安あん堵どする。

　そんな繰り返しだった。この暗闇よりも強烈な嫌けん悪お感かん。紀之の精神は、なんとか機能を保っていた。

　そして、さらなる時間の経過。

　紀之は崩ほう壊かいしかけた精神の中、声を聞いた

「誰だれかいませんか」

　現実感だった。闇を照らす強烈な光。その声は、閃せん光こうのように光と爆発音をあげ、紀之の感覚を一気に蘇よみがえらせた。

「いたら返事をしてください」

　まぎれもなく現実の声が空間に響く。

　紀之は答えようとしたが、口が麻ま痺ひしてしまったかのように唇が空転した。声を作ることができずに、虚むなしく息だけが抜けていく。

　紀之は声を出すことを諦あきらめ、平ひら手てでパシパシとベンチを叩たたいた。音とともに手に痛みを感じた。自分は生きている。そう思った。

　しかし、声は出ない。無理やり叫ぼうとして、空気が喉のどに詰まってむせてしまった。

　声は止まっていた。彼女は紀のり之ゆきに気づかずに扉を閉めてしまったのだ。

「ああ、もう駄だ目めだ」

　絶望した紀之の口から今ごろ声が漏もれた。

　同時に思う。この期ごに及んで、別のサークルに入れてもらいたいのかと。この苦しみは、精神の自由と引き換えに得た純真なものではなかったのか。

　紀之の頭がずきずきと痛み始めた。感覚が戻ってきたらしい。麻ま痺ひしかけていた感覚を引き戻されてしまったのだ。しかし、その感覚は苦痛だけだった。

「ああ……」

　紀之はため息を吐ついた。このまま意識を失っていれば、自由というトロフィーを得たまま人生を終えていたのだ。しかし、女神にそれを邪じや魔まされてしまったのだ。

　それとも今の声は幻まぼろしだったのだろうか。死ぬ間ま際ぎわの幻げん聴ちよう。

「……正まさ樹き」

　紀之はつぶやいた。

「はい？」

　きょとんとした声が間近で聞こえた。

「え？」

　紀之はベンチから体を起こそうともがいた。そんな紀之の視界に、強烈な光がさし込んだ。

「大丈夫？　千ち葉ば君？」

　愛まな美みが紀之を覗のぞき込んでいた。薄うす闇やみの中、愛美の輪りん郭かくはくっきりと見えた。栗くり色いろの髪に二ふた重えの丸い瞳ひとみ。セーラー服の白が、光を放つライトのようにとても眩まぶしい。

　愛美は隣に座ると、紀之を抱き起こしてくれた。久々に感じる人間の体温と柔らかさ。紀之の鼻び腔こうに甘あま酸ずっぱい匂においがとどく。

　紀之はベンチに座りなおし、愛美と見つめあった。目の前では、愛美が瞳を瞬まばたかせている。

「ここはどこだっけ？」

　紀之は呆ぼう然ぜんと聞いた。

「え、知らないの？　シェルターみたいな、私もよく分からない……」

「そうだ。思い出した。やっぱり夢じゃなかったのか」

　紀之は愛美の瞳を見つめたまま首を振った。

「千葉君はさ……」

「俺おれのこと知ってるのか？」

「え、知ってるよ。だって、一年生の時、同じクラスだったじゃない」

「そ、そうだったっけ」

「覚えてくれてない？　私、そんなに印象に残らなかったかなあ。ほら、あの時のネズミを覚えてない？」

「ネズミ？」

「教室にネズミが出て、クラスで飼かっていたカナリヤを殺しちゃったり、教科書をかじられたりで猫ころりみたいの仕し掛かけたじゃない」

「で、次の日、教室で猫が死んでいた？」

「そう。じゃなくてネズミだよ。ああ、猫いらずだったね。それで、その死し骸がいを見て、みんな驚いちゃってさ。あの尻尾しつぽさえなければ、可愛かわいいのにね。尻尾にも毛が生えてればよかったけど、そうじゃないんだもん。そのあと、処分をどうしようってなったじゃない。で、最終的に千ち葉ば君が処分することになったよねえ」

「そうだっけ？」

「そうだよ。それで焼しよう却きやく炉ろに持っていくのかと思ってこっそり付けてみたら、なんと、カナリアを殺した憎にくきネズミを、中庭に埋めているじゃない。その発想にびっくりしたよ」

「まさか、その時のネズミ？」

「そうよ。お墓はかを作ってくれてありがとう……って違うよ。私は人間よ。私が言いたかったのは、その時、私も一いつ緒しよにお墓を作るの手伝ったじゃないってこと。その時の正まさ樹き愛まな美みです」

　愛美は言い終わるとぱちりとウインクをした。

　そんな愛美を見て、紀のり之ゆきは笑った。女神はこの過か酷こくな状況でも全く変化がない。二年の男子生徒が崇すう拝はいするあの愛美だった。

　愛美は、紀之が笑ったのを見て、アハハとつられるように笑い出した。ふたりは暗くら闇やみでしばらく笑い続けた。

　ああ、女神だ。紀之は心からそう思った。彼女は絶望の暗闇でさえも輝きを失わないのだ。

「正樹は、何でここに？」

　紀之は呼吸を落ちつけてから聞いた。久しぶりに笑ったので、妙に息苦しい。それでも心地よい苦しさだったが。

「私は……あ、そう言えば、私のこと正樹って呼ぶのも千葉君だけだったよねえ。クラスの男の子は、マナミンか愛美ちゃんとかだったのに。そんなふうに呼ばない男の子は、正樹さん、て呼んでさ。だから、その正樹っていう呼びかたの距離感を聞きたかったのよねえ」

「正樹さんは、何でここに？」

「あ、責せめてるわけじゃないのよ。正樹でいいから。その微妙な距離でいいよ。それで、千葉君は何でここにいるの？」

　愛美は罪のない笑顔を紀之に向けている。まさに女神だ。女神を中心に世界は回っているのだ。

「腕輪を外して出て来た。それだけ。扉も閉まって、もう戻れない」

　愛美は紀之の答えに大げさにうなずいている。

「千ち葉ば君はすごいね。私は怖くてひとりでここにいられないよ」

「でも、正まさ樹きも出て来ただろ。腕輪も外してさ」

「うん、でも扉の外にはほとんど出なかったけど。他ほかに人がいないか呼びかけたりしたくらい」

「腕輪を外すのは怖くなかった？」

「え、何で？　腕輪を外さないと、外に出られないから外しただけだけど」

　愛まな美みはきょとんとしている。

「それで、他に生徒を見つけた？」

「えっとね。千葉君で二人目かな。最初にひとり見つけて、やっぱりここには他のクラスの人がいるんだなって思って。それで、もしかしたら、外に出ている人がいるかもしれないって、定期的に声をかけたの」

「最初のひとりって誰だれ。俺おれの知ってる人？」

　紀のり之ゆきが聞くと、愛美は言いづらそうに視線を落とした。

「最初にここの外に出た時、そーっと探たん索さくしたの。そうしたら、ひとり女の子の姿を見つけたの。その子は、すぐに戻っちゃったけど。声をかければよかったかなあ。でも、怖くって」

「正樹が怖がる人間なんているのか」

「千葉君は知っているかなあ。六組の蒼あお井いさんなんだけど」

「典のり子こか」

「典子か？　典子って呼んでるの？」

　愛美が目を丸くして紀之を見た。

「あー、小学校が一いつ緒しよだからさ。家も近くて。そんなに意味はないよ」

「でも、正樹、よりは距離が近いよねえ」

「蒼井のどこが怖いと思う？」

「え、うーん、何て言うか、雰囲気かなあ。すごく優やさしい女の子だって聞いてるんだけど。天使って呼ばれているらしいし」

　愛美は勘かんが鋭いのだろう。だからこそ、自然に人に気を遣つかったりとできるのだ。その勘が、蒼井の本ほん性しようを察さつ知ちしているのかもしれない。

「そんなことよりさ、ここでのんきに話している場合じゃないよ」

　愛美はすっくと立ちあがった。

「何で？」

「千葉君、すっごいボロボロだし、意識も朦もう朧ろうとしてたじゃない。早く戻ろう。みんなも、他のクラスの人が来たら、安心すると思うの」

「いや、俺おれは行かない」

　紀之は首を振った。

「ふーん」

　愛まな美みは意外な顔をしたまま立ち尽くしている。

「正まさ樹きは行っていいから」

　紀のり之ゆきは愛美と視線を合わせて首を振った。

「えー、千ち葉ば君だけここに残るっていうこと？」

　愛美はへろへろとその場に崩くずれ落ちた。

「もしかして、あのソフィアとかいうのに脅おどかされたりして、仕方なくこの場所にいるしかないとか、ここにいないと他ほかの人が犠ぎ牲せいになってしまうとか、そんな理由ならそっと右目をウインクして」

　愛美はへたり込みつつも声を潜ひそめて言った。

「違うよ。俺おれはね、もう下くだらない鎖くさりとか輪わとかサークルとか嫌になったんだ。ここにいるのは、自分の存在を証明する場所はここだけだって気づいたからだよ」

「うん、その話は、一組のシェルターで聞くよ」

「だから、俺は自由を受け入れる代わりに、この闇やみをも受け入れようと……」

「千葉君は何を言ってるの？」

「何を言ってんだろ、俺」

　紀之は苦にが笑わらいをして、急速に空腹と渇かわきを感じた。愛美と接して感覚が戻ってきたのかもしれない。

　それでも、紀之には抵てい抗こうがあった。またあの強烈な孤こ独どくを感じることは避けたかった。

「千葉君はすごいね。私たちなんて、慌あわててパニックになって大変だったんだから。そんな間にも、こうして哲学的なことを考えていたんだねえ。じゃあ、行こう」

　愛美は紀之の手を強ごう引いんに引っ張った。

「いや、行かない。もう自由なまま死なせてくれ」

　紀之は必死で抵抗する。

「そんなわけにいかないよ……ああっ」

　愛美はバランスを崩くずして、ベンチの上に紀之ともみ合うように転倒した。

「あ……」

　愛美は紀之の体の上でもぞもぞと動く。紀之はそんな愛美を抱きしめ、愛美の薄い唇に自分の唇を合わせた。その瞬間、愛美の体が硬こう直ちよくしたのが分かった。鼻び腔こうに甘あまい香りがすっと通り抜けていった。

　愛美は紀之から離れ、ふらりと立ちあがると、ホールを走っていった。

　ちらっと見ると、愛美はすぐ近くの柱に凭もたれかかって泣いていた。

　これでいいのだ。女神を汚けがした人間は闇に追つい放ほうされ、ひっそりと消えていく。紀之はベンチの上に仰あお向むけになったまま、愛美の唇の感触を思い浮かべ続けた。ずっと石のベンチの上にいたため、愛美の体が異常なほどに柔らかく感じた。生温かい水を抱いているような感じだった。

　紀のり之ゆきがぼんやりと回想している間、ずっと愛まな美みは泣き続けていた。声は徐じよ々じよに小さくなっていく。

　紀之はそっと体を起こして愛美の様子を見た。すると、柱に凭もたれかかっていた愛美とぴたりと目が合ってしまった。

　愛美は目を逸そらし、再び大声をあげて泣き始めた。

「分かったからさ」

　紀之は仕方なく愛美に歩み寄った。

「そお？」

　愛美はぴたりと泣き声を止めて顔を上げた。

「ああ。俺おれが悪かった」

「私も、あんなことしたの初めてだったから、ちょっと動揺しちゃって。ごめんね」

「あんなことって？」

「さっきの、えっと、過度のスキンシップ的な」

「具体的に」

「接触事故みたいな……いいから行こう。千ち葉ば君は変わってなくてよかったよ、もう」

　愛美は顔を赤らめながら、強ごう引いんに紀之の手を引っ張った。




　一組という国の中。

　紀之は教室にいる錯さつ覚かくを受けた。いつもの一組だ。

　紀之は愛美に導かれ、一組のシェルターの中に入っていた。四組や六組とは、雰囲気が根本的に違う。

　ギスギスした四組。六組はお互いに気を遣つかいあってはいたが、それは虚きよ像ぞうの偽にせ物ものだった。

　しかし、このクラスは自然な笑顔で満たされていた。

「最初はパニックになったけど、くよくよしていてもしょうがないし。外で何が起こっているのか分からないけど、なるようになると思って」

　愛美が紀之にパックのドリンクを手渡した。

　紀之はシャワーを浴び、洗った服を着て乾かしがてらシートに座っていた。先ほどまでは、生徒たちが他ほかのクラスの状況を聞いてきたりと忙せわしなかった。

　愛美は先ほどまでは、他の生徒と雑談をしており、愛美を中心に笑い声が聞こえていた。

　現在の一組には、ヘルメットを被かぶったり、数人でトランプなどをしている生徒たちの光景があった。

「正まさ樹きはクラスメイトと何を話してたんだ？」

　紀之はパックのドリンクを飲みながら聞いた。ドリンクは薄い味のスポーツドリンクのようだったが、久々の味覚に舌がじんじんと痺しびれた。

「さっきは、あそこで千ち葉ば君を見つけた時の驚きとかを話していたの。普ふ段だんは、映画とかスポーツの話とかしてるけど。私、ヤンキースファンだから、メジャーリーグの話題なんかも」

「この状況についての話し合いとかはしないのか？」

「するよ。外はどうなってるのかなあ、とかみんなで考えたり」

　愛まな美みは紀のり之ゆきの隣に座って、くすくすと笑った。このクラスの生徒は、現実から逃避するわけでもなく、現実を凝ぎよう視しし深しん刻こくになるわけでもないのだ。この状況のストレスは、どこに逃げているのか。

　紀之は隣で笑っている愛美を見て納なつ得とくした。ストレスなど発生しないのだ。この空間には女神がいるからだ。それだけで、この状況はプラスではないか。

「お腹なかすいてる？　さっき千葉君のために缶詰をもらってきたんだよね。誰だれが食べるのか喧けん嘩かになるところだったから、千葉君にあげるよ」

　愛美はスカートのポケットから缶詰を取り出した。

「食料足りてないんだろ。俺おれはいいや」

「足りてるよ。ほら、缶詰ならあんなにいっぱい」

　愛美が指差した方向を見ると、中央のシートに缶詰などの食料品や生活用品が山積みになっていた。

　このクラスは物資的にも満たされているようだ。

「これはね、レア缶詰なのよね。ほら、鯨げい肉にく缶詰。缶詰ってランダムに出て、ツナ缶が一番多くて、これは初めてゲットした種類なの」

「ここは、食べ物には困ってなかったんだ」

　紀之は缶詰を受け取った。

「最近よくなったのよ。ちょっと前は、みんな水とゼリーで我が慢まんしてたの。あまりおいしくないねって、文句言い合ってたよ」

　紀之は、この時になって思い出した。

　マップだ。マップの状況はどうなったのか。

　紀之はシートからがばっと立ちあがると、画面の前に走った。そして、愕がく然ぜんとする。

　世界の情勢は急激な変化をしていた。

　白いスペードが勢力を拡大している。一組は世界の約半分を支配していた。

　状況を確認するとこうだ。一組は、元二、七、八組の国を支配下に治めている。全容は見えないが、六組は変わらず二つ。四組も二つ。

　世界は三つに分かれていた。ポイントとなる、あの二組と七組は、両方とも一組が取ったこととなった。

　何故なぜこのような形になったのだろうか。

　もともとこの一組は、戦略などないように感じたが、この形を見ると大勝利だ。

　紀のり之ゆきはしばし考える。六組の敗因は蒼あお井い体制の崩ほう壊かいだ。蒼井と紀之が戦略を練ねっていたが、蒼井は倒れ、紀之は外に出ている。現在は女子で話し合い、時間をかけて意見調整をしているのだろう。敗退もうなずける。

　しかし、四組は何故なぜこうなった？　和泉いずみの戦略は飛び抜けていた。六組が自ら転倒した状況で、勝利するのは四組だと思っていたのだが。

「どうした？」

　画面の前に立っていた男子生徒が紀之に声をかけた。愛まな美みも首を傾かしげて紀之を見ていた。

「あのさ、このクラス、誰だれがスペードを操作してた？」

　紀之は振りかえり尋たずねた。

「誰って、決まってないよね」

　答えたのは愛美だった。

「スペードは適当に動かしたけど。守らなきゃいけないって分かってたからさ。だから、皆で代わる代わる。そのうち収入が増えることも分かったからさ」

　そばにいた男子生徒が答えた。

「戦略みたいのはある？」

「いろいろなスペードが攻めて来たりしたから、こっちもスペードを増やしたよね。だから、今は何とか大丈夫」

　愛美が言った。

　戦略などは存在しないのだ。ただ、スペードを増やしただけ。そのために節制することになろうとも、このクラスには不満やストレスが溜たまらなかった。

　だから六組は領地拡大に失敗したのだ。持久戦になり、内部崩壊での敗北。

「この図って、どういうことなのかしらね」

　愛美は紀之の横に立ち小首を傾げている。

　愛美はこの薄暗い室内でも輝いているように見える。同様に、一組のクラスメイトも、その光を感じている。

　紀之は横にいる愛美と、蒼井を比較してみた。女神と天使のふたりの違いはどこにあるのか。

　蒼井は人との接し方がデジタル的であったように思える。ひとりひとりに対して接し方を変える。その中で、人間関係を調整した。しかし、この特異な状態の中、調整には莫ばく大だいな労力がかかった。そんな作業が蒼井のキャパシティーを超えてしまったのだ。

　対して愛美はアナログだ。ただ笑顔を浮かべて振るまい、周囲の人間は漠ばく然ぜんとそれを受け取っている。状況が変わっても、愛美は変化する必要はない。周囲の生徒とも、同じ関係を続けている。

　紀之はしばし迷ったあと、マップの国が、そのままクラスを表現していることを、愛美に教えた。奪うことで、そのクラスの収入がなくなっているだろうと。

　愛まな美みたち一組は、他ほかのクラスメイトの存在を感じ取りつつも、マップとクラスが繫つながっているところまでは考えていなかったようだ。

　紀のり之ゆきの説明を聞き、愛美は困った表情を浮かべた。

「とりあえず、皆で話し合おうか」

　愛美はそう言い、それから、一組の生徒たちでの話し合いが始まった。

「収入がなくなった場面を見てないし、六組と四組以外の生徒は見てないからはっきりと分からないけど、たぶんそうだと思う」

　紀之は画面の前に立ち、これまでの情報を生徒に伝えた。紀之の横には愛美が立っており、取り囲むように生徒たちが座っている。

　この混乱した世界。愛美の行動は？

　愛美は悲しんでいた。他のクラスの苦く境きようを感じ取り、ただ表情を歪ゆがめた。

　そんな女神の感情の変化を読み取り、クラスメイトからは矢や継つぎ早ばやに意見が出る。

　スペードをどけてやるべきだと。現在支配している国から、スペードをどかし解放してやろうと。

　しかし、それに対する意見も出た。

　青と緑のスペード問題。その二つのカラーは、積極的に攻撃を仕し掛かけてきている。クラスを解放した瞬間に、奪われてしまうのではないか。それでは意味がない。

　それに、解放したクラスも、再びスペード製造をすることになったら、いつまでたっても平和は来ない。

　討論は続き、喧けん騒そうも続いた。

「私は思うんだけど」

　愛美は遠えん慮りよがちに口を開いた。生徒は自然に口を閉じ愛美に視線を向ける。

「結論として、どのクラスも元通りの収入になれば一番いいと思うの。クラスの人数分のダイヤマークね。でも、だからってすぐにスペードをどかして解放したりするのは無理だと思う。恐怖とか不安がなくなることはないし、それでこの混乱した状態になったわけでしょ。私は、この状態での解放はないと思うわ」

　女神は現実を見ていた。愛美の現実感。

「それに、疑問があるの。それは本当に、この三クラス以外の生徒はいるのかなって。それも確かめないといけない」

　愛美はそう言ってしばらく沈黙した。周囲の生徒は、反論せずに思考を練ねっている。

「実は、六組の蒼あお井いさんの姿は見ているの。その時は声はかけられなかったけど。四組は千ち葉ば君が出てきているでしょ。千葉君は、扉を閉めちゃって戻れなくなっちゃったんだけどさ」

　愛美は再び話し始めた。愛美が話している間は、誰だれも口を挟はさまない。そんな暗黙のルールがあるかのようだ。

「……だから、話し合いたいと思うの。もうこれ以上、スペードを作るのはやめようって。こんな時だからこそ、私たちが全すべての生徒を正しく導くべきだと思う」

　愛まな美みはそう言い微笑ほほえんだ。

「どうやって？」

　紀のり之ゆきは尋たずねた。

「外で話せばいいのよ。蒼あお井いさんがまた出てくる可能性は高いし、四組だって生徒がいることは確実なことだし、いつかは外の様子を見に来るはずよ。この三クラス以外の生徒が出てきたら、直接クラブカードを渡してあげればいいのよ。ね、そうでしょ」

　愛美が言い終わると、生徒たちは自然に拍手をしていた。

　紀之も、それはいいアイデアだと思った。愛美らしい、優やさしさと現実感を兼ね備えた意見だ。

「私、外で待ってみる」

「いや、それは俺おれがやるよ」

　紀之は愛美を制した。

「助けてもらった恩おん、ていうのは陳ちん腐ぷだけどさ、なんていうか、俺、少しでも協力をしたいよ。そう思った」

　紀之は素直に言った。荒すさんでいた心が回復した気がする。人間の優しさに触ふれたからだ。

　そんな宣言を聞いて、周囲の生徒は照てれくさそうな笑みを浮かべながら拍手をした。

　この一体感は温かいものだった。正義感に酔よっているのだろうか。それでも、プラスの感情であることは間違いない。

　それから、生徒たちはマップ操作の今後について話し合ったり、他ほかのクラスについてなど、ばらばらに会話を始めだした。

「一いつ緒しよに待とうよ。ひとりじゃ怖くない？」

　ざわつく中、愛美が耳打ちをした。

「正まさ樹きはこのクラスにいたほうがいいだろ。それに、また接触事故とかが起きたら困るしさ」

「そうだねえ」

　愛美は顔を赤くしながら、紀之を睨にらんだ。




　紀之は大量の缶詰と共に薄うす闇やみの中に戻った。

　外に出る紀之に、一組の生徒が食料などを持たせてくれたのだ。

　紀之はそれらを円形ベンチの上に運んで一息ついた。扉は閉めてきた。紀之が戻るより、愛美が一定サイクルで様子を見に来ることになったのだ。

　紀之は闇に身を投じながらも、恐怖は感じなかった。紀之には強烈に輝く意思があるからだ。この世界に、平和と平等を。

　紀之はくすりと笑った。大げさ過ぎる。たかが、とある高校の二年のクラスのことだ。

　それにしても、四組か六組がマップ上で権力を得ていたら、こうはならなかっただろう。全すべての富を一箇所に集めるだけになる。

　蒼あお井いが倒れたことは、この状況で幸運だったのかもしれない。

　四組はどうなっているのだろう。紀のり之ゆきはふと思った。あの戦略の失敗はどんな理由からなのか。

　四組での生活は、遙はるか昔のように感じる。実際は二週間も経たってないのだろうが。

　紀之は立ちあがると、柱の乱立するエリアを抜けた。扉を隠かくすように立っている仕切壁に、缶詰がひとつ置いてある。この扉が一組だと確認できるよう、紀之が置いたのだ。

　紀之はそこから左回りに歩く。隣が二組、その隣が三組……そして。

　紀之はふと足を止めた。ここは四組の扉のはずだ。

　その扉は、少しだけ開いていた。

　誰だれかがすでに出ていたのだろうか。このエリアにいるのだろうか。それとも、他ほかのクラスに入ったのか。

　紀之は息を殺しながらも、その扉に手をかけ開け放つ。

「あ……」

　紀之は声をあげた。連絡通路の中に、人影があった。その人影は壁に背をつけ座り顔を伏せている。スカートと華きや奢しやな体のラインがぼんやりと確認できた。

　その人影は震えていた。

「和泉いずみか？」

　紀之は人影に呼びかけた。

　人影は、びくっと肩を動かしこちらに顔を向けた。

「千ち葉ば君？」

　和泉の声だった。和泉はよろりと立ちあがると、呆ぼう然ぜんと紀之を見た後、後ろを向いてごしごしと目元を拭ぬぐった。




　和泉は中央の円形ベンチに座って、ずっと力なくうつむいていた。

　紀之は和泉の隣に座り、複雑な感情で和泉を見つめていた。同情、優越感、罪ざい悪あく感かんなどが入り混じった視線で。

「何で外に出て来た？」

　紀之が聞くと、和泉は少しずつ語り出した。

　あれから、紀之が外に出て行った後、四組の生徒同士の関係はギクシャクとしだした。そんなクラスメイトをまとめるには、スペードを使用するしかなかった。

　隣の黄色いスペードとの激しい消耗戦。クラスはまとまったが、徐じよ々じよに不満が募つのり始める。過度の節制に、ストレスが急速に溜たまっていったのだ。

　そこで、和泉いずみは賭かけに出た。他ほかのカラーの国を占領すれば、収入が上がるのではと、行動にでたのだ。

　まず隣の無防備な赤い国を占領すると、思った通り収入が上がった。これで、ダイヤも余よ裕ゆうが出ると思ったのだが、その動きに合わせるように、他のカラーのスペードも増ぞう殖しよくする。

　さらに争いは続いてしまった。白いスペード、緑のスペードと三すくみの状況。

　和泉は必死に状況打開の戦略を練ねった。

「私はそんな戦略を練って、精神を保っていたのかもしれない。私、頭を使うゲームとか好きだからさ」

　和泉は鼻を啜すすり上げながら話している。

「なんせ、竜りゆう王おうだからな」

「知ってたの？」

「イヴだろ。俺おれはレバニラだった」

「ああ、レバニラはあなただったの。守備重視の鉄てつ壁ぺきのレバニラ」

　和泉は肩だけすくめてみせた。

「……実質マップを操作しているのは私だけだった。だから、段だん々だんと私が責せめられた。クラブカードを配れって。でも、今は我が慢まんしないと駄だ目めだって、私だけが反対した」

　クラスメイトは、和泉の行動が正しいとは思っていたのだろう。しかし、鬱うつ憤ぷんを誰だれかにぶつけないわけにはいかなかった。その対象が和泉だったのだ。

「私がマップを操作している間、皆はただ私に文句を言い続けたわ。私たちより頭がいいことを自じ慢まんしているのか、とか、クラスを支配した気になっているんだろ、とかね。ああ、それって、皆学校でもそう思ってたのかなあ」

　和泉は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「だから、出て来た？」

「違うわ。逃げてきたの。でも、あの扉の外に出るのが怖くて、ずっと連絡通路みたいな場所で泣いてた。怖かったの。すごい寒い気がした。暗くて寒くて、そんな場所にひとりでいることに押しつぶされそうになったわ。ちっぽけな自分を感じた」

　和泉は細い体を自分の腕で抱きしめた。

　四組の敗退の理由はこれだった。持久戦による内部崩ほう壊かい。そのために優秀なブレーンを失ってしまったのだ。

　和泉は紀之に視線をやっている。

「私は弱い人間だった。ラインの内側でないと生きていけない人間。集団を少しずつ整理して最後に残るのが個人。私、より先に、国とか宗教があるんだわ。そんなラインがないと、自分を確認できない醜みにくい人間だった」

　和泉は泣きはらし真っ赤にはれた瞼まぶたを向けている。

　紀のり之ゆきはそんな和泉いずみに、同情と連帯感を感じた。あの画面の前でのランデブー以来、再び同じ位置に立ったような気がした。

　紀之は和泉に、六組と一組のことを話してやった。

「やっぱり、他ほかのクラスがいるのね」

「ああ、その他にもクラスを確認したら、平等にするべきだって、一組で話し合った。もう下くだらない争いをやめさせようってさ。一組の生徒は立りつ派ぱだった」

「でも、その下らない争いに一組だって参加をしていたわ」

「他のクラスの存在を知って、やめようってことになったんだよ。なあ、食べろよ。喉のども渇かわいてるんだろ」

　紀之はベンチに積み上げておいた食料品を和泉に渡した。和泉は食料品の山に気づいて眉まゆを寄せた。

「いらないわ」

　和泉は首を振った。

「無理するなよ。下らない意地張りやがって」

　紀之は不快感をあらわにし、和泉に飲料水のパックを押しつけた。

「ごめんなさい」

　和泉は顔を伏せたままつぶやいた。

「あの時、千ち葉ば君も気分が悪かったのね。私から施ほどこしを受けている気持ちになって。上の立場からの優やさしさって、下から見上げると傲ごう慢まんなのね」

　和泉はそう言い、パックを脇わきに置いた。

　紀之はそんな和泉の言葉にはっとした。今、紀之と和泉は同じ場所に存在していない。立場は逆転している。腕輪を外した紀之に、和泉がカードや食料を渡そうとしたあの時。紀之は、強烈な不快感を得たはずだ。今の紀之は、あの時の和泉の立場にいる。

　紀之はすぐ隣に座っている和泉を遠くに感じた。距離は縮まってはいなかったのだ。

　今紀之は、和泉を見下している場所にいる。

「私はその話し合いは受け入れるわ。四組代表として。それで、連絡通路に入って、内側から扉を開けてくれるのを待ってみるわ」

　和泉は言った。和泉は必死にプライドを保っている。そんな表情だった。

「そうだな」

　紀之は和泉から距離を取り座りなおした。和泉は人形のように、ベンチにじっと座っている。

「なあ、これ。あのシャワーと引き換えでいい。それで、俺おれとおまえの貸し借りはなしにしよう」

　紀之は和泉の横に、缶詰と飲料水のパックを置いた。

「でもあれは、戦略の相談と引き換えだったわ」

「ヌードを見せてくれたのが残ってる。とても魅力的とはいえない体だったが、缶詰と水ぐらいの価値はあったように思える」

　紀のり之ゆきはにやりと笑った。

「ありがとうって言っておくわ」

　和泉いずみはほんの少しだけ表情を緩ゆるめて答えた。

「貸し借りなしになるだけだ」

　和泉はやはり喉のどが渇かわいていたのか、パックの水を飲み始めた。

「私って、可愛かわいくないわね」

　和泉はぼそりとつぶやいた。

「そうだな」

「……悪かったわね」

「おまえから言ったんだろうが」

「大人おとなの会話にはテンプレートがあるでしょう」

「そんなことないよ」

「遅おそいわ」

「……待て」

　紀之は会話を止めて立ちあがった。ドアの開く音が聞こえたのだ。愛まな美みが出てきたのだろう。

「俺おれ、迎えにいってくる。和泉はここで待ってろ」

　紀之は一組の扉へと走った。四組の和泉が出て来たことを一刻も早く伝えたい。

　しかし、一組の扉は開いていなかった。仕切壁に缶詰が置いてある。ここは確かに一組だ。

　と、すると先ほどの音は何だったのか。

　紀之は人の気配を感じて横を向く。

「典のり子こ……」

　紀之の目の前に、闇やみに紛まぎれるかのように蒼あお井いが静かに立っていた。




「報告しておくが、またブルーの国はひとつ取られたぞ。残りは元あった四組の国だけだ」

　蒼あお井いがベンチに座り言った。

「そう。一組は侵しん攻こうをやめてはいないようね」

　和泉が答える。ふたりは微妙な距離を開けて座り、お互いに視線を合わせなかった。

「体は大丈夫なのか？」

　紀之はそんな微妙な空気に困こん惑わくしつつも、蒼井に聞いた。

「おまえが出ていってから、すぐに目を覚ました。だが、強ごう引いんに休まされた。マップも触さわれず、扉の外にも行けなかった。女子は下くだらない話し合いのパフォーマンスに明け暮れ、結果はああだ」

　女子は六組の機能を保つために、蒼井を強引に休息させ続けたのだろう。再び、蒼井が実質支配する状況にしたくなかったのだ。自分たちは平等なサークルの一員であると思い込むために、蒼あお井いを象徴として封ふう印いんしたのだ。

　蒼井の説明を聞くと、現在一組は五クラス分の勢力を持つ。六組は二クラス。四組は残り一クラス。

　一組はすでに半数以上の勢力を得たのだ。世界の勢力図はほぼ決定された。

　すでに蒼井には、愛まな美みのことを話している。蒼井は「確かに話し合う必要があるようだ」と答えた。

　蒼井は腕と足を組み、長い髪をだらりと床ゆかまで垂らしている。いつものエネルギーが感じられない。目の下にくまができているのが分かる。天使が病やんでいるのだ。

　三人の間に微妙な沈黙が流れ続ける。

　紀のり之ゆきは思った。この空気を変えることができるのは女神しかいないのだ。愛美の正義感と愛情は、この気難しいふたりにも伝わるだろう。

　それからしばしの時が流れ、ついに扉が開く音がした。

「千ち葉ばくーん」

　薄うす闇やみに愛美の声が響いた。

　蒼井と和泉いずみはぴくっと反応する。

「迎えに行ってやれ。おまえを呼んでいるんだろ」

　蒼井がじろりと紀之を睨にらみつけた。




　世界の狭はざ間まで開催されるサミットだ。

　愛美は緊張した面おも持もちで、中央のベンチへと進んだ。

「久しぶりです。蒼井さんに、和泉さん」

　愛美は蒼井と和泉に声をかけた。

「ええ、修学旅行のクラス委員会以来ね」

　和泉は立ちあがり、ぎこちないながらもにこりと笑った。

「蒼井典のり子こ。六組だ」

　蒼井は立ちあがり憮ぶ然ぜんと言った。この状況では、もう猫を被かぶらないようだ。

「一組の正まさ樹き愛美です」

　愛美は笑顔を浮かべてぺこりと頭を下げた。

　妙な光景だった。どこだか分からない薄暗い場所で、三人の女子高校生が自己紹介をしている。

「それで、今後のことについて話し合いたいんだけど、いいかな」

「ああ、一組はそうする権利がある。当然だ」

　蒼井は皮ひ肉にくっぽく答えた。

「話し合いっていうのは、このシェルターの真しん偽ぎ？　それとも、マップのことについて？」

「えっと、とりあえず、マップのこと」

「条件提示を聞く」

「あくまでも話し合いだから。ね、座って話そうよ。蒼あお井いさんも和泉いずみさんも。食べながらでさ」

　愛まな美みは困こん惑わくしつつも笑顔を崩くずさない。

「分かった。一回正まさ樹き愛美と話をしてみたかった。こんな状況でこうなるとは思わなかったが」

　蒼井は笑顔を浮かべて腰を下ろした。

「私も話し合う用意はあるわ」

　和泉も座った。

「うん、ありがとう」

　三人は円形ベンチに等とう間かん隔かくに距離を置いて座った。体を中心に向けながらも、微妙に視線をずらしていた。

　紀のり之ゆきは表面上にこやかな場を目にしながら、何故なぜか背筋にぞっと冷たい汗をかいていた。

「ねえ千ち葉ば君。平等に話し合いたいから、できれば、ちょと進行役みたいにさ」

　愛美が紀之に視線をやっている。

「千葉君は、四組の生徒だけど、出てきて六組でも一組でも生活したから、客観的に話し合いを導いていけると思うから」

「俺おれが？」

「私はオーケーよ」

「いいだろう」

　和泉と蒼井はあっさりとうなずいた。

　紀之は仕方なく、三人の話し合いに参加をすることにした。

「背景は三人とも分かっているだろ。一組正樹、四組和泉、六組蒼井のポジションで話し合いたい。議題はマップのシステムについて。まずは、正樹から意見を言ってほしい。一組で話し合ったことを言えばいいだけだから」

　紀之は、愛美を勇気づけるように笑いかけた。愛美は紀之と視線を合わせてこくりとうなずく。

「私は思ったの。ああしてスペードで争っていては駄だ目めだって。それに、他の国を支配するのもよくないと思うの。マップとクラスは繫つながっているでしょ。ここには三クラスだけだけど、他の五クラスもいて、今は、収入もなくシートに横になっているだけだと思う。だから、私はそんなクラスを助けてあげたいと思う。そんな平和と平等のための協力を要よう請せいするために、私は話し合いを求めました」

　愛美はきっぱりと言った。

「待って、あなたに聞きたい。争いには一組も参加をしていたはずだが、その件に関して」

　蒼あお井いは、愛まな美みの宣言を振り払うように口を挾はさんだ。

「なあ、それは……」

「おまえは口を挟むな。プレジデント役だろう」

　蒼井が紀のり之ゆきを制した。

「最初は守るためにスペードを生産したの。それに、他ほかのクラスとマップが重なっているってことも気づかなかったから」

「未いまだにスペードを生産している理由は。状況を知った現在も」

「仕方なかったわ。他のカラーのスペードが多すぎるから」

「で、スペードで圧力をかけて、話し合いというわけか」

「違うよ蒼井さん。私は──私たち一組は、この状況に気づいて、他のクラスの生徒を心配して行動を起こしたのよ。その行動が間違っているとは思えない。だって、同じ学校の生徒じゃない」

　愛美はしっかりと反論しつつも困こん惑わく気味だ。確かに蒼井は愛美に難なん癖くせをつけているようにしか思えない。

「私が言っているのは、そこまで美しい正論を吐はけるほどの行動を起こしていたのか、ということだ。力を振りかざした人間の正論は、傲ごう慢まんに過ぎない」

　愛美は蒼井の言葉を、唇をきゅっと結んで受け止めている。愛美が口を開きかけた時、先に言葉を発したのは和泉いずみだった。

「蒼井さんの意見は違うと思うわ。積み重なっていかない意見。私には──蒼井さんは愛美さんを牽けん制せいしているようにしか見えない。今後の討論を自分に有利に運ぶように。でも、今は弁論大会やディベートをやっているわけではないわ。意見を煮に詰つめてのディスカッションが必要であるはず」

　和泉はくるくると人差し指を動かしながら意見を述べた。

「これからディスカッションをする相手の人間性を知ることも、重要だと思うが」

「六組に一組を責せめる権利はないわ。ここの三クラスは全部ゲームに参加をしていたのだから」

「私が問題にしているのは一組の立場だ。一組は圧力をかける立場にいる。そんな関係で、話し合いが成立するのか」

「それがパワーゲームの本来の姿でしょ。話し合いは有利な立場の集団から持ち出すのは当たり前だわ。それに嚙かみつくのは、負け犬の遠とお吠ぼえなのでは」

　蒼井は和泉に鋭い視線を向けた。和泉はそれを平然と受け流している。

「ありがとう、和泉さん」

　愛美が和泉に笑いかけた。

「いいえ、どういたしまして。でも──基本的には蒼井さんと同意見なのだけどね」

　空気がとてもぴりぴりとしている。紀のり之ゆきはぱりぱりに乾いた唇を何とか動かし、場に割って入った。

「それじゃあさ、具体的にこれからどうするべきかの話し合いをしよう。前置きはこれくらいにしてさ」

　紀之は、ちらりと愛まな美みを見た。愛美は紀之の視線に、はっと我に返った。

「問題はクラブカードだと思うの。もしも私たちの他ほかにクラスがあったら。たぶんその五クラスは、今最低限の水と食べ物しか得ることができていないと思うの。それってかわいそうだと思う。あってはならないことだから」

「で、一組全員で、支配したクラスに同情していた、と」

「同情？　違うと思うよ。一組の皆は心を痛めたの。そして、行動を起こしたの」

　愛美は、蒼あお井いに突っかかられても、未まだにこやかな表情を保っている。

「愛美さん、私は、具体的な意見を聞きたい。愛美さんとしては、その状態を回かい避ひするための策はあるのかしら」

「直接クラブカードを渡そうと思って。私のクラスが支配しているクラスにね。人数分のカードを」

「ということは、誰だれかが出て来なきゃいけない、ということ？」

「うん。他のクラスがいるのなら、そのうち様子を見に出てくる生徒もいるはずだと思って。どうかな？」

　愛美は逆に和泉いずみに意見を求める。

「残りの五クラスの救済としては、私もよい方法だと思うわ。ちゃんと他のクラスがいることを確認してから行えるし、実用的だわ」

「そう？」

「ええ。それに、私に代案があるわけでもないし。意見も出さないで、否定はできないわ」

　和泉は愛美にうなずいてみせた。

「蒼井さんは、どう思うかな」

「その行動に対しては、全く異論はない。自らのクラスの収入を還かん元げんする、見上げた行動だと思う。皮ひ肉にくではなく」

「ありがとう」

　愛美はホッとしたように笑みをこぼした。

「そこで、本題に入りたい。正まさ樹きは、私と和泉に対して、何を求めるのだ」

　蒼井は愛美が弛し緩かんした瞬間を見計らったかのように、鋭い言葉を投げつけた。

　紀之はどきりとした。蒼井はこの議論のために、今まで牽けん制せいをしていたのではないだろうか。

　紀之はちらりと愛美を見た。

「大丈夫よ、千ち葉ば君」

　愛まな美みはにこりと笑い、助け舟を出そうとした紀のり之ゆきを制した。

「蒼あお井いさんも和泉いずみさんも、まずはクラスに戻ってそれ以上スペードを生産することをやめさせてほしい」

「分かった」

　蒼井は、意外にもあっさりとうなずいた。

「ただし条件がある。白いスペードのそれ以上の生産をやめること。他ほかの四クラスの国の上に白いスペードを置くことは認める。それ以外のスペードは──同じカラーのスペード同士でも攻撃できることを知っているか。それで、消滅をさせること」

「そこまでしなきゃいけないかな」

「私の言っていることはおかしいかな？　スペードの生産をやめ、六組が一組のスペードの攻撃を受けないという保証はどこにもない。当然の主張のはず」

「でも……」

「でも、何？」

「でも、私たちがそうしたら、逆に攻められる可能性だって……」

「私たちのクラスを信用できない？　私は、六組に戻って、この話し合いを報告し、争いをやめるべきだと主張はするつもりだ」

　蒼井は作った笑みを浮かべている。

　要注意。このままでは蒼井のペースだ。

「なあ、和泉はどう思う？」

　紀之は論争の方向をずらすために、和泉に意見を求めた。蒼井は不満げに瞳ひとみを瞬まばたく。

「四組はスペードの生産をストップすることは実質無理だと思うわ。四組に戻って、そう意見したとしても、みんなは聞き入れない。いつか逆ぎやく襲しゆうしようと、スペードをこっそりと貯ため込こむかもしれないわ」

　和泉は冷静に意見を述べた。確かに四組において、ここにいる和泉や紀之の発言権は失われたに等しい。

「そうなんだ。それじゃあ……」

「私が四組に行ってもよい」

　蒼井が素早く愛美の言葉を遮さえぎった。

「私、柄がらじゃないけど、天使って呼ばれるくらい人気があるらしいの。だから、この愚おろかな争いを止めることはできるかもしれない」

「それはやめてほしいの」

　愛美はきっぱりを首を振った。

「何故なぜ？」

「だって……」

「うちのクラスの男子、半分くらい蒼あお井いさんのこと好きだわ」

　和泉いずみが口を挾はさんだ。

「女子でもあこがれている子が少なくないわ。だから、言いくるめられちゃう可能性があるわよね」

「……そんな疑いがあるなら、正まさ樹きも一いつ緒しよに四組に行くか？　そこでふたりで平等に意見を言う」

　蒼井はチラッと和泉を睨にらみつつも、平然と言った。

　愛まな美みは困ったような表情をしている。

　四組で女神と天使のディベートが行われた場合。紀のり之ゆきはそんな光景を想像した。ディベート力では蒼井が上だが、愛美の意見には正義がある。人気面を考こう慮りよしても、どう転ぶかは分からない。

「それは現実的じゃないと思うの。ここにいる私たちが、別のクラスを行き来すると、さらに疑ぎ心しん暗あん鬼きになっちゃう」

「そうだな。じゃあ、四組の処しよ遇ぐうをどうするかが問題だ」

　蒼井はあっさりと意見を取り下げ、考えるふりをしている。

「そのことで、一組にアイデアがあるの」

　愛美が言った。

「私にもアイデアがある。先に言っていいかな？」

　蒼井が言い、愛美はうなずいた。

「領域を設定しよう。例えば、相手の拠きよ点てんから五マス以内に近づかないと。そんな規則を作れば、何とか安定はするだろうし、和泉も四組を説せつ得とくしやすい。どう思う、和泉は」

「現実的だとは思うわ。マップ上の秩序を保つにはね」

　和泉は同意した。しかし、愛美の表情はさえない。

「でも、ルールを破るクラスが出たら？　また混乱が起こっちゃう」

「正樹はこの討論の序盤にこう言っていた。同じ学校の生徒じゃない、と。そんな同じ学校の生徒を、信用できない？」

「そんなことないよ。でも……」

「分かった。こちら側も譲じよう歩ほする。白いスペードを消滅させろとは言わない。そして、現在支配している国からスペードマークをどかせとも言わない。その上で、領域などのルール作りを行う」

「蒼井さん、私は基本的には賛成なの。でもね、ルールがあるなら、それを監視する存在だって必要になるでしょ」

「どういうこと？」

「私たち一組が、そんな世界の秩序を守りたいの。平等で平和な世界を作るために、私たちがこの世界のルールであって正義でありたい」

　愛まな美みは立ちあがり微笑ほほえんだ。

「……傲ごう慢まんな」

　蒼あお井いの唇はそうつぶやいていた。

「私のアイデアは、さっき言ったように、私が直接クラブカードを配るということなの。ここにいない五クラスにもね」

　愛美は蒼井のつぶやきに気づかずに意見を述べた。

「ここにいない五クラス？」

　蒼井は意外だという表情を作った。

「状況を整理していいかな。現在和泉いずみの四組は、もとある自分の国しか持っていない。私の六組は五組を支配下にいれて、二クラス分。一組を引いたとしたら、残りは四クラスのはずだ」

「……そのことなんだけど、五組は一組が管理していいかなあ。もちろんその分のクラブカードは、責任を持って渡すつもり」

「五組に対して、その役は私が行うことはできないのか？」

「私がやるべきだと思うの」

　愛美は蒼井の視線を受け止め、きっぱりと言った。

　蒼井の表情は冷さめている。紀のり之ゆきはそんな蒼井を見て、元からこの討論は、愛美がイニシアチブを握っていたのだと思った。

「それで、愛美さんの意見は終わりかしら。私たちに求めるものはそれだけ？」

　和泉が言った。

「できればね、四組も六組も、一組の管理下に置かれてほしいの」

　愛美はにこりと笑った。

「占領されろということ？」

「うん。もちろんクラブカードは渡すよ。もらえるべき枚数を。ブレスレットを外した和泉さんの分だってちゃんと渡すし。タイミングを合わせてここに出てくればいいでしょ。どうかな、和泉さん」

　紀之はぼんやりと愛美を見つめた。愛美の笑顔。これが女神の笑顔なのだろうか。何か異物が混じったような笑みに見える。

「四組へのカードの運び役なら喜んで受け入れさせていただくわ。それもゲームに負けたペナルティーだわ」

　和泉は皮ひ肉にくっぽく笑った。

「蒼井さんは……どうかな」

「……」

　蒼井は目を伏せている。

　紀のり之ゆきは複雑な感情で蒼あお井いを見つめた。蒼井が愛まな美みからカードを受け取った時点で、女神と天使の立場が確立する。女神の僕しもべの天使として、学校生活でも決まらなかったポジションが決定づけられるのだ。

「私はこの状態で停戦の方向に導くべきだと思う」

　蒼井は声を絞しぼり出した。

「私は終わらせるべきだと思うの」

「白いスペードを消せとは言っていない。一組は争いが起こらないよう見張っていればよい」

「信用していないわけじゃないの。でも、いきなり奇き襲しゆうを受けて、拠きよ点てんのマークが一つでも取られちゃったら……」

　愛美の恐れているのは、四組と六組に同盟を組まれて攻撃されるということだ。国を一つ取られれば、戦力は四対四のイーブンとなる。世界は再び混こん沌とんとする。

「こんな醜みにくい戦争を続けていくことは愚おろかだと思うし、火種も残しちゃいけないって思う」

「だから、支配して戦争を終わらせようと？」

　愛美は、しばしの沈黙の後うなずいた。

「うん。終わった後に、平和で平等な世界を築けばいいじゃない」

　愛美はそう宣言した。

　蒼井は小さく息を吐はいた。表情には諦あきらめの感情が入り混じっていた。

「平等かしら？」

　しばしの沈黙の後、和泉いずみが口を開いた。

「うん、カードは平等に配るよ、絶対に」

「でも平等の要素は資源だけじゃないもの。与える側、受け取る側。もう平等じゃない。他ほかの七クラスは、一組に媚こびを売りながら暮らすことになるわ」

「でも、争いは終わって平和になるよ」

「マップ上バランスを取っているだけだわ。生徒は次の争いのため、憎にくしみを蓄積させ、支配から抜け出そうと知恵を絞しぼり続ける。その状態は、一組にとって平和であるだけ」

「じゃあ、どうすればよかったの？」

「平和と平等をうたうなら、マップ上だけで処理をするべきだったわ。スペードというコミュニケーションを使って」

「スペードは攻撃しかできないもん」

「スペードは感情だと思うわ。私たちはそれを憎しみとか欲望にしか変換しなかったけど。個人の思想や感情が絡からみついたそれが、単純なスペードで表現されていた。まるで生き物みたいに。私は思う。平和と平等を掲かかげるのなら、マップ上で全すべての支配をやめればいいと」

「そうしたら、またスペードの生産合戦になっちゃう。必ず繰り返しちゃう」

　愛美は髪を揺らし首を振った。

「いつかその間違いに全すべてのクラスが気づく時が来るだろうとは考えないのか？　平和と呼べるのはそんな状態だけだ」

　蒼あお井いは透明感のある瞳ひとみを愛まな美みに向けた。

「それはただの綺き麗れい事ごとだよ。蒼井さんは──蒼井さんは、私からカードを受け取るのが嫌で、そんなことを言っているんでしょ」

「私は自分の意見を述べただけだ」

「私は、皆のためを思って、こうして話し合いをもったのよ」

「では、意見を聞き入れたらどうだ？」

「私は正しいことを言ったつもり。それが受け入れられないのなら……」

　愛美の表情の温度は下がっていた。

「どうする？」

「話し合わなくても、白いスペードで支配することはできるよ」

　愛美はそう言った。

「そうか」

　蒼井は目を閉じた。

　愛美は無表情で直立している。愛美は闇やみに紛まぎれてぼんやりと見えた。

　空間に沈黙が流れ続けた。

「これで、話し合いは終わりかしら。これ以上、私も意見はないわ」

　和泉いずみが立ちあがった。

「じゃあ、いったんクラスに戻るね。行こう、千ち葉ば君」

　愛美は、和泉と蒼井に笑いかけると、紀のり之ゆきの手を引き歩き出した。

　紀之は迷いながらも、愛美と一組に入った。




　薄うす闇やみの中、お互いに背を向けていた和泉と蒼あお井いは、どちらからともなく視線を合わせた。

「ここって暗いわね」

　和泉はぎこちなく笑った。

「怖いか？」

「ええ。ひとりだと精神状態を保てないと思う。ここに初めて出て来た時、おかしくなりそうだった。千葉君が来てくれなかったら、きっと変になっていたと思うわ」

「闇の恐怖は、自分自身に対する怯おびえだ」

「蒼井さんは怖くないの。ひとりでここに出て来たりしていたようだけど。どうやって精神状態を保っているの」

　和泉が聞くと、蒼井は少しだけ視線を上げて回想するように話し出した。

「小学校三年の頃ころだった。近所の友達と遊んでいた時、遊びの延長で廃はい棄きされた冷蔵庫に閉じ込められたことがある。最初はすぐに出してくれるかと思ったが、いつまでたってもドアが開かない。忘れられたのだと思った。狭せまく暗い冷蔵庫の中で、私は発はつ狂きよう寸前だった。未いまだに閉へい所しよ恐きよう怖ふ症しようだ」

「ひどいことするのね。それで、どうしたの？」

「泣き疲れ、恐怖で磨すり減へった頭で、私はこう考えた。この狭い空間が私の国だと。闇の広さが国土で、国民は私だけ。ここは私を守ってくれる空間だと」

「世界で一番小さな国ね」

「国民が一人であるのは、少々寂さびしいとも考えた。だから、最初に私が見た人間を、国民にしてやろうと考えた」

「ということは、助けてくれた人が、国民となったのね」

「ああ、そいつだけは、たった二人の国民だから、未だにイーブンの関係を続けている。その他の人間は、他の国の人間だった。だから、私の人間関係は、支配するか敵対するか関係を持たないか、それしかなかった」

　蒼あお井いはふらりと立ちあがった。

「どうするの？」

「私の国に戻る。青い天使ではなく、蒼井典のり子ことしてクラスメイトと話し合い、今後のことを相談する。あのクラスがああなったのは、私の歪ゆがんだ人間関係によってだ。だから、少しでも、よい方向に導きたい。それに、さっきあれほど偉えらそうに意見を述べた責任は取らなければ」

「そっか」

　和泉いずみは小さくうなずいた。

「和泉も一いつ緒しよに来るか」

　和泉は蒼井の誘いに首を振った。

「四組に戻るかもよく分からないわ。でも、待ってないと」

「一緒に待とうか？」

「大丈夫。きっとすぐ出てくると思うし」

「分かった」

　和泉と蒼井は握手を交わした。

　蒼井は六組の扉の中に戻っていった。




「……なあ」

　紀のり之ゆきが額を突つくと、彼女はぱちっと目を開けた。

「きゃっ」

　和泉はがばっと飛び起きる。

「そんな驚き方するなよ。ちょっと触さわっただけだろうが」

　紀のり之ゆきは、円形ベンチでのんきに寝ていた和泉いずみを睨にらみつけた。

「どれくらい時間が経たったのかしら。戻ってきたのは、千ち葉ば君だけ？」

　和泉はスカートの裾すそを直しながら、ベンチに座りなおす。

「また泣いてるんじゃないかと思って戻ってきたんだけど、のんきに寝てやがってさ。たぶん十時間ぐらい、大おお股また広げて寝てたぞ」

「大股なんて広げてないわ」

「広げてた。パンツ丸見えだった」

「……まさか、十時間もそれを見てたんじゃないでしょうね」

「さすがに飽あきてこのへんを歩き回っていた」

「悪かったわね、飽きるようなパンツで」

「レア缶詰の熊肉缶詰を一組からくすねてきたから、その飽きるようなパンツを鑑賞したのと、ギブアンドテークってことで」

　紀之は和泉に缶詰を渡してやった。

「……それより、ひとりで何しに出て来たの。私が心配で、とかじゃないんでしょ。ちなみに、あの美人の蒼あお井いさんは、自分のクラスに戻ったわよ」

「そっか」

「あなたも、愛まな美みさんと一いつ緒しよにいればよかったのに。わざわざ出てきちゃって。すぐ戻るの？」

「いや、なんかよく分からなくなってここに出て来た」

「なにそれ」

「ここが、一番自分を確認できるような気がした。もうどこのサークルにも属さない」

　紀之は宣言した。自分は千葉紀之だ。それだけで、付属説明はない。確固たる個人。

　和泉は、そんな紀之に苦にが笑わらいを向けている。

「ずっと、そんなことを考えていたの？」

「あと疑問に思うことがあって、いろいろ調べてた」

　紀之はちらりと周囲を見まわした。

「なあ、やっぱりおかしいと思わないか？」

「ん？」

　和泉は小首を傾かしげて瞬まばたきをした。

「他ほかのクラスの生徒が、未まだここに出てこないってことが」

「そうね。でも、三クラスは出て来たわ。他ほかのクラスは──本当はいない可能性もあるわよね」

「その可能性があったにしても、四組は？」

「私と千葉君が出てきているわ」

「でも、出てきてないに等しいだろ。俺おれらは、出てきてから戻っていない。だから外の情報は全くない。外を調べたいという欲求は出てくるはずだ」

　腕輪を外し、安全なエリアの枠わくから外れるという恐怖感は相当なものだ。その上、シートのシステムなどから、そんな恐怖をサブリミナルに刷すり込こまれているかもしれない。

　しかし、そうだとしても、疑問は大きく膨ふくらみ破裂しないのだろうか。

「確かに、千ち葉ば君が外に出てから、クラスメイトは疑問を感じていたわ。帰ってこないし、外に何かがあったんじゃないかってね。でも、逆に外に出ないほうがいいってなったの。やっぱり外は危険なんだって」

「和泉いずみがそうまとめた？」

「皆の話し合いで、そうまとまったのよ」

　紀のり之ゆきは考えた。明確な答えの存在しない話し合いが、こうも簡単に決着するだろうか。

　そんな紀之の思考に気づいたのか、和泉が視線を向ける。

「誰だれかが、皆の思考を導いたのかもね。集団は、ちょっとした力で流れちゃうから。多人数だからゆえ、自分が薄れて他ほかの人の意見に従いたくなるわ」

「一組も六組も、バランスを取っているのは、蒼あお井いや正まさ樹きとは別の要素があるからだという可能性もある」

「その他のクラスも、誰かが外に出ないよう思考を導いているのかもね」

「そういや、シートの操作なんかも、すぐに誰かが気づいて教えていたよな。あと、クラスメイトを積極的にまとめた人間もいる」

　紀之はちらりと和泉を見た。あのクラスの中に、誰かこのシステムを知っている人間がいたのではないかと、そんな考えが過よぎったのだ。

　あのクラスの中にあちら側の存在を紛まぎれ込こませるとしたら。その場合、うまく姿を隠かくすにはどうすればいいか。

　答えは簡単だ。生徒として紛れ込ませればいい。

「言っておくけど、皆のためを思っての行動よ。それより、千葉君は、何故なぜすぐに腕輪を外したの？　今考えると不自然よね」

　和泉は不服そうな表情で反論した。そのままふたりはしばらく睨にらみ合い、ふっと表情を緩ゆるめた。

「まあ、おまえは普ふ段だんどおりだよな。パニックになる寸前のクラスメイトをまとめようと声を出すと思った。優等生のクラス委員長だからな」

「あなたもね。そういう存在は、目立ったことはするはずないし、クラスの足並みを乱すのも普段どおり」

「俺おれの考えすぎかな。同級生をこんな目に遭あわせるなんて、心情的にも資金的にも不可能だもんな」

　紀之は和泉の皮ひ肉にくを受け流して考え込む。

「そうでもないわ。このシステムを用意したのは別の存在で、その生徒は、それに協力しているだけかもしれない。このシステムを安定させるスパイ役としてね」

「あのシェルターで目を覚ました時も違和感があった。誰だれが最初に目を覚ましたんだろう。誰かがクラスを落ちつけようと声を出していた気がする」

　全員が薬を打たれて眠っていたという証しよう拠こはない。

「でもさ、よく考えると、それって無理のある考えだと思うわ」

「どうして？」

「その人には何のメリットがあるの？　ただでさえストレス溜たまる密室で、さらにそんな役を担になったら、最初に精神が崩ほう壊かいするわ。バランスをとるには、何かご褒ほう美びのようなものがなくちゃ。でも、それは無理でしょ」

　紀のり之ゆきはうなずいた。確かにあの密室で、特別な行動を起こしたらすぐに分かるだろう。全員同じ行動をしているのだ。

「考えられることは、腕輪を外してここに出ることだな。このエリアに何かがあったりとする」

　と、すると、蒼あお井いと愛まな美み。しかし、あのふたりが腕輪を外すのは自然な行動に思えた。それに、蒼井はそんな人間ではない。

「さっき言ったとおり、目立った行動をするはずはないわよ。あのふたりは特に目立つし。でも、もしかしたら、他ほかのクラスのその人は、外に出てきているのかもしれないけど」

「それはないな。扉が開いたら分かるように、残りの五クラスの扉には全すべてクラブカードを立てかけてある。一度も開いた形けい跡せきはない」

「現実的に可能性があるのは、物資の優ゆう遇ぐう措そ置ち。大量のカードを部屋のどこかに隠かくしているとか、何回でも使える特別なカードを持っているとかね」

「でも、それは目立つよな」

「ええ。だとしたら、どこかに管理ルームみたいのがあって、そこでシャンパンでも飲みながら、モニターごしにクラスメイトの苦しむ姿を見てストレスを発はつ散さんしている、なんてね」

　和泉いずみは指をクルクルと回しながら喋しやべっている。

「そこへの出入り口は部屋の中にある、と」

「でも、それも無理だけどね。姿がなくなったら不自然だもの。ある程度の時間、姿が見えなくても疑問に思われなく、こっそりと出入りできる場所なんて、あの密室のどこにもないわ」

　和泉はいつもどおり冷静に結論を出した。

　紀之もうなずいた。確かにそんな場所は存在しない。これはただの机き上じようの理論だ。

　紀之は何か思いつきそうな気がしたが、その思考は中断される。扉の開く音が重々しく響いたのだ。ふたりは立ちあがった。

　闇やみに姿を現したのは愛美だった。

　愛美は、紀之と和泉に気づくと歩み寄ってきた。

「よかった、クラスに戻ってなかったんだ」

　愛まな美みは女神の表情を取り戻している。いつものにこやかな笑顔を浮かべていた。

「正まさ樹きが来ると思ってさ、待ってたんだ」

　紀のり之ゆきは愛美に笑い返した。

「ずっとここにいたの？」

　愛美は紀之と和泉いずみに視線を行き来させる。

「ふたりでずっとここにいたから、状況が分からなくて。よかったら、あれからどうなったか教えてほしいわ」

　和泉は平然と愛美に質問した。

「そう」

　愛美はうなずき、ポケットからカードの束を取り出した。

「和泉さんに預けるね」

　愛美はそう言うと、和泉にクラブカードの束を渡す。

「と、いうことは、やっぱり？」

　和泉はカードを見ながら、横目で愛美を見た。

「うん。四組は取ったよ。六組もそう。だから、マップの八つの国は、ひとつになったの」

　愛美は微笑ほほえんでいた。複雑な感情の入り混じった笑み。

　世界の混乱は終結し、秩ちつ序じよが生まれた。しかし、その秩序は純粋なものなのだろうか。

　真っ白なスペードに埋うめ尽つくされたマップ。パワーゲームの終しゆう焉えん。

「そうするしかなかったよ。だから、カードを四組に持っていってあげて。多めに持ってきたから」

「分かったわ」

　和泉は素直に言った。

「これから時間を合わせて出てこよう。カードも渡せるし、いろいろ情報交換をしてやっていこう。そのうち、他ほかのクラスの生徒も出てくるかもしれないしさ」

「そうね」

「カードを持っていけば、和泉さんも堂々と四組に戻れるよ」

「ええ」

　和泉は無表情で返事をしている。

　愛美は次に無む垢くな笑顔を紀之に向けた。

「千ち葉ば君はどうするの？　四組に戻っちゃう？　千葉君、私たちにマップのこととか教えてくれたし、よかったら一組においでよ。みんな、千葉君のこと気に入ってるよ」

　愛美は指先で髪を撫なでながら、紀之に潤うるんだ瞳ひとみを向けている。

「ああ、俺おれはさ……」

「ありがとう」

　紀のり之ゆきの言葉を遮さえぎって、和泉いずみが言った。

「あ、いいよ。そんなの」

　愛まな美みは首を振った。

「いいえ、お礼を言わせて。四組のためにカードを分けてくれたことは立りつ派ぱなことだし、きっと四組の生徒も喜ぶわ」

　和泉は愛美に笑顔を向けた。

「うん、そうだよね」

「そうよ」

「蒼あお井いさんは受け取ってくれるかな。蒼井さんにも渡してあげたいんだけど、出てくるかな。それとも私から受け取りたくないかなあ」

「蒼井さんは、きっと素直にお礼を言うと思うわ。クラスメイトのことを考えて、カードの運び役をやるはずよ」

「そう思う？」

「ええ。蒼井さんはそんなひとだと思うわ」

「そうかなあ。じゃあ早く出てくればいいのに」

　愛美はくすりと笑った。

「でもね、私のほうは、本当はどうでもいいの。カードを持っていって四組に取り入りたくもないし、物資的に助けてあげたいって気持ちもあまりないの。ちょっとは心配しているけど」

「どういうこと？」

「カードをくれた、その行為にお礼を言っただけ。だから、これは単純に私個人の気分的な行動だから」

　和泉はそう言うと、いきなり愛美に向けてカードの束を投げつけた。

「きゃっ」

　愛美はカードの束の直撃を受け床ゆかに倒れた。散ったカードは、紙かみ吹雪ふぶきのようにバラバラと愛美に降り注いだ。

「何で？」

　愛美は目を見開き立ちあがる。

　和泉は歩み寄り、さらに愛美の頰ほおを平ひら手てでひっぱたいた。加えて愛美の髪を乱暴に引っ張る。

　愛美は訳わけが分からずに、悲鳴を上げて和泉の手を振りほどこうとする。

　和泉はそんな愛美の髪を引っ張りながら、バシバシと顔をはたき続けている。愛美も抵てい抗こうし、乱暴に振りまわした肘ひじが、がつんと和泉の口元にぶつかった。

「ちょっとちょっと」

　呆ぼう然ぜんとしていた紀之は、我に返りふたりの間に割って入った。頰を赤く腫はらし涙ぐんでいる愛美を守るように、和泉から遠ざける。

「なんなのよ」

　愛まな美みはぐっと唇を嚙かんで、紀のり之ゆきの肩越しに和泉いずみを睨にらみつけている。

　和泉は肩で息をしながら、視線を落として立ち尽くしていた。

「もう、戻ろう」

　紀之は愛美の手を引き、一組の扉まで連れて行った。

「何であんなことされるのか分からない」

　愛美は大きな瞳ひとみいっぱいに涙を溜ためながら啜すすり上げた。

「そうだよな。正まさ樹きには分からないよな」

　紀之は愛美の背中をさすりながら、扉の中へと誘ゆう導どうした。

　和泉は愛美が扉の中に戻った後も、体を硬こう直ちよくさせたままぽつんと立っていた。

「おまえなあ……」

　紀之はそんな和泉の元へと戻った。

「乱暴はよくないだろ」

　紀之は苦にが笑わらいを浮かべて和泉を見た。和泉は歯を食いしばりながら顔を上げる。

「一いつ緒しよに行ったんじゃなかったの」

「ふふっ」

　声を絞しぼり出した和泉を見て、紀之は笑ってしまった。

「唇切れてるじゃんか。喧けん嘩かなんかしたことないくせに」

　紀之は血だらけの和泉の口を拭ぬぐってやった。

「下くだらないものばっかり。くそくらえだわ」

　和泉は肩を震わせながら顔を歪ゆがめ、必死に泣くのを耐えている。こんな状況でも、紀之に涙を見せたくないようだ。

「そんなに我が慢まんしないで、泣き喚わめくとすっきりするぞ。涙を流すとストレスが発はつ散さんされるってサイエンスの本に書いてあった。トイレで泣いてくるか？」

　紀之が気を遣つかって言うと、和泉はいきなり震えをぴたりと止めた。

「ど、どうした？」

「トイレよ。トイレの個室」

　和泉はがばっと顔を上げた。

「お腹なかが痛くなったのか？」

「違うわよ。さっきの話。トイレの個室なら……」

「トイレの個室？」

「出入り口の話よ」

「……あっ、そうか」

　紀之はしばしぽかんとした後にうなずいた。

　トイレの個室に出入り口があるとしたら、そこから抜け出すことは可能だ。鍵かぎはかけられるし、少々時間がかかっても疑問に思われることはない。トイレに個室は二つあった。長時間鍵をかけていても、他ほかの人間に不便はないはずだ。

「四組に戻ってみるか。一組か六組でもよい」

「そうね。でもこのエリアにもトイレはあるわ。一応確認してみる？」

　紀のり之ゆきはうなずき、ふたりでトイレへと向かった。

　ここのトイレも、男子用の小用便器がひとつと、個室が二つある。

　紀之は一方の個室のドアを開け、薄暗い中を確認した。

　何の変へん哲てつもない洋式便器がある。床ゆかは硬かたいタイルが敷かれている。蓋ふたのようなものはない。上を見ると換気扇がある。フィルターごしに、ファンの回る音が微かすかに聞こえた。

　もう片方の個室も調べてみたが、特に変わったものはなかった。やはり、見当違いの想像だったのか。

　すでに諦あきらめた紀之をよそに、和泉いずみは未いまだにトイレ調査を続けている。蓋を閉めた便器の上に座りキョロキョロと周囲を見まわしている。

「違う気がする」

　和泉はポツリとつぶやいた。

「やっぱり、見当違いだったな」

「違うの。ここと隣の個室。何かが違うのよ」

　和泉は座ったまま唸うなっている。そんな和泉の髪がほんの微かにゆらりと揺れた。

　紀之は和泉の頭上に視線を向け目を見開いた。違いが分かった。

「ファンが動いていない。それどころか、空気が流れてきている気がする」

　紀之は頭上の換気扇を指差した。換気扇をふさぐ網あみ状じようの蓋は、人が入れるほどの大きさがある。

「外せそう？」

　便器の上に立った紀之に和泉が声をかける。

「意外に簡単そうだ」

　紀之が格かく闘とうしていると、いきなり蓋がパカリと外れた。蓋の向こうに現れたのは、小さな通つう気き孔こうと止まったファンだった。

「その穴じゃ、人は通れないわね」

「これはもともとダミーなんじゃないか？」

　紀之は蓋を和泉に手渡してから、ファンに手をかける。押したり回したりしているうちに、中蓋もろともファンが外れた。

「ビンゴだ」

　紀之はにやりと笑った。

　ダミーの換気扇の向こうには、上方向のパイプ状のスペースと鉄の梯はし子ごが確認できた。上からはひんやりとした空気が流れてきている。

　ふたりは息を吞のんで視線を合わせた。

「俺おれだけ行ってみる。和泉いずみはここで待ってろよ」

　和泉は首を振った。

「私も行くわ」

「危ないかもしれない」

「こんな状況で女の子扱いしないでほしいわ」

「分かった。じゃあまず俺が和泉を下から押し上げてやる」

「ちょっと、それはまずいわよ」

　和泉はスカートを気にする仕し草ぐさをした。

「こんな状況で女の子扱いするわけないだろ」

「もう、あなたとはパンツ関連のことばかり話している気がする」

　和泉が渋しぶるので、紀のり之ゆきは先に上ることにした。梯子をつかみ、給水タンクや壁の出っ張りに足を引っかけると、意外に楽に上れた。和泉も同じく上ってきたので、紀之は引っ張り上げてやる。

　梯子を上ると、突き当たりに丸い扉があったが、ロックは掛かっていなかった。その扉は外側に開き、ふたりはそこから身を乗りだす。

　出た場所は、先ほどのトイレの個室と同様狭せまい場所だった。正面に扉がついている。

　紀之は呼吸を整えながら、扉ごしに向こうを観察した。何も聞こえない。隣にいる和泉の吐と息いきだけが聞こえた。

　紀之は和泉と視線を合わせてうなずき、そっと扉のノブに手をかけた。扉は微かすかに軋きしんで外側に開いた。

　そこも薄暗い場所だった。正面に壁が見える。通路のようだ。慎しん重ちように通路に身を出してみる。リノリウムの床ゆかがキュッと音をたてた。

　通路は両サイドに延のびていた。どちらも扉側にカーブしている。

　紀之はゆっくりと右方向に進む。いつのまにか和泉がぎゅっと紀之の手を握っていた。

　すぐに左手の壁に、先ほど出て来た扉と同じ扉が確認できた。その扉を静かに開けてみる。

　中は狭い個室で、床にマンホールのような蓋ふたがあった。やはり出て来た場所と同じだ。

「ねえ」

　和泉が蓋を指差した。

「ああ、そうだな」

　この蓋の下には出入り口があり、そこからトイレに繫つながっているはずだ。おそらく他ほかのクラスのトイレに。

　すでに一組に支配されたこの世界。しかしそれは真実ではないのだ。その上の存在がある。彼らは、そんな様子を見て薄ら笑いを浮かべていたのだ。

　紀のり之ゆきと和泉いずみは思考を急停止させ息を止めた。

　外の通路から、ペタペタと足音が聞こえたのだ。足音はこちらに近づいてきている。

　和泉ははっとした様子で扉を見た。扉は半開きのままだ。紀之は、扉を閉めようとした和泉を制した。

「静かに」

　紀之は和泉を抱きしめ体を硬こう直ちよくさせた。

　足音はぴたりと扉の外で止まった。

　紀之の額からぽたりと汗が流れた。和泉の心臓の鼓こ動どうが、体を通して伝わってきた。

「また来たのか？」

　扉の外の声はそう言った。

　紀之はその声を聞くとともに、扉を殴なぐりつけるように開け放ち飛び出した。

　外に立っていた声の主の体をつかむと、そのまま壁に叩たたきつけた。

「氷ひ室むろ君……」

　遅おくれて出て来た和泉が言った。

「おまえだったのか？」

　紀之は目の前のクラスメイトを睨にらみつけた。暗がりの中、がっしりとした体のシルエットが確認できる。

　氷室は抵てい抗こうもせずに、ただ呆ぼう然ぜんとしている。

「おまえがこれを仕組んだのか？」

　紀之はもう一度言った。

「……違う」

　氷室は力なく首を振った。

「乱暴はよしましょう。ねえ、氷室君も素直に話してほしい」

　和泉の口調は穏おだやかだったが、視線はとても鋭く冷たかった。

「おまえは何なんだ？」

　紀之は、氷室に抵抗する気がないことを感じ手を離してやった。

「……俺おれも同じだよ。ただ、皆と一いつ緒しよにあの場所に連れてこられただけなんだ」

　氷室は声を絞しぼり出すように話し出した。

「同じなのか？」

　紀之は唇を嚙かみしめながら氷室を睨んだ。

「違うのは、他ほかの皆が寝ている間に説明を受けた。あのソフィアから。俺は、皆より早く起きたから」

　打たれたか飲まされただろう薬に差があったのだろう。だから、一人だけ早く目覚めた。それが氷ひ室むろだった。

「それで、設備の使い方や、部屋の扉の外がどうなっているのかとか、映像を交えて教えられた」

　紀のり之ゆきは思い出した。最初にシートの使用方法を発見したのは氷室だったと。

「他ほかにも、ここへの隠かくし通路の場所とかも」

「トイレの個室？」

「ああ。クラスメイトのフォローをする代わりに、この場所を使用していいって」

「この場所には何がある？」

「クラスメイトのフォローってどういうこと？」

　紀之と和泉いずみは同時に言った。

「販売機のある部屋があるだけだよ」

「同じ販売機か？」

「ちょっと変なシステムなんだけど。そこで他のクラスの俺おれと同じ立場の生徒と合流して話し合ったりした。それで、ソフィアから言われたようにクラスメイトのフォローをしようってことになった。皆を陰かげから導こうって」

　やはり、他のクラスにも、氷室と同じ人間がいるようだ。そして、自分のクラスの生徒の思考を先導した。

　ああ、ここにもサークルが構成されていたのだ、と、紀之は思った。そんな生徒のサークルが、その他大勢の生徒を操作していた。このシェルターの生徒たちは、同じ立場であるはずの生徒によって支配されていたようなものだ。

「導いていくって、あの状態がそれかよ？」

　紀之は氷室を問い詰める。

「仕方ないさ。クラスメイトの命を守るためだから。ここはそんなシェルターじゃないか」

「本当にそう思ってるのか？」

「ソフィアがニュース画面を見せてくれたよ。大規模なテロ活動があって、空港も、俺たちが乗るはずだった飛行機も爆破されたって。たぶん俺たちは死んだことになっている。でも、こうしてここにいるのは、命を救ってくれる意思があったからだろ」

「その映像が本物だって証しよう拠こはない」

「作った映像じゃないようだった。ニュースキャスターも知った顔だった」

　氷室はいたって真面目な表情だ。噓うそを言っている様子はない。

「テロ騒動は本当かもしれないわ。こないだだって、未み遂すいだったけど東京メトロで爆弾騒ぎがあったし」

　和泉が口を開いた。

「……でも、だからといってこの状況が善意だという証しよう拠こにはならないわ。いいえ、そんなテロ活動の混乱を利用して、こんなシェルターに生徒たちを押し込めた可能性が高い。それは悪意に他ほかならないわ」

　和泉いずみの言うとおりだろう。このように大規模な設備を作るにしても、大人数を運んでくるにも、大きな組織力が必要だ。この状況は、テロ活動の組織などと複雑に絡からみ合あった中の、ひとつのサークルが計画したものなのかもしれない。

「その真しん偽ぎは俺おれには分からないよ」

「だったら、何故なぜ、この場所を教えない？」

「……大人数は無理だ。混乱する。そこの物資も無制限じゃないかもしれないし」

　氷ひ室むろは首を振った。

「だから、教えなかった。で、他のクラスメイトが苦しむ姿を横目に、優越感を得ていた」

「違うよ千ち葉ば。俺はあくまでも、シェルターとしての生活を安定させるために努力をしていた。クラスメイトのために」

「詭き弁べんだよ氷室。おまえもこの場所は命を守るシェルターでないことは気づいている。でも、この優越感を守るため、そう思い込むことにした。これはクラスメイトのためだと、そう自分へ言いい訳わけし、この有利な立場を守った」

　紀のり之ゆきの言葉に、氷室は力なく下を向いている。

　歪ゆがんでいる。表向き生徒を守るシェルターだと、正義の体てい裁さいを整えるこの場所。マップで争わせ、クラスに異物を紛まぎれ込こませ歪ませた。

　命を繫つなぐシェルターだが、マップのコミュニケーションにより、人間関係に混乱を促うながす。しかし一方、最低限のバランスを保つよう細さい工くをしている。それの意味することはただひとつ。

　この場所はシェルターではない。歪んだ人間関係のドラマシアター。できるだけ長い間、苦しみを演じさせたいのだ。

　このシェルターの壁は悪意で固められている。

「でも、どうしたらいいのかしらね、現実的に」

　和泉はつぶやいた。

「ふたりも部屋に来いよ。そこで話そう。他のクラスのも、そのうち来るかもしれない」

　氷室が視線を上げた。

　紀之は氷室の表情を見て、何を考えているかが分かった。食べ物や飲み物を与え、優越感に浸ひたらせ、自分と同じ立場に引き込もうとしている。そうしたら、この状況は安定すると。同じサークルに入れようとしているのだ。

「俺は思うよ。ここは、生徒たちのいるあの場所より優位な立場かもしれない。でも、それを含めて、俺たちのこの醜みにくい行動を見て楽しんでいる奴やつらが必ずいる。だから、ちょっと場所をずらしたところで、閉ざされた暗い場所にいるのは変わりない」

　モニター越しに眺めているのか。それとも、ただ放り出しただけか。どちらにしろ、ここは左右も上下もない暗黒だ。暗くら闇やみの中で踊おどりを強要されている。

「じゃあ、どうすればいい？」

　氷ひ室むろが聞いた。

「皆腕輪を外して、外に出て、この場所だって教えてやればいい。そうすれば皆平等だ。そうしたら、たぶん終わる。下くだらないシステムを作った奴やつらも、もうこれ以上醜みにくい人間関係を見て、楽しむことはできないだろう。ゲームは終わる。エンターテインメントは終了だ」

「終わらなかったらどうする？　シェルターとしてぎりぎり安定している状態を崩くずすだけだったら」

「その時は、仕方がない」

　それでも、自分自身は取り戻せる。全すべての生徒は暗闇から抜け出すことだけはできるではないか。

「無理だよ、だってこのシェルターがある場所は……」

　氷室の言葉に、紀のり之ゆきと和泉いずみは目を見開いた。

「まさか、知ってるのか。この外を」

「ああ」

　氷室はうなずいた。

「どうなっている？」

　紀之はソフィアの言葉を思い出した。ソフィアはここが宇宙船だと言っていた。しかし、そんなことがあるはずはない。

「……こっちに」

　氷室はほんの一瞬考える素そ振ぶりを見せた後、ふたりを手招きして通路を歩き出した。

　紀之は和泉の手を引き氷室に続く。通路はカーブし続けている。円形のエリア沿いに通路があるのだろう。内側の壁には等とう間かん隔かくで扉があった。それぞれのクラスに通じているはずだ。

　しばらく歩くと外側の壁に重厚そうな扉が見えた。

「この扉」

　氷室は扉のハンドルをキリキリと回し始める。

　紀之と和泉は、ぎゅっとお互いの手を握り合いながら扉が開くのを待った。

「外はどうなってる？」

　紀之はぱりぱりに乾いた唇を動かし聞いた。

「ソフィアの言っていたとおり、俺おれたちは宇宙を漂っていたよ」

　扉はいきなり開いた。

　呆ぼう然ぜんと硬こう直ちよくする紀之と和泉は、扉が開いたと同時に突き飛ばされた。すぐに背後で扉の閉まる音が響く。

　紀のり之ゆきは、反射的に扉に体当たりしたが、重い壁にあっけなく弾はじき返された。

　硬かたい床ゆかに倒れ込み紀之は悲鳴を上げた。紀之は暗黒に包まれていた。チカチカと光が点てん滅めつしていた。星だ。ああ、ここは宇宙だ。紀之はそう思った。

　紀之は必死でそばにいた和泉いずみを抱きしめた。

　和泉は紀之の胸の中で、光を放つ星々のパノラマを目に映していた。




　蒼あお井いはバラバラに散らばっていたカードを拾い集め、連絡通路へと戻っていた。

　マップ上で、六組が支配されたことを確認し外に出たのだが、愛まな美みの姿は見当たらなかった。ただ床にカードが散らばっていただけだった。

　これが六組への配分なのだろうか。枚数は確かにそれだけあった。愛美が直接蒼井にカードを渡さなかったのは、彼女なりの気き遣づかいだったのだろうか。

　蒼井は閉へい所しよの恐怖から目を逸そらすために、だらだらと思考を垂れ流した。

　扉はすぐに開いてくれた。

　中に入ると、重々しい空気がどっと蒼井を包み込んだ。

　扉を開けた女子生徒は、力なくシートに座った。

　蒼井は室内を見まわす。ぎこちなくねっとりとした雰囲気で満たされていた。

　男子を支配しマップを操作した女子。女子たちはマップで敗退し脱力している。

　男子は、ただ戸と惑まどっていた。いきなりカードの補給が断たれた現実に愕がく然ぜんとしている。女子の行動を疑い始めた生徒もいるようだ。

　すでにクラスの人間関係は崩ほう壊かいしていた。それでも、クラスメイトは救いを求めるように蒼井に視線を向けた。この蒼井を中心に、まだわずかながら関係が保たれているのかもしれない。蜘蛛くもの糸いとのような細い繫つながりが、蒼井を介かいして存在している。

「大丈夫？」

　蒼井は、シートにへたり込んでいた男子生徒に声をかけた。

「うん、でも、カードがなくてシートも使えない」

　それでも生徒は、蒼井に声をかけられにこりと笑った。

　この不安定な状況で、また蒼井を頼り出したのかもしれない。

　この状況の変化を利用して、このクラスの人間関係を再さい構こう築ちくすることは可能だ。前と同じく支配をする関係に。そんな一いち抹まつの考えが蒼井の頭を過よぎった。

　しかし、それは違う。蒼井は心の中でうなずいた。

「カードはあるよ」

　蒼井はポケットからカードの束を取りだし、生徒たちにアピールした。

　皆はそれを見て、瞬しゆん時じに表情を取り戻した。それぞれ小さく歓かん声せいを上げる。淀よどんでいた空気が流れ出したかのようだ。

　蒼あお井いは小さく笑った。

「でも、カードなんて使わなくても生きてはいけるわ。こんな場所で寝ていないで、腕輪を外して外に出ることだってできるのよ」

　蒼井は長い髪を揺らしながら、ゆっくりと画面の前に進んだ。

　生徒たちは、そんな蒼井に引き寄せられるように視線を向けている。

　誰だれかが、腕輪を外すことはよしたほうがいいと言った。そんな意見に周囲の生徒も同調しだす。

「でもね、重要なことは、私たちは自由に選択ができるってことなの。カードを使ってこの設備を利用するのも、ここから外に出ることだって」

「この外で何かを見つけたの？」

　蒼井は首を振った。

「外は暗いだけで何もないのよ」

　生徒たちは落らく胆たんした様子だった。

「カードを配ろうか？　でも、ずっとこのシステムを利用し続けないといけないのかな」

　また誰かが、それしかないと意見を述べた。

「私はただ皆と話し合いたいの。平等にね。男女の区別もなく、私もひとりの生徒としてね。今までどおりカードを使いシートに横たわるか、それとも別の行動を取るか」

「どうすればいいの？」

　生徒が蒼井に聞いた。蒼井に意見を求めてくる。

「どうすればいいと思う？　私たちはどうすればいいんだろう」

　生徒たちは口を閉ざしている。意見は出てこない。

　蒼井は口を開く。

「扉の外は暗かった。暗くて何もない場所なの。私はそんな暗くら闇やみの中に身をさらして分かったの。その闇って、もともと私たちひとりひとりの周囲にあるものだって。でも、私たちは普ふ段だんの生活においても、その闇からずっと目を逸そらしていた。漠ばく然ぜんと学校に通い、社会の中にいることに安あん堵どし目を逸らしていた。今だってそうでしょ。闇を恐れてシートに横になって目を逸らす」

　蒼井は一呼吸置いてから微笑ほほえんだ。

「これからは向き合っていこう。現実を受け入れ、クラスメイト同士、今度こそ平等に向かい合って話し合っていこう。だって私たちは友達でしょ」

　蒼井の言葉に生徒たちは戸と惑まどっている様子だったが、数人の女子生徒が立ちあがってうなずいた。

「このシェルターの真しん相そうは分からない。私たちは実験台にされていたのか、ただの玩具オモチヤなのか、真実は分からないの。でも、私たちがここにいることだけは真実よ。だから、私たちは変化する必要はないの。自分を保てばいいだけよ」

　いつのまにか全員が立ちあがり、蒼あお井いを囲んでいた。先ほどまで虚うつろな目をしていた生徒たちは表情を取り戻している。学校にいた時と同じ表情を取り戻していた。

　温かいと思った。自分自身の周りに闇やみはあるが、それでも人間同士通じ合うことはできるのだ。

「みんなありがとう」

　蒼井はぽろりと涙を流した。クラスメイトの前で初めて流した本物の涙だった。

　六組のクラスメイトは、同じ感情を共有していた。




「……月がある」

　紀のり之ゆきは和泉いずみの声に我に返った。

「ほら、あんなに月が綺き麗れいに見えるわ」

　和泉の声は落ちついていた。月明かりを反射させ、瞳ひとみは周囲の星以上に輝いている。

　ふたりは抱き合いながら、ゆっくりと立ちあがった。

　風を感じた。和泉のスカートがはためいている。

　暗闇の中光り輝く星、そして風は潮の香りを運びふたりを包み込んでいた。

　ふたりは狭せまい足場の上に立っていた。目の前には金属製の手すりがあり、背後はすでに閉ざされた扉と鋼こう鉄てつの壁がある。

　眼下からは、微かすかに波の音が聞こえた。月明かりを反射させた光の筋が揺らめいている。

「船だったのね」

　和泉は潮風に髪を流しながら瞳ひとみを瞬まばたかせた。

「……ここは、荒こう廃はいした世界なのか？」

　一面に広がる黒い海。そこにぽつんと浮かんでいるこの船。周囲に島影など全く確認できない。

「その真しん偽ぎは分からないわよ。そんな設定に大した意味などないのよ。私たちが外に出た瞬間、バグ排出完了それだけ。ほら、扉は閉まっちゃったわ」

　先ほどの扉は完全に閉まっていた。氷ひ室むろは自分の存在するサークルを維持するため、異物を排除したのだ。

「宇宙船じゃなかったよな」

　紀之は扉を蹴りながらつぶやいた。

「宇宙船だわ。だって、この場所も宇宙の座ざ標ひようのひとつ。大おお海うな原ばらにさ迷うちっぽけな私。広大な宇宙空間にさ迷うちっぽけなデータ。海も宇宙も変わりないわ」

　和泉は歌を口ずさむように言った。

　暗黒の宇宙に漂う宇宙船も、漆しつ黒こくの海に漂う船も同じようなものだ。そして、人間もずっと闇に漂っている。

「海より大きな眺めがある。それは宇宙である。宇宙よりも大きな眺めがある。それは魂たましいの内部である。海の中に俺おれたちがいるんじゃない。俺たちを中心に海や宇宙が広がっているんだ」

　紀のり之ゆきは和泉いずみを見つめた。

「で、客観的に見ると、惨めな人々レ・ミゼラブルと言いたいわけね」

　和泉はくすっと笑った。

　紀之の横にいる和泉は、月のスポットを浴びてとても輝いて見えた。和泉が潮風を受けている。ここに和泉が立っている。それだけしか表現ができない。ここはどこでもないのだ。和泉がいる場所だ。

　この瞬間紀之は初めて、和泉の澄んだ瞳ひとみの輝きを知った。

「やっと本物を見つけたような気がする。たったひとつの真実は、私たちがここにいる。それだけなのかもしれない」

　和泉は星空に視線を向けながら、紀之に体を寄せた。

　紀之はうなずいた。ここには千ち葉ば紀之がいる。そして隣には和泉がいる。

　クラスというサークルから弾はじき出され、先ほどのサークルに入ることも拒きよ絶ぜつし、ここに放り出された。この暗くて何もない場所に。

　しかし、こんな場所でこそ、何故なぜか自分自身の存在をはっきりと感じることができた。

　紀之は和泉を見つめた。いつのまにか、また同じ場所に立っていた。あのシェルターでわずかに共有した感情。個人と個人の対等の関係。あの時よりも強烈に和泉を感じた。

「ん？」

　和泉は視線を合わせてにこりと笑った。

　紀之は、胸の中に熱さを感じた。溜ため込んでいた様々な感情がいまにも溢あふれ出しそうだった。

　紀之は海に向かって叫んだ。

　和泉は目を丸くしたが、すぐにうなずき親指を立てた。

　紀之と和泉は手を繫つないで、遙はるか彼方かなたの空を見る。

　ふたりは大きく息を吸うと、声の限りただ叫び続けた。

　世界には、国や宗教、都市や学校や家族、そんなサークルが溢れている。

　しかし、本当に宇宙に存在するのは、今ここで叫んでいる人間だけだ。

　ふたりの声は、海に響いたあと潮風になった。
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　あとがき




　何故なぜ小説家になろうと思ったのか。三年前くらいから小説を書き始めたのだが、きっかけは何だっただろうか。

　そんなことを考えながら、パソコンに向かっていると、ふと八年前のことを思い出した。未まだウインドウズ98のこのボロボロのパソコンを買ったのがちょうど八年前の冬だった。

　競馬で万馬券を当て、その資金でなんとなくノートパソコンを購入したものの、使い方が全くわからず途と方ほうにくれていた。

　そこで、当時の仕事先のお客さんであり友人であり同じマンションに住んでいる天才小学生に相談をすることにしたのだった。

　彼女は「学校の勉強が忙いそがしいんだけどね」と言いつつも、にやりと笑ってパソコンを持っていった。

　翌日、環境整備をされ手元に戻ったパソコンを持ち喫茶店に向かった。ドトールでノートパソコンを得とく意いげに広げて起動する。

　しかし、そこで予想外のことが起こったのである。

　キーボードをタッチするたびに、パソコンが「ああん」とか「ダメえ」とか「もっとぉ……」だったり「気持ちイイ」などと、色っぽい声をあげるではないか。

　動揺した自分は、パソコン設定をしてくれた友人の元へと駆け込み相談をした。

　すると、彼女は真剣な顔でうなずき、「女のこだったのね。男のこだったら無口だったんだけどね」と缶コーヒーをおごってくれた。

　それを聞いた自分は、マジかよ、と驚きよう愕がくした。ウインドウズ98には性別システムが搭とう載さいされていたのだ。先ほど気味悪がって自分の周囲から逃げていったドトールの客たちは、まだウインドウズ95を使っているに違いない。だから、あれほどにまでびびっていたのだ、とそう思った。

　それから自分は、そのノートパソコンにエルモと名付け、さすがに外には連れ出さず、机の上に固定した。そして、たまに起動させ、何をするわけでもないが、ただキーボードをタッチして甘い声を出させて遊んだりした。

　しかし、それから五年後の冬、悲劇が起こる。

　パソコンがクラッシュしてしまったのだ。何とか再設定をしたものの、何かが違った。

　エルモが反応しないのだ。いくらキーボードをタッチしても、声を出してくれない。エルモは消えてしまったのだ。

　動揺した自分は、またもあの友人に相談することにした。

　理由を聞いた彼女は、しばしぽかんとしたあと小さくため息をつき、「エルモなんて始めからいなかったのよ」と、首を振った。

「私も高校受験で忙いそがしいんだからさ、いいかげんにあんたもしっかりしなさいよね。それじゃあ私、塾に行かなきゃ」

　自分は彼女の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送り立ち尽くした。たぶん雪が降っていた。

　自分は、寒いワンルームにとぼとぼと戻り、パソコンの電源を入れ、そこで初めてワープロソフトを起動した。この悲しみを綴つづってやろうと思ったのだ。

　小説を書いたのは、それがきっかけかもしれない。

　と、いうことで、あの友人に電話をしてみた。

「……もうすぐ大学入試センター試験で忙しいのよね。下らない理由で電話しないでちょうだい」

　と、乱暴に電話を切った友人と、今は亡なきエルモにこの〝あとがき〟を捧ささげようと思う。





２００７年　冬　土橋真二郎









[image: ]







土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日東京生まれ。府中在住。趣味はキャンプで、夏には辺境の島の海岸に泊まりがけでぬるいビールを飲みに行く。花屋の店員として大量の菊に囲まれていたときに、一念発起し作家を目指し、今作で第13回電撃小説大賞[image: ＜]金賞[image: ＞]を受賞。

[image: ]




イラスト／白しろ身み魚ざかな

Ｂ型の血液を持ち、ミックスジュースと吉本ばななが好きなイラストレーター。文庫のイラストとしてはこの作品がデビュー作。夢が実現されて、ただいまてんてこ舞い中。
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